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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
本標準は、装置（ＤＴＥ）がネットワークを介して直接に（パケット交換網を介さず）通信するＤＴＥ

／ＤＴＥ環境におけるコネクション型ネットワークプロトコルを、ＩＳＯ標準ＤＴＥ用Ⅹ．２５パケット

レイヤプロトコル（ＩＳＯ ８２０８ １９９０年度版）に準拠し、ＩＴＵ－Ｔ勧告（旧ＣＣＩＴＴ勧

告）１９８８年度版Ⅹ．２５パケットレイヤを参考にして作成したものである。 

 

２．上記ＩＳＯ標準との相違点 
（１）本標準は上記国際勧告等に対し、下記項目についての記述を削除している。 

全般としてＤＴＥ／ＤＣＥ環境における動作に関わる部分を削除している。 

削除した理由は、本コネクション型ネットワークプロトコルは、ＤＴＥ／ＤＴＥ環境で作成するこ

とによる。 

なお、削除した部分を使用した場合は動作が保証されない。 

（２）本標準は上記ＩＳＯ標準等に対し下記の項目を追加している。 

６章における有限状態遷移図による状態遷移の記述を追加している。 

追加した理由は、有限状態遷移図による記述法が、①状態遷移の簡潔な表現法であり、②連続した

動作の流れの追従が容易であると判断したことによる。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発 行 日 改  版  内  容 

第１版 昭和６２年１２月１５日 制 定 

第２版 平成 ５年 ４月２７日 ＩＳＯ ８２０８ １９９０年度版 

の盛り込み 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 
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１．概要および適用分野

本標準は、装置（ＤＴＥ）相互がネットワークを介して直接に（パケット交換網を介さず）通信する場

合のコネクション型ネットワークプロトコル（手順、フォーマット、オプショナルユーザファシリティ）

をＩＳＯ標準ＤＴＥ用Ⅹ．２５パケットレイヤプロトコル（ＩＳＯ　８２０８　１９９０年度版）に準拠

し、ＩＴＵ－Ｔ勧告（旧ＣＣＩＴＴ勧告）１９８８年度版Ⅹ．２５パケットレイヤプロトコルを参考にし

て作成したものである。

（図１－１／ＪＳ－８２０８）

本標準の規定するプロトコルは、ＯＳＩで規定するネットワークサービス定義に基づいてネットワーク

サービスを提供する。

２．定　義

（１）Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティ

パケット転送を呼の設定と解放機能ならびにフロー制御機能を有する方法で行うＯＳＩ参照モデル

ネットワークレイヤの能動的要素。

（注）本標準は、上記Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティの状態遷移を規定する。

（２）利用者モード

Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティの動作状態であり、データ通信における装置側（端末側）の

ネットワークレイヤの機能を提供する。

（３）網モード

Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティの動作状態であり、データ通信における回線側のネットワー

クレイヤの機能を提供する。

（４）ＤＴＥ

データ通信を実現するためのデータの入力または出力あるいはその両方の機能を備えた装置。本装

置は、Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティを有し、網モードならびに利用者モードの両方、あるい

は利用者モードのみの機能を有す。

（注）本プロトコルでは、回線交換網とＤＴＥとの通信回線の設定ならびに切断等の回線交換網の接続制

御に必要な手順を規定しない。したがって、回線交換網を使用
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する際には、本プロトコルで規定する手順の開始に先立ち、回線交換網とのインタフェース条件に

従った通信回線の設定を必要とし、また本プロトコルで規定する手順が終了した後、回線交換網と

のインタフェース条件に従った通信回線の切断を必要とする。

（５）ＤＣＥ

信号の変換、符号化および接続の制御、すなわち設定、保持および解放にともなう機能をＤＴＥに

提供する装置。本装置は、ＤＴＥに対し網機能を代表してⅩ．２５パケットレイヤエンティティを有

する。本装置は、網モードのみの機能をもち、網モードでしか動作しない。

（６）ＤＸＥ

ＤＴＥの通信相手であるＤＴＥとＤＣＥを総称して（自装置と区別して）ＤＸＥと呼ぶ。

（注）本標準は、ＤＴＥとＤＴＥとが通信する際のＤＴＥの状態遷移を規定しているが、用語ＤＸＥを使

いＤＴＥの状態遷移を記述すると次の利点が得られる。

－ＤＴＥとＤＣＥが通信する際へのＤＴＥの状態遷移の拡張が容易である。

－自ＤＴＥを単にＤＴＥと記し、相手ＤＴＥをＤＸＥと記すため、両者の区別がつき、わかりやす

い記述が可能である。

（７）ＤＴＥ／ＤＴＥ環境

ＤＴＥ相互が通信する装置接続構成および通信ができる状態をいう。この環境では一方のＤＴＥは

網モードでなければならない。

（注）本標準は、ＤＴＥ／ＤＴＥ環境におけるコネクション型ネットワークプロトコルを規定する。

（８）ＤＴＥ／ＤＣＥ環境

ＤＴＥとＤＣＥが通信する装置接続状態および通信できる状態をいう。

（９）ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース
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ＤＴＥとＤＸＥ間のデータ通信に必要な条件をいう。ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースは、ひとつのＤ

ＴＥにおいて、相互ＤＸＥ対応に、あるいは各データリンク対応にひとつ存在する。

（注１）ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースのパケットレイヤプロトコルで規定される。

（注２）ＤＴＥはこれが通信するひとつの相手ＤＸＥまたはひとつのデータリンク対応にＤＴＥ／ＤＸＥ

インタフェースを有し、各ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース対応にⅩ．２５パケットレイヤエンティ

ティが存在する。

（１０）バーチャルコール（ＶＣ）

ＤＴＥ間の通信を呼の設定手順によって相手を選択した後に開始し、呼の解放手順によって終了

するＤＴＥ間のパケットによる通信をいう。
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図１－１／ＪＳ－８２０８　本標準の適用範囲
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（注）　　　　　は本標準の適用範囲を示す。
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（１１）パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）

ＤＴＥ相互間で永続的に固定して設定される通信路のことである。呼設定および呼解放手順はな

くデータ転送フェーズのみでおこなうＤＴＥ間のパケットによる通信をいう。

（１２）論理チャネル

ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースにおいてパケットによる同時通信を可能とするための各バーチャ

ルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに対応する。

（１３）ファシリティ

ＤＴＥとＤＸＥが共同して提供するサービス機能である。ファシリティにはＤＴＥが呼対応に要

求するものと、利用登録時要求するものの２種類がある。

（１４）有限状態遷移図

状態を垂直線で、遷移を水平線で、遷移先を水平線上の矢印でそれぞれ示す状態遷移の記法であ

る。水平線の上側には、遷移を生ずる入力または条件、下側には遷移に伴って生ずる出力または動

作を記す。

（１５）高位レイヤエンティティ

トランスポートレイヤ以上の高位レイヤのデータ転送を行う能動的要素の総称である。

３．略　号

ＤＴＥ ：Data Terminal Equipment

ＤＣＥ ：Data Circuit-terminating Equipment

ＤＸＥ ：Data Terminal/Circuit-terminating Equipment

ＬＣＩ ：Logical Channel Identifier

ＰＶＣ ：Permanent Virtual Circuit

ＶＣ ：Virtual Call
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４．共通事項

4.1　設計原則

本標準では、以下の設計原則を適用する。

（１）ＩＳＯ　８２０８におけるＤＴＥ／ＤＴＥ環境でのプロトコルのみを規定する。

（２）ＤＴＥ／ＤＴＥ環境での動作とＤＴＥ／ＤＣＥ環境での動作との差異を最小化する。

（３）送信受信動作の状態遷移は、有限状態遷移図を用いて記述する。

4.2　外部パケットレイヤインタラクション

本標準に係わる外部の事象として以下の４つの場合がある。

（１）データリンクレベルへのパケット送信要求（要求／応答プリミティブ）

（２）データリンクレベルからのパケット受信指示（指示／確認プリミティブ）

（３）高位レイヤエンティティからパケットレイヤプロトコル処理を初期設定する以下の要求の受付（要

求／応答プリミティブ）

－パケットレイヤの初期化

－ＶＣの受付

－ＶＣの終結

－データおよび割り込み情報の転送

－論理チャネルの再初期設定（リスタート、リセット）

（４）高位レイヤエンティティヘのパケットレイヤプロトコルにおける以下の事象の発生の報告（指示／

確認プリミティブ）

－全ての論理チャネルの（再）初期設定

－ＶＣ設定のための要求の受付

－ＶＣの終結

－データおよび割り込み情報受信

－論理チャネルの再初期設定（リスタート）

4.3　論理チャネル

１つ以上のＶＣ、ＰＶＣあるいはこれらの組合せを可能とするために、論理チャネルが使用される。各々

のＶＣやＰＶＣには論理チャネル識別子が割り当てられる（注）。論理チャネルの識別子として１～４０

９５の数字が使われる。各々のＶＣには、論理チャネル
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識別子が呼設定フェーズの期間中に、予め合意された論理チャネル識別子の範囲から割り付けられる。各々

のＰＶＣには、予めＤＸＥと取り決めた（取り決め方はプロトコルで規定しない）論理チャネル識別子が

ＤＸＥとの合意により割り付けられているものとする。

単一論理チャネルのＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースの場合には、論理チャネル１が使用される。

（注）論理チャネルは１２ビットの１フィールド、または４ビットおよび８ビットの２フィールドで表現

される。１フィールドとみなされるときは「論理チャネル識別子」または「論理チャネル」と呼び、

２フィールドとみなされるときには「論理チャネルグループ番号」（４ビット）および「論理チャ

ネル番号」（８ビット）と呼ぶ。本標準では１フィールド解釈で記述されている。

多重論理チャネルＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースの場合には、論理チャネルの範囲が図４－１／Ｊ

Ｓ－８２０８論理チャネル識別子割当に従って合意される。

図４－１／ＪＳ－８２０８にＶＣおよびＰＶＣで使用される論理チャネルの構造を示す。

4.4　Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティ

ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、論理チャネルを使用した多重通信の概念を用いることにより、レイヤ２以下

のコネクション上でのパケット多重が可能である。この意味において、Ⅹ．２５パケットレイヤエンティ

ティの概念を適用する。ひとつのＤＴＥは相手ＤＸＥ対応あるいはデータリンク対応にそれぞれＤＴＥ／

ＤＸＥインタフェースを有し、このパケットレイヤの動作はそれぞれ独立である。そこで、ＤＴＥ／ＤＸ

Ｅインタフェース毎にⅩ．２５パケットレイヤエンティティが存在する。

　特定の宛先と通信するためにいずれのエンティティを使用するかは本標準で記述するプロトコルとは別

に実行される機能である。本標準はＤＴＥ内のⅩ．２５パケットレイヤエンティティ間のプロトコルを規

定するものである（図４－２／ＪＳ－８２０８）。
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ＬＩＣ 最小着呼チャネル

ＨＩＣ 最大着呼チャネル

ＬＴＣ 最小双方向チャネル

ＨＴＣ 最大双方向チャネル

ＬＯＣ 最小発呼チャネル

ＨＯＣ 最大発呼チャネル

図４－１／ＪＳ－８２０８　論理チャネル識別子割当

（ＩＳＯ　８２０８）

～

～

～

～

～

～

パーマネントバーチャルサーキット

論理チャネル識別子（ＬＣＩ）

単方向着呼

双方向

単方向発呼

バーチャルコール

0

1

ＬＩＣ

ＨＩＣ

ＬＴＣ

ＨＴＣ

ＬＯＣ

ＨＯＣ

4095
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［図４－１／ＪＳ－８２０８の説明］

－論理チャネル１からＬＩＣ－１まで：パーマネントバーチャルサーキットに割り当てられる論理チャ

ネルの範囲

－論理チャネルＬＩＣからＨＩＣまで：バーチャルコールの単方向着呼論理チャネルに割り当てられ

る論理チャネルの範囲

－論理チャネルＬＩＣからＨＴＣまで：バーチャルコールの双方向論理チャネルに割り当てられる論

理チャネルの範囲

－論理チャネルＬＯＣからＨＯＣまで：バーチャルコールの単方向発呼論理チャネルに割り当てられ

る論理チャネルの範囲

－論理チャネルＨＩＣ＋１からＬＴＣ－１まで、ＨＴＣ＋１からＬＯＣ－１までおよびＨＯＣ＋１か

ら４０９５までは割り当て対象外の論理チャネルである。

以下の（注１）～（注８）は図４－１／ＪＳ－８２０８の注記である。

注１：論理チャネル識別子は、５．１．４で示すオクテット１のビット位置４から１までの４ビット

とオクテット２の全８ビットから成る１２ビットを用いた０（最小）から４０９５（最大）ま

での連続数で決定される。

注２：論理チャネル識別子０はバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットでは割当

てられない。

注３：全ての論理チャネル割付の境界は所定の期間ＤＸＥと合意される。

注４：ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、ひとつのＤＴＥは、そこに存在する一定範囲の論理チャネル識別子

を扱う。一方、相手ＤＴＥはその論理チャネル識別子をＤＣＥとして扱う（後者のＤＴＥはＬ

ＩＣからＨＩＣを単方向発呼とみなす。また、ＬＯＣからＨＯＣを単方向発呼とみなす）。こ

の決定方法については６．２節リスタート手順で述べている。
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注５：論理チャネルの再割当の頻発を避けるために、パーマネントバーチャルサーキットの割当て範囲の

全ての論理チャネルを割り当る必要はない。

注６：パーマネントバーチャルサーキットが存在しない場合、論理チャネル１がＬＩＣに対して使用でき

る。パーマネントバーチャルサーキットおよび単方向着呼論理チャネルが存在しない場合には、Ｌ

ＴＣに対し論理チャネル１が使用できる。パーマネントバーチャルサーキット、単方向着呼論理チャ

ネルおよび双方向論理チャネルが存在しない場合には、ＬＯＣに対して論理チャネル１が使用でき

る。

注７：ＤＴＥ／ＤＴＥ環境においてＤＣＥまたは網モードにあるＤＴＥが新しい着呼に対して論理チャネ

ルを探索するアルゴリズムとして、ＬＩＣからＨＩＣまでおよびＬＴＣからＨＴＣまでの範囲にあ

り、かつレディ状態（ｐ１）にある論理チャネルのなかから、最小の論理チャネルを使用する。

注８：呼の衝突の危険を最小にするため、利用者モードにあるＤＴＥ側では双方向論理チャネル範囲また

は単方向発呼論理チャネル範囲の論理チャネルのなかからレディ状態（ｐ１）にある最大の論理チャ

ネルを選んで探索を開始する。
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図４－２／ＪＳ－８２０８　Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティ

Ⅹ．25

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

（網ﾓｰﾄﾞ）

Ⅹ．25

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

（利用者ﾓｰﾄﾞ）

Ⅹ．25

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

（利用者ﾓｰﾄﾞ）

Ⅹ．25

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

（網ﾓｰﾄﾞ）

Ⅹ．25

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

（網ﾓｰﾄﾞ）

Ⅹ．25

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ｴﾝﾃｨﾃｨ

（利用者ﾓｰﾄﾞ）

ＤＴＥＣ ＤＴＥＡ

ＤＴＥＢ
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５．パケットフォーマット

5.1　概　説

5.1.1　パケットのタイプと略称

本標準で使用するパケットタイプを表５－１／ＪＳ－８２０８に示す。

表５－１／ＪＳ－８２０８　パケットタイプ

DTEからDXE DXEからDTE
分　類

フルネーム 略称 意　味 フルネーム 略称 意　味

使用

条件

Call Request CR 発呼要求 Incoming Call CN 着呼呼 設 定
パケット Call Accepted CA 着呼受付 Call Connected CC 接続完了

Clear Request CQ 復旧要求 Clear
Indication

CI 切断指示

呼 解 放
パケット Clear

Confirmation
CF 切断確認 Clear

Confirmation
CF 復旧確認

ﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄ Data DT データ Data DT データ

Receive Ready RR 受信可 Receive Ready RR 受信可
ﾌﾛｰ 制御

パケット
Receive
Not Ready

RNR 受信不可 Receive
Not Ready

RNR 受信不可

Reset Request RQ ﾘ ｾ ｯ ﾄ
要求

Reset
Indication

RI ﾘ ｾ ｯ ﾄ
指示リセット

パケット Reset
Confirmation

RF ﾘ ｾ ｯ ﾄ
確認

Reset
Confirmation

RF ﾘ ｾ ｯ ﾄ
確認

Restart Request SQ ﾘ ｽ ﾀ ｰ ﾄ
要求

Restart
Indication

SI ﾘ ｽ ﾀ ｰ ﾄ
指示ﾘ ｽ ﾀ ｰ ﾄ

パケット Restart
Confirmation

SF ﾘ ｽ ﾀ ｰ ﾄ
確認

Restart
Confirmation

SF ﾘ ｽ ﾀ ｰ ﾄ
確認

必須

Interrupt IT 割り込み Interrupt IT 割り込み
割り込み

パケット
Interrupt
Confirmation

IF 割り込み

確認

Interrupt
Confirmation

IF 割り込み

確認

診断ﾊﾟｹｯﾄ Diagnostic DIG 診断 Diagnostic DIG 診断

ﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ Reject REJ ﾘ ｼﾞ ｪ ｸ ﾄ Reject REJ ﾘ ｼﾞ ｪ ｸ ﾄ
Registration
Request

GQ 登録要求 Registration
Request

GQ 登録

要求登　　録

パケット Registration
Confirmation

GF 登録確認 Registration
Confirmation

GF 登録

確認

ｵﾌﾟ

ｼｮﾝ

（注１）ここでのＤＴＥ／ＤＸＥはＤＴＥ／ＤＴＥ環境において、手順に基づき、利用者モード／網モー

ド確認後決まるものである。

（注２）ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、本表の左／右のパケットにおいて、一方のパケットは他方と同一とな

る。例えば、一方の発呼要求パケットは他方の着呼パケットと同一となる。
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5.1.2　基本構造

パケットフォーマットの基本構造を図５－１／ＪＳ－８２０８に示す。

図５－１／ＪＳ－８２０８　基本構造

（ＩＳＯ　８２０８）

上図の如く、パケットフォーマット内のフィールドは、最低、３オクテット必要で、ゼネラルフォーマッ

ト識別子フィールド、論理チャネル識別子フィールド、及びパケットタイプ識別子フィールド等からなる。

又、パケットタイプによっては、必要なフィールドを、さらに定義する場合がある。

オクテットの各ビットは８から１まで番号がつけられており、ビット１が低位ビットで、最初に転送さ

れる。パケットの各オクテットは、１から連続的に番号が付けられており、この順序で転送される。

ＧＦＩ：ゼネラルフォーマット識別子

ＬＣＩ：論理チャネル識別子

LCGN（論理チャネルグループ番号）と

LCN （論理チャネル番号）とする事も

可能である。

この場合、オクテット１のビット４～１を LCGN,

オクテット２のビット８～１をＬＣＮとするの

が通例である。

ＰＴＩ：パケットタイプ識別子

但し、第３オクテットの一部が下記用

に利用される事がある。

・Ｐ（Ｒ）…パケット受信シーケンス番号

・Ｐ（Ｓ）…パケット送信シーケンス番号

・Ｍ …モアデータビット

ＧＦＩ

ＬＣＩ

ＰＴＩ

付加用等のフィールド

（パケットタイプ識別子によって

異なる）

ビット

８　７　６　５　４　３　２　１

オ
　
ク
　
テ
　
ッ
　
ト

１
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
４
～
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5.1.3　ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）

ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）フィールドを表５－２／ＪＳ－８２０８に示す。

ゼネラルフォーマット識別子フィールドは４ビットの２進数フィールドであり、ヘッダの残りの部分の

一般的な形式を表示する。ゼネラルフォーマット識別子フィールドはオクテット１のビット８、７、６及

び５であり、ビット５が低位ビットである。

表５－２／ＪＳ－８２０８　ゼネラルフォーマット識別子（ＩＳＯ　８２０８）

ゼネラルフォーマット識別子の種類
第１ｵｸﾃｯﾄのﾋﾞｯﾄ位置

８　７　６　５

シーケンス番号付与方式モジュロ８ ０　Ⅹ　０　１
呼設定パケット

シーケンス番号付与方式モジュロ１２８ ０　Ⅹ　１　０

シーケンス番号付与方式モジュロ８ ０　０　０　１呼解放､ﾌﾛｰ制御、割り

込み､ﾘｾｯﾄ､ﾘｽﾀｰﾄ､登録、

ﾘｼﾞｪｸﾄおよび診断ﾊﾟｹｯﾄ

シーケンス番号付与方式モジュロ１２８ ０　０　１　０

シーケンス番号付与方式モジュロ８ Ⅹ　Ⅹ　０　１
データパケット

シーケンス番号付与方式モジュロ１２８ Ⅹ　Ⅹ　１　０

ゼネラルフォーマット識別子の拡張 ０　０　１　１

他の応用のために予約 ＊　＊　０　０

＊　未定義

（注１）「Ⅹ」で示されるビットは、「０」又は「１」が設定される。

（注２）ゼネラルフォーマット識別子のビット８はデータパケットにおいてはクオリファイア（Ｑ）ビッ

トに使用され、その他、全てのパケットでは「０」に設定される。

（注３）ゼネラルフォーマット識別子のビット７はデータパケット及び呼設定パケットにおいては、送

達確認（Ｄ）ビットに使用され、その他のパケットに対しては全て「０」に設定される。

ＤＴＥ－ＤＴＥ環境では、本ビットが使用される事はない。

（注４）ゼネラルフォーマット識別子のビット６及び５は、４種類の識別をする為に、次のように符号

化されている。「０」「１」はモジュロ８のシーケンス番号付与方式を用いるパケット、「１」

「０」はモジュロ１２８のシーケンス番号付与方式を用いるパケットを識別するのに使用され

る。「１」「１」はゼネラルフォーマット識別子のフォーマットの拡張を表示するのに使用さ

れるが、今後の検討課題である。「０」「０」は他の応用のために予約されている。
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5.1.4　論理チャネル識別子（ＬＣＩ）

論理チャネル識別子（ＬＣＩ）フィールドは、オクテット１のビット位置４～１及びオクテット２の全

ての位置から成る。又、全てのパケット内で、オクテット１のビット位置４、３、２、１をＬＣＧＮ（論

理チャネルグループ番号）とし、オクテット２の全てのビット位置をＬＣＮ（論理チャネル番号）とする

事が可能である。

本フィールドは２進符号で表示され、ＬＣＩのオクテット２のビット１が低位である。各論理チャネル

において、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上でローカルな意味を持つ。

リスタートパケット、診断パケット及び登録パケットでは、本フィールドは全て「０」に設定される。
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5.1.5　パケットタイプ識別子（ＰＴＩ）

パケットタイプ識別子（ＰＴＩ）フィールドを表５－３／ＪＳ－８２０８に示す。

各パケットはパケットのオクテット３内で識別される。

表５－３／ＪＳ－８２０８　パケットタイプ識別子（ＩＳＯ　８２０８）

パケットタイプ識別子の種類

ＤＴＥからＤＸＥへ ＤＸＥからＤＴＥへ

オクテット３

のビット位置

８７６５４３２１

呼設定及び解放

発呼要求 着呼 ００００１０１１

着呼受付 接続完了 ００００１１１１

復旧要求 切断指示 ０００１００１１

切断確認 復旧確認 ０００１０１１１

データ

データ データ ×××××××０

フロー制御

受信可（モジュロ８） 受信可（モジュロ８） ×××００００１

受信可（モジュロ１２８） 受信可（モジュロ１２８） ０００００００１

受信不可（モジュロ８） 受信不可（モジュロ８） ×××００１０１

受信不可（モジュロ１２８） 受信不可（モジュロ１２８） ０００００１０１

リセット

リセット要求 リセット指示 ０００１１０１１

リセット確認 リセット確認 ０００１１１１１

リスタート

リスタート要求 リスタート指示 １１１１１０１１

リスタート確認 リスタート確認 １１１１１１１１

割り込み

割り込み 割り込み ００１０００１１

割り込み確認 割り込み確認 ００１００１１１

診　断

診　断 診　断 １１１１０００１

リジェクト

リジェクト（モジュロ８） リジェクト（モジュロ８） ×××０１００１

リジェクト（モジュロ１２８） リジェクト（モジュロ１２８） ００００１００１

登　録

登録要求 登録要求 １１１１００１１

登録確認 登録確認 １１１１０１１１

（注１）オプション等に関しては表５－１／ＪＳ－８２０８を参照の事。

（注２）「×」で示されるビットは次項以降で説明しているとおり「０」か「１」が設定される。
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5.2　パケットフォーマット

5.2.1　呼設定および呼解放パケット

呼設定の各パケットフォーマットを図５－２／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ Ｄ ０ １ ０ Ｄ ０ １

２ ＬＣＩ ２ ＬＣＩ

ＰＴＩ ３ ＰＴＩ３

０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １

４ 起呼ＤＴＥ

アドレス長

被呼ＤＴＥ

アドレス長

４ 起呼ＤＴＥ

アドレス長

被呼ＤＴＥ

アドレス長

５ 被呼ＤＴＥアドレス

起呼ＤＴＥアドレス

５ 被呼ＤＴＥアドレス

起呼ＤＴＥアドレス

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ファシリティ長 ファシリティ長

ファシリティ ファシリティ

起呼ユーザデータ 被呼ユーザデータ

（ａ）発呼要求（CR）／着呼（CN）

Call Request／Incoming Call

（ｂ）着呼受付（CA）／接続完了（CC）

Call Accepted／Call Connected

図５－２／ＪＳ－８２０８　呼設定

（ＩＳＯ　８２０８）
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呼解放の各パケットフォーマットを図５－３／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

２ ＬＣＩ ２ ＬＣＩ

ＰＴＩ ３ ＰＴＩ３

０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １

４ 切断原因符号

５ 診断符号

（ａ）復旧要求（ＣＱ）／切断指示（ＣＩ） （ｂ）復旧確認および切断確認（ＣＦ）

Clear Request/Clear Indication Clear Confirmation

図５－３／ＪＳ－８２０８　呼解放

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

－図５－２／ＪＳ－８２０８、図５－３／ＪＳ－８２０８はモジュロ８を示し、モジュロ１２８

の場合は「０×１０」または「００１０」

－ＣＲ、ＣＮ、ＣＡ、ＣＣ各パケットのビット７は、送達確認ビット（Ｄビット）に使用可（未

使用時「０」）

（注２）拡張形式

－復旧要求／切断指示パケットにおいて、オクテット６以降に

・起呼ＤＴＥアドレス長、被呼ＤＴＥアドレス長（計１オクテット）

・被呼ＤＴＥアドレス、起呼ＤＴＥアドレス

・ファシリティ長（１オクテット）

・ファシリティ

・クリアユーザデータ

の使用が可能である。
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－復旧確認および切断確認パケットにおいて、オクテット４以降に

・起呼ＤＴＥアドレス長、被呼ＤＴＥアドレス長（計１オクテット）

・被呼ＤＴＥアドレス、起呼ＤＴＥアドレス

・ファシリティ長（１オクテット）

・ファシリティ

の使用が可能である。

（注３）アドレス長

－セミオクテット単位

－２進符号で表示され、ビット１または５が低位ビット

（注４）被呼ＤＴＥアドレス、起呼ＤＴＥアドレス

－セミオクテット単位

－２進符号で表示され、ビット５または１が低位ビット

－アドレスは、高位の桁から順にオクテット５およびそれに続くオクテット内に２数字づつ符

号化される。それぞれのオクテット中では、高位桁数字がビット８、７、６および５に符号

化される。

必要ならばアドレスフィールドの最終オクテットのビット４、３、２および１に０を挿入し、

アドレスフィールドをオクテットの整数倍にする。

（図５－２（ａ）、（ｂ）は被呼ＤＴＥアドレスフィールド中に存在するアドレスの桁数が

奇数で、起呼ＤＴＥアドレスフィールド中に存在するアドレスの桁数が偶数の場合を示す。

（注５）ファシリティ長

－オクテット単位

－２進符号で表示され、ビット１が低位ビット

（注６）ユーザデータ

－オクテットの整数倍

－ファーストセレクトファシリティを使用する時は最大１２８オクテット、その

他の場合は、最大１６オクテット

（注７）原因符号および診断符号を第９章に示す。

診断符号フィールドは必須である。ただし、診断符号は必要でない場合もある。

診断符号フィールドの未定義があっても、原因フィールドを受け付けねばなら



ＪＳ－８２０８ - 20 -

ない。

（注８）ユーザファシリティ

－オクテットの整数倍で構成され最大１０９オクテット

－詳細内容を第７章に示す。

5.2.2　データ及び割り込みパケット

データのパケットフォーマットを図５－４／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ１

Q D ０ １

２ ＬＣＩ

３ Ｐ（Ｒ） Ｍ Ｐ（Ｓ） ０

ユーザデータ４

ﾃﾞｰﾀ（DT）

Data

図５－４／ＪＳ－８２０８　データ（モジュロ８）

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

－ビット６「０」、ビット５「１」……　モジュロ８

ビット６「１」、ビット５「０」……　モジュロ１２８

－ビット７…送達確認ビット（Ｄビット）に使用可（未使用時「０」）

－ビット８…クオリファイアビット（Ｑビット）に使用可（未使用時「０」）

（注２）Ｐ（Ｒ）

Ｍ　　　　に関し、図５－４／ＪＳ－８２０８はモジュロ８の場合を示し、

Ｐ（Ｓ）
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モジュロ１２８の場合を下図に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット ３ Ｐ（Ｓ） ０

４ Ｐ（Ｒ） M

図５－５／ＪＳ－８２０８　データパケットのモジュロ１２８の場合

（ＩＳＯ　８２０８）

割り込みの各パケットフォーマットを図５－６／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

２ ＬＣＩ ２ ＬＣＩ

ＰＴＩ ３ ＰＴＩ３

０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １

割り込みユーザデータ４

（ａ）割り込み（IT）

Interrupt

（ｂ）割り込み確認（IF）

Interrupt Confirmation

図５－６／ＪＳ－８２０８　割り込み

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

図５－６／ＪＳ－８２０８はモジュロ８を示し、モジュロ１２８は、「００１０」

（注２）割り込みユーザデータ

フィールド長は１～３２オクテット
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5.2.3　フロー制御パケット

フロー制御パケットフォーマットを図５－７／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

２ ＬＣＩ ２ ＬＣＩ

Ｐ（Ｒ） ＰＴＩ ３ Ｐ（Ｒ） ＰＴＩ３

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １

（ａ）受信可（RR）

Receive Ready

（ｂ）受信不可（RNR）

Receive Not Ready

図５－７／ＪＳ－８２０８　フロー制御（モジュロ８）

（注１）ＧＦＩ

図５－７／ＪＳ－８２０８はモジュロ８を示し、モジュロ１２８の場合は、「００１０」

（注２）Ｐ（Ｒ）

ＰＴＩ
に関し、図５－７／ＪＳ－８２０８はモジュロ８の場合を示し、

モジュロ１２８の場合を下図に示す。

オ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ク ３ ＰＴＩ ク３ ＰＴＩ

テ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ テ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

ッ ４ ッ４

ト Ｐ（Ｒ） ０ ト Ｐ（Ｒ） ０

（ａ）ＲＲ （ｂ）ＲＮＲ

図５－８／ＪＳ－８２０８　フロー制御パケットのモジュロ１２８の場合
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5.2.4　リセットパケット

リセットの各パケットフォーマットを図５－９／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

２ ＬＣＩ ２ ＬＣＩ

ＰＴＩ ３ ＰＴＩ３

０ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ １

４ リセット原因符号

５ 診断符号

（ａ）リセット要求（RQ）／リセット指示（RI）

Reset Request/Reset Indication

（ｂ）リセット確認（RF）

Reset Confirmation

図５－９／ＪＳ－８２０８　リセット

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

図５－９／ＪＳ－８２０８はモジュロ８を示し、モジュロ１２８の場合は、

「００１０」

（注２）原因符号及び診断符号を第９章に示す。

診断符号フィールドは必須である。ただし、診断符号は必要でない場合もある。

診断符号フィールドの未定義があっても、原因フィールドを受け付けねばならない。
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5.2.5　リスタートパケット

リスタートの各パケットフォーマットを図５－１０／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＰＴＩ ３ ＰＴＩ３

１ １ １ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

４ リセット原因符号

５ 診断符号

（ａ）リスタート要求（SQ）／リスタート指示（SI）

Restart Request/Restart Indication

（ｂ）リスタート確認（SF）

Restart Confirmation

図５－１０／ＪＳ－８２０８　リスタート

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

図５－１０／ＪＳ－８２０８はモジュロ８を示し、モジュロ１２８の場合は、

「００１０」

（注２）原因符号及び診断符号を第９章に示す。

診断符号フィールドは必須である。ただし、診断符号は必要でない場合もある。

診断符号フィールドの未定義があっても、原因フィールドを受け付けねばならない。
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5.2.6　診断パケット

診断パケットフォーマットを図５－１１／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＰＴＩ３

１ １ １ １ ０ ０ ０ １

４ 診断符号

５
～

診断説明

診断（DIG）

Diagnostic

図５－１１／ＪＳ－８２０８　診　断

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

図５－１１／ＪＳ－８２０８はモジュロ８の場合を示し、モジュロ１２８の場合

は、「００１０」

（注２）診断符号を第９章に示す。

（注３）診断説明

(1)　図５－１１／ＪＳ－８２０８は診断説明フィールドの長さがオクテットの整数

倍である場合を想定している。

(2)　本フィールドは受信した誤りパケットのヘッダ情報のうち、初めの３オクテッ

トを含む。

そのパケットが３オクテット未満の場合、本フィールドは受信したビット全て

を含む。
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5.2.7　リジェクトパケット

リジェクトのパケットフォーマットを図５－１２／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ１

０ ０ ０ １

２ ＬＣＩ

Ｐ（Ｒ） ＰＴＩ３

０ １ ０ ０ １

リジェクト（REJ）

Reject

図５－１２／ＪＳ－８２０８リジェクト（モジュロ８）

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

図５－１２／ＪＳ－８２０８はモジュロ８の場合、モジュロ１２８の場合は、

「００１０」

（注２）Ｐ（Ｒ）

ＰＴＩ
に関し、図５－１２／ＪＳ－８２０８はモジュロ８の場合を示し、

モジュロ１２８の場合を下図に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＰＴＩオクテット　３

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

４

Ｐ（Ｒ） ０

図５－１３／ＪＳ－８２０８　リジェクトパケットのモジュロ１２８の場合

（ＩＳＯ　８２０８）
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5.2.8　登録パケット

登録の各パケットフォーマットを図５－１４／ＪＳ－８２０８に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＧＦＩ １ ＧＦＩ１

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＰＴＩ ３ ＰＴＩ３

１ １ １ １ ０ ０ １ １ １ １ １ １ ０ １ １ １

４ ＤＴＥ

アドレス長

ＤＸＥ

アドレス長

４ 原因符号

ＤＸＥおよびＤＴＥアドレス ５ 診断符号

０ ０ ０ ０

５

０ 登録長

６ ＤＴＥ

アドレス長

ＤＸＥ

アドレス長

登録 ７ ＤＸＥおよびＤＴＥアドレス

０ ０ ０ ０

０ 登録長

登録

（ａ）登録要求（GQ）

Registration Request

（ｂ）登録確認（GF）

Registration Confirmation

図５－１４／ＪＳ－８２０８　登録

（ＩＳＯ　８２０８）

（注１）ＧＦＩ

図５－１４／ＪＳ－８２０８はモジュロ８の場合、モジュロ１２８の場合は、

「００１０」

（注２）原因符号及び診断符号は当面規定しない。
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（注３）登録フィールドの最大長は１０９オクテットである。

（注４）登録パケットでは、ＤＴＥアドレス長およびＤＸＥアドレス長は「００００」とし、ＤＸＥお

よびＤＴＥアドレスフィールドは設けない。
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６．状態遷移

6.1　概　要

6.1.1　状態遷移概要

Ⅹ．２５パケットレイヤプロトコルに従い通信するＤＴＥにおけるＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースの状

態遷移概要を述べる。

ＤＴＥとＤＴＥが通信するＤＴＥ／ＤＴＥ環境下では、パケットレイヤＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース

はＤＴＥが通信する１つの相手ＤＴＥ（これを自ＤＴＥと区別しＤＸＥと称す）あるいは１つのデータリ

ンク対応に独立に存在する。

次に４つの手順に分けて述べる。

（１）リスタート手順

（２）呼設定と解放手順

（３）リセット手順

（４）データ転送手順および割り込み転送手順

以下各々の手順の概要を述べる。詳細は６．２～６．５に記す。

6.1.1.1　リスタート手順とリスタート状態

リスタート手順は、パケットレイヤＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを初期設定または、再初期設定する

のに使用される。すなわちリスタート手順は、当該ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上の全バーチャルコー

ル（ＶＣ）を一斉に切断（解放）し、全パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）を一斉にリセット

（再初期設定）する。

同時に、本手順はＤＴＥ／ＤＴＥ環境下において、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース毎にＤＴＥがとる動

作を網モード（Ｘ＝Ｃと記す）とするか、あるいは利用者モード（Ｘ＝Ｔと記す）とするかの決定に使わ

れる。

リスタート手順をＤＴＥにおける次の３つのリスタート状態の遷移として記述する。

状態ｒ１：パケットレイヤレディ

ＤＴＥにおけるこの状態はＶＣにおける呼設定／解放状態がｐ１～ｐ７、またはＰＶＣにお

けるデータ転送状態がｄ１～ｄ３である場合を含む。リスタート手順は、ＶＣにおけるｐ１～

ｐ７、またはＰＶＣにおけるｄ１～ｄ３いずれの状態においても起動できる。リスタート手順

が完了した場合、全Ｖ
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Ｃが切断、全ＰＶＣがリセットされるのでＶＣにおけるｐ１状態、またはＰＶＣにおけるｄ

１状態のいずれかに遷移する。ｐ１～ｐ７については呼設定／解放手順、ｄ１～ｄ３につい

てはリセット手順の項を参照。

状態ｒ２：ＤＴＥリスタート要求

リスタート要求が発生するかリスタート衝突が生じた後ランダム時間経過すると、ＤＴＥ

はリスタート要求パケット（ＳＱ）を送出して、本状態に遷移する。本状態でＤＴＥがリス

タート確認パケット（ＳＦ）を受信すると、ｒ１状態に遷移し、リスタート手順を完了する。

このときＶＣでは呼設定／解放状態がｐ１に、ＰＶＣではデータ転送状態がｄ１に遷移する。

そして、ＤＴＥは利用者モードで動作する（Ｘ＝Ｔ）。本状態でＤＴＥがリスタート指示パ

ケット（ＳＩ）を受信すると、リスタート衝突とみなし、リスタート手順開始前の状態ｒ１

に遷移する。

状態ｒ３：ＤＸＥリスタート指示

状態ｒ１においてＤＴＥがリスタート指示パケット（ＳＩ）を受信すると、本状態に遷移

する。本状態でリスタート処理が完了するとリスタート確認パケット（ＳＦ）を送信し、ｒ

１状態に遷移する。このときＶＣでは呼設定／解放状態がｐ１に、ＰＶＣではデータ転送状

態がｄ１に遷移する。そして、ＤＴＥは網モードで動作する（Ｘ＝Ｃ）。

リスタート手順の状態遷移詳細を６．２に示す。

6.1.1.2　呼設定および解放手順とその状態

本手順はＶＣの設定と解放に使用される。この手順は、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースにおいて、ＶＣ

のサービスに割り当てられた各々の論理チャネルに独立に適用される。

呼設定と解放手順をｒ１状態に含まれる次の７つの呼設定／解放（切断）状態の遷移として記述する。

状態ｐ１：レディ（ＶＣが切断されている状態）

ＤＴＥが当該論理チャネルに対し、発呼要求パケット（ＣＲ）を送信するか、着呼パケッ

ト（ＣＮ）を受信できる状態である。
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状態ｐ２：ＤＴＥ発呼要求

状態ｐ１で発呼要求が発生し、ＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）を送信すると本状態に

遷移する。本状態で接続完了パケット（ＣＣ）を受信すると、ＶＣ設定をおこないｐ４に遷

移する。一方、本状態で着呼パケット（ＣＮ）を受信すると、呼衝突とみなしｐ５に遷移す

る。

状態ｐ３：ＤＸＥ着呼

状態ｐ１でＤＴＥが着呼パケット（ＣＮ）を受信すると本状態に遷移する。本状態で呼受

け付け可と判断すると、ＶＣを設定し着呼受付パケット（ＣＡ）を送出し、ｐ４に遷移す

る。このときデータ転送状態はｄ１となる。

状態ｐ４：データ転送（ＶＣが設定されている状態）

ＤＴＥがデータ、割り込み、フロー制御、リセットパケットを送受信できる状態である。

状態ｐ５：呼衝突

本状態ではＤＴＥが利用者モードで動作する（Ｘ＝Ｔ）か、網モードで動作する（Ｘ＝Ｃ）

かにより処理が異なる。Ｘ＝Ｔの時は、接続完了パケット（ＣＣ）を受信すると、ＶＣ設定

をおこないｐ４に遷移する。一方、Ｘ＝Ｃの時、相手からの着呼パケット（ＣＮ）を受け付

けることが可能であれば、自発呼要求を取り消し、着呼受付パケット（ＣＡ）を送信してｐ

４に遷移する。着呼パケット（ＣＮ）を受け付けることができぬ場合には、自発呼要求を取

り消し、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信してｐ６に遷移する。

状態ｐ６：ＤＴＥ復旧要求

本状態以外の状態で復旧要求が発生すると、ＤＴＥは復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し

本状態に遷移する。本状態で切断確認または復旧確認パケット（ＣＦ）あるいは切断指示パ

ケット（ＣＩ）を受信するとＶＣを切断し、ｐ１に遷移する。

状態ｐ７：ＤＸＥ切断指示

ｐ６またはｐ７以外の状態でＤＴＥが切断指示パケット（ＣＩ）を受信すると本状態に遷

移する。本状態でＶＣの切断を完了すると、復旧確認パケット（ＣＦ）を送信し、ｐ１に遷

移する。

データ転送状態（ｐ４）に遷移したときは、論理チャネルがリセット（再初期設定）



ＪＳ－８２０８ - 32 -

されるので、データ転送状態はｄ１～ｄ３のうちｄ１に遷移する。

状態ｄ１～ｄ３については６．１．１．３参照

6.1.1.3　リセット手順とデータ転送状態

リセット手順は、当該する各々のＶＣまたはＰＶＣを再初期設定する。これをリセットと称する。リセッ

ト処理では、各方向のデータ転送に関するパケット送信、受信シーケンス番号を０にする他、フロー制御

状態を受信可（ｆ１ならびにｇ１）状態に、また応答待ち割り込みパケットを破棄し、割り込み状態を割

り込みレディ（ｉ１ならびにｊ１）状態に遷移させ、さらにデータ転送に関するタイマをストップさせ、

再送カウンタ値を初期化する。

リセットパケットは論理チャネル状態がデータ転送状態のときにＤＴＥにより送受信される。この状態

でない時にリセットパケットを受信したＤＴＥはこれらのパケットを破棄し、状態遷移を生じない。

データ転送状態を論理チャネルがＶＣとＰＶＣのときに分け、次の通りに定義する。

（１）データ転送状態（ＶＣのとき） ：リスタート状態のうちｒ１かつ呼設定／解放の状態のうちｐ

４（データ転送状態）

（２）データ転送状態（ＰＶＣのとき）：リスタート状態のうちｒ１

リセット手順を、データ転送状態に含まれる次の３つの状態の遷移として記述する。

状態ｄ１：フロー制御レディ

この状態は割り込み状態がｉ１とｉ２のいずれかでかつ、ｊ１とｊ２のいずれかであり、

かつフロー制御状態がｆ１とｆ２のいずれかでかつ、ｇ１とｇ２のいずれかである場合を含

む。リセット手順は上記の場合に起動できる。リセット手順が完了すると割り込み状態がｉ

１かつｊ１であり、かつフロー制御状態がｆ１かつｇ１となる。割り込み状態とフロー制御

状態については、データ転送手順および割り込み転送手順の項参照。
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状態ｄ２：ＤＴＥリセット要求

リセット要求が発生し、ＤＴＥが当該論理チャネルに対するリセット要求パケット（ＲＱ）

を送信すると本状態に遷移する。本状態でリセット確認パケット（ＲＦ）またはリセット指

示パケット（ＲＩ）を受信すると、論理チャネルをリセット（再初期設定）し、割り込み状

態がｉ１かつｊ１、フロー制御状態がｆ１かつｇ１である状態に遷移し、リセット手順を完

了する。

状態ｄ３：ＤＸＥリセット指示

フロー制御レディ状態（ｄ１）で、ＤＴＥが当該論理チャネルに対するリセット指示パケッ

ト（ＲＩ）を受信すると本状態に遷移する。本状態で論理チャネルの再初期設定が完了する

と、リセット確認パケット（ＲＦ）を送出し、割り込み状態がｉ１かつｊ１、フロー制御状

態がｆ１かつｇ１である状態に遷移する。

リセット手順の詳細を６．４に記す。

6.1.1.4　データ転送手順および割り込み転送手順

本手順はデータパケット、フロー制御パケットならびに割り込みパケットをＤＴＥが当該論理チャネル

を使って送受信するために使用される。これらのパケットを送受信するためには、論理チャネルの状態が

データ転送状態（定義は６．１．１．３参照）のうち、フロー制御レディ状態（ｄ１）でなければならな

い。もし、ｄ１状態でないときにデータパケット、フロー制御パケットあるいは割り込みパケットを受信

すると、これらのパケットは廃棄される。

（１）フロー制御手順とフロー制御状態

フロー制御手順によりＤＴＥはＤＸＥが送信できるデータパケットの量を制限することができる。

また逆に、ＤＸＥはＤＴＥが送信できるデータパケットの量を制限することができる。すなわちフロー

制御手順は、受信可か、受信不可かを示すパケットを用いて送信元に連絡することにより、送信元の

データパケット転送率を制限することに使われる。ＤＴＥとＤＸＥが各々、受信可／受信不可の場合

に分けられるので、これに応じＤＴＥの論理チャネルは合計次の４つのフロー制御状態を必要とする。
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状態ｆ１：ＤＸＥ受信可

状態ｆ２：ＤＸＥ受信不可

状態ｇ１：ＤＴＥ受信可

状態ｇ２：ＤＴＥ受信不可

これらの状態は次に述べる割り込み状態とは独立である。

フロー制御の詳細は６．５で述べる。

（２）割り込み転送手順と割り込み状態

割り込み転送手順によって、ＤＴＥはデータパケット（ＤＴ）に適用されるフロー制御手順に従う

ことなくデータを送受することができる。ＤＴＥは割り込みパケット（ＩＴ）をＤＸＥに送信すると、

ＤＴＥ割り込み送信済み状態に移行し、これに対し、ＤＸＥより割り込み確認パケット（ＩＦ）を受

信すると、再び割り込みパケット（ＩＴ）を送信あるいは受信できるＤＴＥ割り込み可状態に戻る。

同様にＤＴＥが割り込みパケット（ＩＴ）をＤＸＥより受信するとＤＸＥ割り込み送信済み状態に移

行し、これに対し、ＤＴＥが割り込み確認パケット（ＩＦ）を送信するとＤＸＥ割り込み可状態に移

る。すなわち、次の４つの割り込み状態を定義する。

状態ｉ１：ＤＴＥ割り込み可

状態ｉ２：ＤＴＥ割り込み送信済み

状態ｊ１：ＤＸＥ割り込み可

状態ｊ２：ＤＸＥ割り込み送信済み

これらの状態は、フロー制御状態とは独立である。すなわち、割り込み状態の遷移とフロー制御状

態の遷移は、互いに影響を及ぼさない。割り込み転送の詳細は６．５で述べる。

6.1.2　状態の包含関係

論理チャネルがＰＶＣの特性を有する場合の状態の包含関係を図６－１／ＪＳ－８２０８に、ＶＣの特

性を有する場合の状態の包含関係を図６－２／ＪＳ－８２０８に示す。図において枠で囲まれた状態が、

外側の枠の状態に含まれることを示す。
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図６－１／ＪＳ－８２０８　ＰＶＣの状態の包含関係

リスタート状態

ｒ１：パケットレイヤレディ

＝データ転送状態

ｄ１：フロー制御レディ

フロー制御状態

（ｆ１∨ｆ２）＆（ｇ１∨ｇ２）

　かつ

割り込み状態

（ｉ１∨ｉ２）＆（ｊ１∨ｊ２）

ｄ２：ＤＴＥリセット要求

ｄ３：ＤＸＥリセット指示

ｒ２：ＤＴＥ

リスタート要求

ｒ３：ＤＸＥ

リスタート指示
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図６－２／ＪＳ－８２０８　ＶＣの状態の包含関係

リスタート状態

ｒ１：パケットレイヤレディ ｒ２：ＤＴＥ

リスタート要求

ｒ３：ＤＸＥ

リスタート指示

ｐ１：レディ

ｐ２：ＤＴＥ発呼要求

ｐ３：ＤＸＥ着呼

ｐ４：データ転送状態

ｄ１：フロー制御レディ

フロー制御状態

（ｆ１∨ｆ２）＆（ｇ１∨ｇ２）

　かつ

割り込み状態

（ｉ１∨ｉ２）＆（ｊ１∨ｊ２）

ｄ２：ＤＴＥリセット要求

ｄ３：ＤＸＥリセット指示

ｐ５：呼衝突

ｐ６：ＤＴＥ復旧要求

ｐ７：ＤＸＥ切断指示
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6.1.3　記述方法

6.1.3.1　有限状態遷移図

有限状態遷移図の記述方法は次の通り

図６－３／ＪＳ－８２０８　有限状態遷移図の記述方法

状態番号（例えばｓ１、ｓ２）とそれに対応する状態は垂直線で示される。遷移は水平線で示され、遷

移先を矢印で示す。さらに遷移の説明が必要な時は遷移番号（例えばｓ１３）を付ける。水平線の上側に

は、遷移を生じる入力または条件を記し、下側には、遷移に伴う出力または動作を記す。

6.1.3.2　略　称

（１）論理演算

∨：または（Ｏｒ）

＆：かつ（Ａｎｄ）

￢：否定（Ｎｏｔ）

＜：より小（Ｌｅｓｓ　ｔｈａｎ）

＝：等しい（Ｅｑｕａｌ）

＞：より大（Ｇｒｅａｔｅｒ　ｔｈａｎ）

ＩＦ．条件：条件を満たした時

∨および＆の論理演算は他の論理演算より後にほどこされる。したがって、この順を変更するか

実行順序の明確な表現を必要とする場合には（　）をつける。

ｓ１：状態名称 ｓ２：状態名称

ｓ１３

入力または条件

出力または動作
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（２）パケットの送信／受信／廃棄

ＲＶ．：受信（Ｒｅｃｅｉｖｅ）

ＴＸ．：送信（Ｔｒａｎｓｍｉｔ）

ＤＣ．：廃棄（Ｄｉｓｃａｒｄ）

上記の略称に続き表５－１／ＪＳ－８２０８に示すパケットの略称を記す（例ＲＶ．ＤＴ）。

（３）タイマ制御

ＳＴ．：タイマの測定を０より開始（Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅｒ）する。以前に同一のタイマをスター

トさせている場合には、それをストップする操作も含む。

ＳＰ．：タイマの測定を中止（Ｓｔｏｐ　Ｔｉｍｅｒ）し、タイムオーバを発生させなくする。

ＴＯ．：タイマの測定がタイマ値に達した（Ｔｉｍｅ　Ｏｖｅｒ）。

上記の略称に続き表９－３／ＪＳ－８２０８に示すタイマの種別を記す（例ＳＴ．Ｔ２０）。

（４）再送カウンタ

再送カウンタは、試行した再送回数を示すカウンタ値（０から始まり、再送する毎に１増加）と最

大再送回数を示す規定値を有す。

カウンタ値の初期値は０で、再送を繰り返す毎に１づつ増加され、規定値に達したことが判定され

ると再送を中止する。再送カウンタに関する次の操作を定義する。

ＩＮ． ：カウンタを歩進する、すなわちカウンタ値を１増加（Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔ）

ＲＯ． ：カウンタ値が規定値以上となった（Ｒｅｔｒｙ　Ｏｕｔ）

ＩＮＩＴ． ：カウンタに初期値０をセットする（Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ）

上記の略称に続き表９－４／ＪＳ－８２０８に示すカウンタ種別を記す（例ＩＮ．Ｒ２３）。

（５）診断符号

Ｄ．：診断符号（Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ　Ｃｏｄｅ）

上記の略称に続き表９－２／ＪＳ－８２０８に示す診断符号番号を記す（例Ｄ．２０）。

（６）論理チャネルの種別

ＶＣ　：バーチャルコール(Virtual Call)

ＰＶＣ：パーマネントバーチャルサーキット(Permanent Virtual Circuit)
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Ｘ ：ＤＴＥ／ＤＴＥ環境におけるＤＴＥの役割を示す。

Ｘ＝Ｔのとき、利用者モードで動作する。

Ｘ＝Ｃのとき、網モードで動作する。

上記のうち（２）～（５）に記した略称は、［．］の次に記されたパケット、タイマ、あるいはカ

ウンタに対する操作を示し、この操作をほどこした後に必要なら（１）で述べた論理演算をほどこす。

6.1.4　各状態に共通なパケット受信処理

ＤＸＥより受信したパケットが下記ｓ１１～ｓ１３に示す場合、６．１．１で述べたＤＴＥの状態によ

らず診断パケット（もし使用可であれば）を送出する。

図６－４／ＪＳ－８２０８　各状態に共通なパケット受信処理

（ｓ11）２オクテット未満のパケットを受信すると、受信パケットを廃棄し、診断符号３８を付けて、診

断パケットを送信する。このとき状態を遷移させない。

（ｓ12）ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）が不正なパケットを受信すると、受信パケットを廃棄し、

診断符号４０を付けた診断パケットを送信する。このとき状態を遷移させない。

（ｓ13）未割り当てな論理チャネル（ＨＯＣ＋１から４０９５まで）を示す論理チャネル識別子（ＬＣＩ）

を有すパケットを受信すると、受信パケットを廃棄し、診断符号３６を付けた診断パケットを送

信する。このとき状態を遷移させない。

ｓ：すべての状態

ｓ１１
ＲＶ．パケット（２オクテット未満）

ＤＣ．パケット，ＴＸ．ＤＩＧ（Ｄ．３８）

ｓ１２
ＲＶ．パケット（ＧＦＩ不正）

ＤＣ．パケット，ＴＸ．ＤＩＧ（Ｄ．４０）

ｓ１３
ＲＶ．パケット（未割り当てＬＣＩ）

ＤＣ．パケット，ＴＸ．ＤＩＧ（Ｄ．３６）
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6.2　リスタート手順

　図６－５／ＪＳ－８２０８にリスタート手順の概要を示す。

図６－５／ＪＳ－８２０８　リスタート手順の概要

（ISO 8208）

リスタート手順は同一データリンク上のパケットレイヤＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを初期設定また

は再開始するために使用される。すなわち、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上の全バーチャルコール（Ｖ

Ｃ）が一斉に切断（パケットレイヤエンティティ内の全論理チャネルが切断）され、パーマネントバーチャ

ルサーキット（ＰＶＣ）がリセット（パケットレイヤエンティティ内の全論理チャネルがリセット）され

る。

またリスタート手順はＤＴＥが網モードとして動作するのか利用者モードとして動作するのかを決定す

るために使用される。このモードの区別は論理チャネル選択や呼が衝突した場合の解決法に使用される。

ＤＴＥはリスタート要求パケット（ＳＱ）を発行し、リスタート確認パケット（ＳＦ）を受信した場合

には利用者モードで動作する。

一方、ＤＴＥがリスタート指示パケット（ＳＩ）を受信しそのリスタートの原因符号が「ＤＴＥ起動」

である場合で、かつ、リスタートの衝突が発生していない場合ＤＴＥはリスタートを確認して網モードで

動作する。

　リスタートの衝突とはＤＴＥがリスタート要求パケット（ＳＱ）を送信し、これを確認する前にリスター

ト指示パケット（ＳＩ）を受信した場合のことである。この場合、ＤＴＥはリスタート確認パケット（Ｓ

Ｆ）を送信することなく、または受信を期待することも

DTE‘A’がﾘｽﾀｰﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄ(SQ)

を送信しｲﾝﾀﾌｪｰｽをﾘｽﾀｰﾄする

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

DTE‘B’はﾘｽﾀｰﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(SF)

を送信しﾘｽﾀｰﾄを確認する

ﾘｽﾀｰﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄ(SQ) ﾘｽﾀｰﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ(SI)

ﾘｽﾀｰﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(SF) ﾘｽﾀｰﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(SF)
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なく、リスタートが完了したとみなす。しかしながら、上記のように利用者モードあるいは網モードのモー

ドを決定するためにリスタート手順を使用した場合ＤＴＥはリスタート指示パケット（ＳＩ）内のリスター

トの原因符号を処理しなければならない。これが「ＤＴＥ起動」である場合、ＤＴＥはランダムに選択し

た時間の後にリスタート要求パケット（ＳＱ）を再送する以外の動作を行ってはならない。一方、リスター

トの原因符号が「ＤＴＥ起動」でない場合、リスタート手順は完了したものとする。

（注１）運用管理によりＤＴＥの動作モードがあらかじめ決っている場合にはその動作モードのみで動作

するのであれば、上記で規定した手順を使用する必要がない。

（注２）リスタート衝突の再発生を小さくするためにリスタート要求パケット（ＳＱ）を再度送出する場

合にはランダムな時間をおいている。

（注３）リスタートを行わないで呼を設定してもその呼は保証されないことがある。

リスタート手順には３つの論理チャネルの状態がある。これらはパケットレイヤレディ（ｒ１）、ＤＴ

Ｅリスタート要求（ｒ２）、及びＤＸＥリスタート指示（ｒ３）の各状態である。他の状態から状態ｒ１

に遷移する場合は、各ＶＣ論理チャネルはレディ（ｐ１）となり、各ＰＶＣ論理チャネルはフロー制御レ

ディ（ｄ１）となる（ｐ１、ｄ１の各状態はパケットレイヤレディに含まれる）。

状態　ｒ１：パケットレイヤレディ

（ｒ１１）リスタートの要求を受けてリスタート原因符号を「ＤＴＥ起動」に設定したリスタート要求パ

ケット（ＳＱ）を送信する。それとともにリスタート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をスター

トさせる。

状態はＤＴＥリスタート要求（ｒ２）へ遷移する。

（ｒ１２）ランダム時間経過後（ランダムタイマのタイムアウト）、リスタート原因符号を「ＤＴＥ起動」

に設定したリスタート要求パケット（ＳＱ）を送信する。それとともにリスタート要求レスポ

ンスタイマ（Ｔ２０）をスタートさせる。

状態はＤＴＥリスタート要求（ｒ２）へ遷移する。
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（ｒ13）リスタート確認パケット（ＳＦ）を受信すると受信パケットを廃棄し、リスタート原因符号を「Ｄ

ＴＥ起動」に、かつ診断符号を１７に設定したリスタート要求パケット（ＳＱ）を送信し、リス

タート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をスタートさせる。

状態はＤＴＥリスタート要求（ｒ２）へ遷移する。

（ｒ14）表６－１／ＪＳ－８２０８に示すパケットのいずれかを受信した場合、表６－１／ＪＳ－８２０

８に示す動作を実行する。

状態はパケットレイヤレディ（ｒ１）に留まる。

（ｒ15）リスタート原因符号が「ＤＴＥ起動」に設定されリスタート指示パケット（ＳＩ）を受信すると

状態はＤＸＥリスタート指示（ｒ３）へ遷移する。

状態　ｒ２：ＤＴＥリスタート要求

（ｒ21）リスタート確認パケット（ＳＦ）を受信するとＶＣを一斉切断し、ＰＶＣをリセットし、リスター

ト要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をストップさせ、リスタート手順を完了する。リスタート手

順を使用して網モードまたは利用者モードを決定する場合は、以後利用者モードで動作する。運

用管理によりＤＴＥの動作モードをあらかじめ決めてある場合は、あらかじめ設定された動作モー

ドで動作する。

状態はＶＣの場合レディ（ｐ１）へ遷移し、ＰＶＣの場合フロー制御レディ（ｄ１）へ遷移する。

（ｒ22）リスタート手順を使用して、網モードまたは利用者モードを決定する場合で、かつリスタート原

因符号が「ＤＴＥ起動」のリスタート指示パケット（ＳＩ）を受信すると（リスタートの衝突が

発生）、ランダム時間後タイムアウトするタイマ（ランダムタイマ）をスタートさせ、リスター

ト要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をストップさせる。

状態はパケットレイヤレディ（ｒ１）へ遷移する。
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（ｒ23）リスタート手順を使用して、網モードまたは利用者モードを決定する場合で、かつリスタート原

因符号が「ＤＴＥ起動」以外のリスタート指示パケット（ＳＩ）を受信すると、ＶＣを一斉切断

し、ＰＶＣをリセットした後、リスタート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をストップさせ、利

用者モードで動作する。

状態は、ＶＣの場合レディ（ｐ１）へ遷移し、ＰＶＣの場合フロー制御レディ（ｄ１）へ遷移す

る。

（ｒ24）運用管理によりＤＴＥの動作モードをあらかじめ決めてある場合で、かつリスタート指示パケッ

ト（ＳＩ）を受信すると（リスタートの衝突が発生）、ＶＣを一斉切断し、ＰＶＣをリセットし

た後、リスタート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をストップさせ、あらかじめ設定された動作

モードで動作する。

状態は、ＶＣの場合レディ（ｐ１）へ遷移し、ＰＶＣの場合フロー制御レディ（ｄ１）へ遷移す

る。

（ｒ25）リスタート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）がタイムアウトし、かつ再送回数がリスタート要求

パケット再送カウンタ（Ｒ２０）の最大規定値未満の場合、リスタート要求パケット（ＳＱ）を

送信するとともに再送回数の値を歩進し、リスタート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）をスター

トさせる。

状態はＤＴＥリスタート要求（ｒ２）に留まる。

（ｒ26）リスタート要求レスポンスタイマ（Ｔ２０）がタイムアウトし、かつ再送回数がリスタート要求

パケット再送カウンタ（Ｒ２０）の最大規定値以上の場合、リトライアウトを通知する。

状態ＤＴＥリスタート要求（ｒ２）に留まる。

（ｒ27）表６－２／ＪＳ－８２０８に示すパケットのいずれかを受信した場合、表６－２／ＪＳ－８２０

８に示す動作を実行する。

状態ＤＴＥリスタート要求（ｒ２）に留まる。
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状態　ｒ３：ＤＸＥリスタート指示

（ｒ31）表６－３／ＪＳ－８２０８に示すパケットのいずれかを受信すると表６－３／ＪＳ－８２０８に

示す動作を実行する。

状態ＤＴＥリスタート要求（ｒ２）へ遷移する。

（ｒ32）ＶＣを一斉切断し、ＰＶＣをリセットする等のリスタートの処理が完了すると、リスタート確認

パケット（ＳＦ）を送信する。リスタート手順を使用して網モードまたは利用者モードを決定す

る場合は、以後網モードで動作する。運用管理によりＤＴＥの動作モードをあらかじめ決めてあ

る場合は、あらかじめ設定された動作モードで動作する。

状態はＶＣの場合レディ（ｐ１）へ遷移し、ＰＶＣの場合フロー制御レディ（ｄ１）へ遷移する。

（ｒ33）表６－４／ＪＳ－８２０８に示すパケットのいずれかを受信した場合、表６－４／ＪＳ－８２０

８に示す動作を実行する。

状態はＤＸＥリスタート指示（ｒ３）に留まる。
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（注１）ｒ２２およびｒ２３の遷移は、リスタート手順を使用して網モードまたは利用者モードを決定す

る場合のみ適用される。

（注２）ｒ２４の遷移は、運用管理によりＤＴＥの動作モードをあらかじめ決めてある場合に適用される。

（注３）運用管理によりＤＴＥの動作モードをあらかじめ決めてある場合は、この遷移により動作モード

Ｘが決定されることはなく、あらかじめ設定された動作モードで動作する。

図６－６／ＪＳ－８２０８　リスタート状態遷移

r1：ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔﾚﾃﾞｨ

VC の場合 p1～p7

PVC の場合 d1～d3

r1:ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔﾚﾃﾞｨ

VC の場合 p1:ﾚﾃﾞｨ

PVC の場合 d1:ﾌﾛｰ制御ﾚﾃﾞｨ

r2:DTE ﾘｽﾀｰﾄ要求

r11 r21

r22
r23

リスタート要求

TX.SQ & ST.T20

RV.SI(原因符号=DTE 起動)(注 1）

　SP.T20 & X=T(注 3)

RV.SI(原因符号= ￢ DTE 起動)(注 1)

RV.SF

SP.T20 & X=T

RV.SI(注 2)
r24

r25

SP.T20

TO.T20 &￢ RO.R20
r12

ST.ﾗﾝﾀﾞﾑﾀｲﾏ&SP.T20

TO.ﾗﾝﾀﾞﾑﾀｲﾏ

r13

TX.SQ & ST.T20

RV.SF

TX.SQ & IN.R20 & ST.T20

DC.ﾊﾟｹｯﾄ & TX.SQ & ST.T20

RV.ﾊﾟｹｯﾄ　 表 6-1/JS-8208
r14

表 6-1/JS-8208

r26
ﾘﾄﾗｲｱｳﾄ 通知

TO.T20 & RO.R20

r27
表 6-2/JS-8208

RV.ﾊﾟｹｯﾄ　　表 6-2/JS-8208
r15

RV.SI

r3:DXE ﾘｽﾀｰﾄ 指示

r31
表 6-3/JS-8208

ﾘｽﾀｰﾄ の完了

RV.ﾊﾟｹｯﾄ　 表 6-3/JS-8208

r32
TX.SF & X=C　(注 3)

RV.ﾊﾟｹｯﾄ　 表 6-4/JS-8208
r33

表 6-4/JS-8208

SQ : ﾘｽﾀｰﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄ

SI : ﾘｽﾀｰﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ

SF : ﾘｽﾀｰﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ
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表６－１／ＪＳ－８２０８　パケットレイヤレディ状態に係わる動作

項番 受信パケット 動　　　作

１）呼設定パケット(CR,CN,CC,CA)

２）呼解放パケット(CQ,CI,CF)

３）データパケット(DT)

４）割り込みパケット(IT,IF)

５）フロー制御パケット(RR,RNR)

６）リセットパケット(RQ,RI,RF)

７）論理チャネル識別子が割りあてられているパ

ケットタイプ識別子が１オクテット未満のパ

ケット

８）論理チャネル識別子が割りあてられている未サ

ポートのパケット

９）論理チャネル識別子が割りあてられている未定

義のパケットタイプ識別子をもつパケット

１

１０）論理チャネル識別子が０でない以下のパケット

・リスタート指示パケット(SI)

・リスタート確認パケット(SF)

・登録パケット（GQ,GF）

バーチャルコールの設定、解放手順（6.3

節）の規定に従って動作する。

２ リスタート(SQ,SI,SF)、登録(GQ,GF)、診断パケット(DIG)

を除く論理チャネル識別子が０であり、ＤＴＥでサポー

トされているパケット

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号36の診断パケット(DIG)を送

信する（注）。

３ １）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰのリスタート指示パケット(SI)

２）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰのリスタート確認パケット(SF)

３）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの登録要求パケット(GQ)

４）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの登録確認パケット(GF)

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号38､39､81､82の診断パケット

(DIG)を送信する（注）。

４ フォーマットエラーの診断パケット(DIG)

（論理チャネル識別子が０でないﾊﾟｹｯﾄを含む）

・受信パケットを廃棄する。

５ 診断(DIG)、登録要求(GQ)、登録確認(GF)の各パケット ・関連する処理を実行する。

ここではこれらの処理は規定しな

い。

６ 論理チャネル識別子が０で、パケットタイプ識別子が１

オクテット未満のパケット

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号38の診断パケット(DIG)を送

信する（注）。

７ 論理チャネル識別子が０で、未サポートあるいは未定義

のパケットタイプ識別子をもつパケット

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号33の診断パケット(DIG)を送

信する（注）。

（注）この動作はオプションであり、インプリメント時選択できる。
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表６－２／ＪＳ－８２０８　ＤＴＥリスタート要求状態に係わる動作

項番 受信パケット 動　　　作

１ リスタート(SQ,SI,SF)、登録(GQ,GF)、診断パケット(DIG)

を除く論理チャネル識別子が０であり、ＤＴＥでサポー

トされているパケット

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号36の診断パケット

(DIG)を送信する（注）。

１） 呼設定パケット(CR,CN,CC,CA)

２） 呼解放パケット(CQ,CI,CF)

３） データパケット(DT)

４） 割り込みパケット(IT,IF)

５） フロー制御パケット(RR,RNR)

６） リセットパケット(RQ,RI,RF)

７） パケットタイプ識別子が１オクテット未満のパ

ケット

８） 未サポートのパケット

９） 未定義のパケットタイプ識別子をもつパケット

１０） 論理チャネル識別子が０でない以下のパケット

・リスタート指示パケット(SI)

・リスタート確認パケット(SF)

・登録パケット(GQ,GF)

２

１１） フォーマットエラーの診断パケット(DIG)

（論理チャネル識別子が０でないパケットを

含む）

・受信パケットを廃棄する。

３ １）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰのリスタート指示パケット(SI)

２）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰのリスタート確認パケット(SF)

３）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの登録要求パケット(GQ)

４）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの登録確認パケット(GF)

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号38､39､81､82を設定

したリスタート要求パケッ

ト(SQ)を送信する。

・リスタート要求レスポンス

タイマ(T20)をスタートさせ

る。

４ 診断(DIG)、登録要求(GQ)、登録確認(GF)各パケット ・関連する処理を実行する。

ここではこれらの処理は規

定しない。

（注）この動作はオプションであり、インプリメント時選択できる。
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表６－３／ＪＳ－８２０８　ＤＸＥリスタート指示状態に係わる動作１

項番 受信パケット 動　　　作

１ ・受信パケットを廃棄する。

・リスタート要求レスポンスタイ

マ(T20)をスタート。

・受信パケットに対応して、以下

の診断符号を持つリスタート要

求パケット(SQ)を送信する。

１） 呼設定パケット(CR,CN,CC,CA) 診断符号：19
２） 呼解放パケット(CQ,CI,CF) 19
３） データパケット(DT) 19
４） 割り込みパケット(IT,IF) 19
５） フロー制御パケット(RR,RNR) 19
６） リセットパケット(RQ,RI,RF) 19
７） パケットタイプ識別子が１オクテット未満の

パケット

38

８） 未サポートのパケット 33
９） 未定義のパケットタイプ識別子をもつパケット 33

１０） 論理チャネル識別子が０でない以下のパケット

・リスタート指示パケット(SQ)
・リスタート確認パケット(SF)
・登録パケット(GQ,GF)

41

１１） リスタート確認パケット(SP) 19
１２） ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの登録要求パケット(GQ) 38､39､81､82
１３） ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの登録確認パケット(GF) 38､39､81､82

表６－４／ＪＳ－８２０８　ＤＸＥリスタート指示状態に係わる動作２

項番 受信パケット 動　　　作

１ 診断(DIG)、登録要求(GQ)、登録確認(GF)パケット ・関連する処理を実行する。

ここではこれらの処理は規

定しない。

２ リスタート(SG,SI,SF)、登録(GQ,GF)、診断パケット

(DIG)を除く論理チャネル識別子が０であり、ＤＴＥ

でサポートされているパケット

・受信パケットを廃棄する。

・診断符号36の診断パケット

(DIG)を送信する（注）。

３ １）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰの診断パケット(DIG)（論理チャネル

識別子が０でないパケットを含む）

２）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰのリスタート指示パケット(SI)
３）ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰのリスタート確認パケット(SF)
４）リスタート指示パケット(SI)

・受信パケットを廃棄する。

（注）この動作はオプションであり、インプリメント時選択できる。
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6.3　バーチャルコールの設定および解放手順

図６－７／ＪＳ－８２０８にバーチャルコール（ＶＣ）の設定および解放手順の概要を示す。

図６－７／ＪＳ－８２０８　呼設定

（ISO 8280）

ＶＣの設定および解放手順はＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースにおけるＶＣサービスに割り当てられ、個々

の論理チャネルに独立に通用される。パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）においては設定およ

び解放手順は存在しない。

ＶＣの設定および解放に関連して７つの論理チャネルの状態がある。これらは、レディ（ｐ１）、ＤＴ

Ｅ発呼要求（ｐ２）、ＤＸＥ着呼（ｐ３）、データ転送（ｐ４）、呼衝突（ｐ５）、ＤＴＥ復旧要求（ｐ

６）およびＤＸＥ切断指示（ｐ７）の各状態である。データ転送状態（ｐ４）に遷移する場合は、論理チャ

ネルはフロー制御レディ状態（ｄ１）にある。

状態 ｐ１：レディ

論理チャネルにＶＣが存在しない状態をいう。レディ状態はリスタート手順におけるレディ状態

（ｒ１）に含まれる。

DTE‘A’から DTE‘B’に

発呼要求ﾊﾟｹｯﾄ(CR)を送信する

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

DTE‘B’が DTE‘A’からの

発呼要求を受け付け

着呼受付ﾊﾟｹｯﾄ(CA)を送信する

発呼要求ﾊﾟｹｯﾄ(CR) 着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN)

接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC) 着呼受付ﾊﾟｹｯﾄ(CA)



ＪＳ－８２０８ - 50 -

（ｐ11）ＤＴＥが呼設定を行うときにはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して発呼要求パケット（ＣＲ）

を送信し、発呼要求レスポンスタイマ（Ｔ２１）をスタートさせることにより発呼要求を通知す

る。ＤＴＥにより選択された論理チャネルはＤＴＥ発呼要求状態（ｐ２）となる。

発呼要求パケット（ＣＲ）には起呼ＤＴＥアドレスおよび被呼ＤＴＥアドレスを有することがあ

る。各アドレスは最大１５桁とする。発呼要求パケット（ＣＲ）にはＤＸＥに転送するため高位

レイヤエンティティが設定したユーザデータを含む場合がある。

（注１）発呼要求パケット（ＣＲ）内に起呼ＤＴＥアドレスおよび被呼ＤＴＥアドレスを乗せるか

どうかはＤＸＥの要求条件に依存する。

（注２）ＤＴＥアドレスは、ＤＴＥとＤＸＥとの間で所定の期間中に合意されているＤＴＥのネッ

トワークアドレス、あるいはその他のＤＴＥの識別情報である。

（注３）ＤＴＥが利用者モードで動作する場合、論理チャネルはＤＸＥと合意のとれている論理チャ

ネルの中で最老番のものを選択する。また、網モードで動作する場合、レディ状態（ｐ１）

にある論理チャネルの中で最若番のものを選択する。

（ｐ12）不正パケットを受信したときには、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し、復旧要求レスポンスタ

イマ（Ｔ２３）をスタートして論理チャネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。レディ

状態（ｐ１）で受信する不正パケットおよびそれに対して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）に

設定する切断原因符号、診断符号を表６－５／ＪＳ－８２０８に示す。

（ｐ13）ＤＴＥが着呼パケット（ＣＮ）を受信すると、論理チャネルはＤＸＥ着呼状態（ｐ３）に遷移す

る。着呼パケット（ＣＮ）には起呼ＤＴＥアドレスおよび被呼ＤＴＥアドレスを有することがあ

る。各アドレスは最大１５桁とする。当該パケットの一部として受信されたアドレス情報および

全てのデータは高位レイヤエンティティに転送される。さらに、オプショナルユーザファシリティ

も高位レイヤエンティティに転送してもよい。
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（注１）着呼パケット（ＣＮ）内に起呼ＤＴＥアドレスおよび被呼ＤＴＥアドレスを乗せるか

否かはＤＸＥの要求条件に依存する。

（注２）ＤＴＥアドレスは、ＤＴＥとＤＸＥとの間で所定の期間中に合意されているＤＴＥの

ネットワークアドレス、あるいはその他のＤＴＥの識別情報である。

（ｐ14）切断指示パケット（ＣＩ）の受信はＶＣの解放を指示するものである。このとき、当該論理チャ

ネルはＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に遷移する。切断指示パケット（ＣＩ）には切断の理由が指

定される。切断原因符号および診断符号は切断指示の発生の通知とともに、高位レイヤエンティ

ティに転送される。切断指示パケット（ＣＩ）内で受信された全てのデータおよびオプショナル

ユーザファシリティの情報も高位レイヤエンティティに転送される。

（注）（ｐ７１）を参照

状態　ｐ２：ＤＴＥ発呼要求

レディ状態（ｐ１）でＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）を送信した後の状態をいう。単方向着

論理チャネルの場合、もしくは発呼禁止ファシリティに同意している場合、ＤＴＥ発呼要求状態

（ｐ２）は存在しない。

（ｐ21）起呼ＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）で指定した論理チャネルと同一の論理チャネルが指定さ

れた接続完了パケット（ＣＣ）を受信した場合には、当該発呼要求が被呼ＤＴＥに受け入れられ

たことを示す。このときは発呼要求レスポンスタイマ（Ｔ２１）を停止する。指定された論理チャ

ネルはデータ転送状態（ｐ４）のうちフロー制御レディ状態（ｄ１）となる。

接続完了パケット（ＣＣ）の一部として受信されたアドレス情報およびデータは全て高位レイヤ

エンティティに転送される。さらに、オプショナルユーザファシリティの情報を高位レイヤエン

ティティに転送してもよい。
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表６－５／ＪＳ－８２０８　レディ状態（ｐ１）で受信する不正パケットおよびそれに対して

送信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号フィールド 診断符号フィールド項

番 ＤＴＥが受信したパケット
原　　　因

符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ 接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC) ＤＴＥ起動 0 状態p1に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

20

２ 復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ(CF) ＤＴＥ起動 0 状態p1に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

20

３ ﾃﾞｰﾀ (DT)､割り込み (IT,IF)､ﾘｾｯﾄ

(RQ,RI,RF)またはﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(RR,RNR)

ＤＴＥ起動 0 状態p1に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

20

４ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ未満の

ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

５ 未定義または提供されないﾊﾟｹｯﾄﾀ

ｲﾌﾟ識別子をもつﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 未定義ﾊﾟｹｯﾄ 33

６ 論理ﾁｬﾈﾙ識別子が0でない

ﾘｽﾀｰﾄ または登録ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 ＬＣＩが0でない

ﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

41

７ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の理由で

受け入れられない着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN)

ＤＴＥ起動 0 受け入れられな

い理由

（注１）

８ 着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN)

(論理ﾁｬﾈﾙが単方向発論理

ﾁｬﾈﾙの場合)

ＤＴＥ起動 0 単方向論理ﾁｬﾈﾙ 34

９ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の理由で

受け入れられない切断指示ﾊﾟｹｯﾄ

(CI)

ＤＴＥ起動 0 受け入れられな

い理由

（注１）

（注１） 診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,42,64,65,66,67,68,69,74,75,76,77,81,82,164

が適用される。

（ｐ22）起呼ＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）を送信後、発呼要求レスポンスタイマ（Ｔ２１）がタイ

ムアウトしても接続完了パケット（ＣＣ）を受信しないときはエラーとみなし、「ＤＴＥ起動」

を示す切断原因符号および「発呼要求レスポンスタイマ



- 53 - ＪＳ－８２０８

（Ｔ２１）タイムアウト」を示す診断符号を伴う復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し、ＶＣを解

放する。復旧要求パケット（ＣＱ）の送信に際しては、復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）を

スタートし、当該論理チャネルはＤＴＥ復旧要求状態（Ｐ６）に遷移する。

（ｐ23）不正パケットを受信したときには、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し、発呼要求レスポンスタ

イマ（Ｔ２１）を停止し、復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）をスタートして、当該論理チャ

ネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。ＤＴＥ発呼要求状態（ｐ２）で受信する不正パ

ケットおよびそれに対して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）に設定する切断原因符号、診断符

号を表６－６／ＪＳ－８２０８に示す。

（ｐ24）起呼ＤＴＥは接続完了パケット（ＣＣ）または切断指示パケット（ＣＩ）を受信する前に、高位

レイヤエンティティが起動する発呼要求の取り消しに基づき、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信

して発呼要求を放棄してもよい。復旧要求パケット（ＣＱ）を送信したならば、発呼要求レスポ

ンスタイマ（Ｔ２１）を停止し、復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）をスタートしてＤＴＥ復

旧要求状態（ｐ６）に遷移する。

（ｐ25）起呼ＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）を送信した論理チャネルと同一の論理チャネルにおいて

着呼パケット（ＣＮ）を受信した場合には、発呼要求レスポンスタイマ（Ｔ２１）を停止し、当

該論理チャネルは呼衝突状態（ｐ５）に遷移する。

（ｐ26）切断指示パケット（ＣＩ）の受信はＶＣの解放を指示するものである。このとき、当該論理チャ

ネルはＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に遷移する。切断指示パケット（ＣＩ）には切断の理由が表

示される。切断原因符号および診断符号は切断指示の発生の通知とともに、高位レイヤエンティ

ティに転送される。切断指示パケット（ＣＩ）内で受信された全てのデータおよびオプショナル

ユーザファシリティの情報も高位レイヤエンティティに転送される。

（注）（ｐ７１）を参照。
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表６－６／ＪＳ－８２０８　ＤＴＥ発呼要求状態（ｐ２）で受信する不正パケットおよびそれに対

して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号フィールド 診断符号フィールド

項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因

符　号

10進数

診　　　断

符　号

10進数

１ 復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ(CF) ＤＴＥ起動 ０ 状態p2に対するﾊﾟ

ｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

21

２ 制限付きﾌｧｰｽﾄｾﾚｸﾄ使用時の

接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC)
ＤＴＥ起動 ０ 状態p2に対するﾊﾟ

ｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

または

ﾌｧｼﾘﾃｨの適合しな

いﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ

21

42

３ ﾃﾞｰﾀ(DT)､割り込み(IT,IF)､ﾘ
ｾｯﾄ(RQ,RI,RF)またはﾌﾛｰ制御

ﾊﾟｹｯﾄ(RR,RNR)

ＤＴＥ起動 ０ 状態p1に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

21

４ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ
未満のﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

５ 未定義または提供されない

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子をもつﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 未定義ﾊﾟｹｯﾄ 33

６ 論理ﾁｬﾈﾙ識別子が0でない

ﾘｽﾀｰﾄ または登録ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ ＬＣＩが0でない

ﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

41

７ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の

理由で受け入れられない着呼

ﾊﾟｹｯﾄ(CN)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられない

理由

（注２）

８ 着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN)
(論理ﾁｬﾈﾙが単方向発論理

ﾁｬﾈﾙの場合)

ＤＴＥ起動 ０ 単方向理論ﾁｬﾈﾙ 34

９ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の理

由で受け入れられない接続完

了ﾊﾟｹｯﾄ(CC)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられない

理由

（注１）

１０ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の理

由で受け入れられない切断指

示ﾊﾟｹｯﾄ(CI)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられない

理由

（注１）

（注１）診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,42,64,65,66,67,68,69,74,75,76,77,81,82,164 が

適用される。

（注２）ＤＴＥが網モードのとき、診断符号は注１と同じ。ＤＴＥが網モードでないとき、診断符号は

38,39,42,64,65,66,67,68,69,73,74,75,76,77,82,163,164 が適用される。
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状態 ｐ３：ＤＸＥ着呼

レディ状態（ｐ１）でＤＴＥが着呼パケット（ＣＮ）を受信した後の状態をいう。

単方向発論理チャネルの場合、もしくは着呼禁止ファシリティに同意している場合、ＤＸＥ着

呼状態（ｐ３）は存在しない。

（ｐ31） 着呼パケット（ＣＮ）を受信したときＶＣを受け付けることが可能であれば、着呼受付パケッ

ト（ＣＡ）を送信する。着呼受付パケット（ＣＡ）では着呼パケット（ＣＮ）で指定された論

理チャネルと同一の論理チャネルを指定しなければならない。このとき、当該論理チャネルは

データ転送状態（ｐ４）のうちフロー制御レディ状態（ｄ１）に遷移する。

着呼を受け付けるか否かの判断は、着呼受付パケット（ＣＡ）の送信に先立ちⅩ．２５パケッ

トレイヤエンティティまたは高位レイヤエンティティにより行われる。

着呼受付パケット（ＣＡ）がファーストセレクトファシリティ（応答制限なし）を指示してい

る場合には、起呼ＤＴＥに対して着呼受付パケット（ＣＡ）の一部としてデータを送信するこ

とができる。着呼パケット（ＣＮ）がファーストセレクトファシリティ（応答制限付き）を指

示している場合は、着呼受付パケット（ＣＡ）は送信されてはならない。

（ｐ32） 不正パケットを受信した場合には、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し、復旧要求レスポンス

タイマ（Ｔ２３）をスタートして、当該論理チャネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移す

る。ＤＸＥ着呼状態（ｐ３）で受信する不正パケットおよびそれに対して送信する復旧要求パ

ケット（ＣＱ）に設定する切断原因符号、診断符号を、表６－７／ＪＳ－８２０８に示す。

（ｐ33） ＤＴＥがＶＣを受け付けることができない場合には復旧要求パケット（ＣＱ）を送信して着呼

を拒否することができる。この場合には復旧要求パケット（ＣＱ）送信後、復旧要求レスポン

スタイマ（Ｔ２３）をスタートして、当該論理チャネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移

する。Ⅹ．２５パケットレイヤエンティティにより着呼を拒否する場合には高位レイヤエンティ

ティの判断によらなくてもよい。

ＶＣが受け付けられない場合とは例えば以下の場合である。
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（ａ）アドレス指定されたＤＴＥに対するＶＣの設定が完了しない。

（ｂ）輻輳のため発呼要求が拒否された。

（ｃ）パケットフォーマットエラーのため発呼要求が拒否された。

（ｄ）被呼ＤＴＥの高位レイヤエンティティが発呼要求拒否を起動した。

（ｐ34） 切断指示パケット（ＣＩ）の受信はＶＣの解放を指示するものである。このとき、当該論理チャ

ネルはＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に遷移する。切断指示パケット（ＣＩ）には切断の理由が

指定される。切断原因符号および診断符号は切断指示の発生の通知とともに、高位レイヤエン

ティティに転送される。

切断指示パケット（ＣＩ）内で受信された全てのデータおよびオプショナルユーザファシリティ

の情報も高位レイヤエンティティに転送される。

（注）（ｐ７１）を参照。
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表６－７／ＪＳ－８２０８　ＤＸＥ着呼状態（ｐ３）で受信する不正パケットおよびそれに対し

て送信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符 号

10進数
診　　　断

符 号

10進数

１ 着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN) ＤＴＥ起動 0 状態p3に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

22

２ 接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC) ＤＴＥ起動 0 状態p3に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

22

３ 復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ(CF) ＤＴＥ起動 0 状態p3に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ無効

22

４ ﾃﾞｰﾀ(DT)､割り込み(IT,IF)､

ﾘｾｯﾄ(RQ,RI,RF)またはﾌﾛｰ制

御ﾊﾟｹｯﾄ(RR,RNR)

ＤＴＥ起動 0 状態p3に対する

ﾊﾟｹｯﾄ無効

22

５ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ

未満のﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

６ 未定義または提供されない

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子をもつﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 未定義ﾊﾟｹｯﾄ 33

７ 論理ﾁｬﾈﾙ識別子が0でない

ﾘｽﾀｰﾄまたは登録ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 ＬＣＩが0でな

いﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

41

８ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の

理由で受け入れられない

切断指示ﾊﾟｹｯﾄ(CI)

ＤＴＥ起動 0 受け入れられな

い理由

（注１）

（注１） 診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,42,64,65,66,67,68,69,74,75,76,77,81,82,164 が

適用される。

状態　ｐ４（ｄ１）：データ転送（フロー制御レディ）

データ転送状態とはＤＴＥがデータパケット、割り込みパケット、フロー制御パケットおよびリセッ

トパケットを送受信できる状態をいう。ＰＶＣの場合、着呼パケット（ＣＮ）、接続完了パケット

（ＣＣ）、切断指示パケット（ＣＩ）および復旧確認パケット（ＣＦ）は無効となり、「６.４　リ

セット手順」の表６－１２／ＪＳ－８２０８の項番５が適用される。
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（ｐ41） 切断指示パケット（ＣＩ）の受信はＶＣの解放を指示するものである。このとき、当該論理チャ

ネルはＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に遷移する。切断指示パケット（ＣＩ）には切断の理由が

指定される。切断原因符号および診断符号は切断指示の発生の通知とともに、高位レイヤエン

ティティに転送される。切断指示パケット（ＣＩ）内で受信された全てのデータおよびオプショ

ナルユーザファシリティの情報も高位レイヤエンティティに転送される。

（注）（ｐ７１）を参照。

（ｐ42） ＤＴＥはＶＣを解放したいとき、当該論理チャネルを指定する復旧要求パケット（ＣＱ）を送

信し、復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）をスタートさせる。その後、当該論理チャネルは

ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。

発呼要求（ＣＲ）および着呼（ＣＮ）の各パケットがファーストセレクトファシリティを指示

している場合にのみ復旧要求パケット（ＣＱ）に高位レイヤエンティティから提供されたデー

タを設定することができる。

（ｐ43） 不正パケットを受信したときには、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し復旧要求レスポンスタ

イマ（Ｔ２３）をスタートさせ、当該論理チャネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。

データ転送状態（ｐ４）で受信する不正パケットおよびそれに対して送信する復旧要求パケッ

ト（ＣＱ）に設定する切断原因符号、診断符号を表６－８／ＪＳ－８２０８に示す。
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表６－８／ＪＳ－８２０８　データ転送状態（ｐ４）で受信する不正パケットおよびそれに対して送

信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ項

番 ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ
原　　　因

符 号

10進数
診　　　断

符 号

10進数

１ 着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN) ＤＴＥ起動 0 状態p4に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

23

２ 接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC) ＤＴＥ起動 0 状態p4に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

23

３ 復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ(CF) ＤＴＥ起動 0 状態p4に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

23

４ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰ またはその他の理由

で受け入れられない切断指示ﾊﾟ

ｹｯﾄ(CI)

ＤＴＥ起動 0 受け入れられない理

由

（注１）

（注１）診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,42,64,65,66,67,68,69,74,75,76,77,81,82,164が

適用される。

（注２）データ転送状態（ｐ４）における本表以外の不正パケットは６．５を参照。

状態　 Ｐ５：呼衝突

呼衝突状態はＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）を送信し、次に同一論理チャネルに対して着呼

パケット（ＣＮ）を受信したときの状態である。呼衝突状態での動作はＤＴＥが利用者モードで

動作するか網モードで動作するかにより異なる。単方向発チャネルまたは単方向着チャネルの場

合、もしくは発呼禁止または着呼禁止ファシリティに同意している場合、呼衝突状態（ｐ５）は

存在しない。

（ｐ51）ＤＴＥが利用者モードで動作する場合には、受信した着呼パケット（ＣＮ）を無視し、ＤＸＥか

らの応答を待たなければならない。ＤＴＥが発呼要求パケット（ＣＲ）で指定した論理チャネル

と同一の論理チャネルを指定した接続完了パケット（ＣＣ）（ＶＣが相手ＤＴＥに受け入れられ

た場合）を受信した場合には、当該論理チャネルはデータ転送状態（ｐ４）に遷移する。ＤＴＥ

が接続完了パケット（ＣＣ）または切断指示パケット（ＣＩ）以外のパケットを受信した場合は、

当該パケットを不
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正パケットとみなす。

（注）（ｐ54）を参照。

（ｐ52） ＤＴＥが網モードで動作する場合で着呼パケット（ＣＮ）を受け付ける場合には、自分の発呼

要求を取り消し、着呼受付パケット（ＣＡ）を送信する。当該論理チャネルはデータ転送状態

（ｐ４）に遷移する。

（注）（ｐ53）を参照。

（ｐ53） ＤＴＥが網モードで動作する場合で着呼パケット（ＣＮ）を拒否する場合には、自分の発呼要

求を取り消し、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信することができる。復旧要求パケット（ＣＱ）

を送信したならば、復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）をスタートさせ、当該論理チャネル

はＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。

（ｐ54） 不正パケットを受信した場合には、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し復旧要求レスポンスタ

イマ（Ｔ２３）をスタートさせてＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。呼衝突状態（ｐ５）

で受信する不正パケットおよびそれに対して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）に設定する切

断原因符号、診断符号を表６－９／ＪＳ－８２０８に示す。
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表６－９／ＪＳ－８２０８　呼衝突状態（ｐ５）で受信する不正パケットおよびそれに対して

送信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　断

符　号

10進数

１ 着呼ﾊﾟｹｯﾄ(CN) ＤＴＥ起動 ０ 状態p5に対するﾊﾟｹｯ

ﾄﾀｲﾌﾟ 無効

24

２ 制限付きﾌｧｰｽﾄｾﾚｸﾄ使用時

の接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC)

ＤＴＥ起動 ０ 状態p5に対するﾊﾟｹｯ

ﾄﾀｲﾌﾟ 無効

または

ﾌｧｼﾘﾃｨの適合しない

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ

24

42

３ 復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ(CF) ＤＴＥ起動 ０ 状態p5に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

24

４ ﾃﾞｰﾀ(DT)､割り込み(IT,IF)､

ﾘｾｯﾄ(RQ,RI,RF)またはﾌﾛｰ

制御ﾊﾟｹｯﾄ(RR,RNR)

ＤＴＥ起動 ０ 状態p5に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

24

５ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ

未満のﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

６ 未定義または提供されない

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子をﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 未定義ﾊﾟｹｯﾄ 33

７ 論理ﾁｬﾈﾙ識別子が0でないﾘ

ｽﾀｰﾄ または登録ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ ＬＣＩが0でないﾘｽ

ﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

41

８ 接続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC)

（ＤＴＥが網ﾓｰﾄﾞの時）

ＤＴＥ起動 ０ 状態p5に対すﾊﾟｹｯﾄﾀ

ｲﾌﾟ 無効

24

９ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の

理由で受け入れられない接

続完了ﾊﾟｹｯﾄ(CC)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられない理

由

（注１）

１０ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の

理由で受け入れられない切

断指示ﾊﾟｹｯﾄ(CI)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられない理

由

（注１）

（注１）診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,42,64,65,66,67,68,69,74,75,76,77,81,82,164が

適用される。
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（ｐ55） 切断指示パケット（ＣＩ）の受信はＶＣの解放を指示するものである。このとき、当該論理チャ

ネルはＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に遷移する。切断指示パケット（ＣＩ）には切断の理由が指

定される。切断原因符号および診断符号は切断指示の発生の通知とともに、高位レイヤエンティ

ティに転送される。切断指示パケット（ＣＩ）内で受信された全てのデータおよびオプショナル

ユーザファシリティの情報も高位レイヤエンティティに転送される。

（注）（ｐ72）を参照。

（ｐ56） ＤＴＥが利用者モードで動作する場合には、受信した着呼パケット（ＣＮ）を無視し、ＤＸＥ

からの応答を待たなければならない。ここで、ＤＸＥからの応答を受信する前に、高位レイヤ

から復旧要求指示があるか、あるいは発呼要求レスポンスタイマ（Ｔ２１）がタイムアウトし

た場合には、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し、ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に遷移する。

状態 ｐ６：ＤＴＥ復旧要求

ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）はＤＴＥが復旧要求パケット（ＣＱ）を送信した後の状態である。

ＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）以外で網モードで動作する場合に不正パケットを受信したときに

も本状態となる。

この状態においては、当該論理チャネルに受け付けられるパケットは切断指示パケット（ＣＩ）

または復旧確認パケット（ＣＦ）のみであり、その他のパケットは廃棄される。

　高位レイヤエンティティはこの状態において発生し得るあらゆる状況に対応可能としなけれ

ばならない。

（ｐ61） 復旧確認パケット（ＣＦ）を受信すると復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）を停止するとと

もに復旧要求パケット（ＣＱ）再送カウンタ（Ｒ２３）を初期化する。これによりＶＣの解放

手順が完了する。

ＤＴＥが復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し、次に同一論理チャネルに対して切断指示パケッ

ト（ＣＩ）を受信したときには、復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）
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を停止するとともに復旧要求パケット（ＣＱ）再送カウンタ（Ｒ２３）を初期化し、切断確認

パケット（ＣＦ）を送信することなく、また復旧確認パケット（ＣＦ）の受信も期待せずに、

ＶＣの解放手順が完了したものとみなす。

ＶＣの解放手順が完了すると当該論理チャネルはレディ状態（ｐ１）に遷移する。

（ｐ62） 復旧確認パケット（ＣＦ）を復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）がタイムアウトになるまで

に受信しないとエラーとみなされる。この場合、再度復旧要求パケット（ＣＱ）を送信するこ

とによりＶＣの解放手順を開始する。復旧要求パケット（ＣＱ）を送信したならば、復旧要求

レスポンスタイマ（Ｔ２３）をスタートし、復旧要求パケット（ＣＱ）再送カウンタ（Ｒ２３）

を歩進してＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に留まる。ＶＣの解放手順は復旧要求パケット（ＣＱ）

再送カウンタ（Ｒ２３）の最大値まで再試行される。

（注）（ｐ６３）参照。

（ｐ63） 復旧要求レスポンスタイマ（Ｔ２３）がタイムアウトになり、かつ復旧要求パケット（ＣＱ）

再送カウンタ（Ｒ２３）の最大値まで解放手順を再試行した後は、Ⅹ．２５パケットレイヤエ

ンティティは適切なエンティティに解放手順の確認ができなかった旨通知する。当該論理チャ

ネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に留まる。

（ｐ64） ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）においては、復旧確認パケット（ＣＦ）または切断指示パケット

（ＣＩ）のみが受け付けられる。その他のパケットを受信した場合には当該パケットを廃棄し、

当該論理チャネルはＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に留まる。

（注）ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）においてＤＴＥが受信する全ての不正パケットは廃棄され

る。

（ｐ65） 不正パケットを受信した場合には、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し復旧要求レスポンスタ

イマ（Ｔ２３）をスタートさせてＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）に留まる。このとき受信する不

正パケットおよびそれに対して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）に設定する切断原因符号と

診断符号を表６－１０／ＪＳ－８２０８に示す。
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表６－１０／ＪＳ－８２０８　ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）で受信する不正パケットおよびそれに対し

て送信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したパケット

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の理由で受け

入れられない切断指示ﾊﾟｹｯﾄ(CI)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられな

い理由

（注１）

２ ﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰまたはその他の理由で受け

入れられない復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ(CF)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられな

い理由

（注１）

（注１） 診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,42,64,65,66,67,68,69,74,75,76,77,81,82,164

が適用される。

状態 ｐ７：ＤＸＥ切断指示

ＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）は切断指示パケット（ＣＩ）の受信によりＶＣの切断が指示され

た後の状態である。ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）以外でＤＴＥが不正パケットを受信した場合

にも本状態となる。

この状態においては、当該論理チャネルに受け付けられるパケットは切断指示パケット（ＣＩ）

のみであり、その他のパケットを受信するとエラーとみなす。

（ｐ71） ＤＴＥにおいてＶＣ解放の準備が完了したことを確認すると、当該論理チャネルに切断確認パ

ケット（ＣＦ）を送信する。このとき、ＶＣの解放手順が完了する。

ＶＣの解放手順が完了すると当該論理チャネルはレディ状態（ｐ１）に遷移する。

（ｐ72） 切断指示パケット（ＣＩ）を受信した場合には当該切断指示パケット（ＣＩ）を廃棄し、当該

論理チャネルはＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に留まる。

（ｐ73） 切断指示パケット（ＣＩ）以外のパケットを受信したときには、「ＤＴＥ起動」を示す切断原

因符号および「ＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）に対するパケットタイプ
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無効」を示す診断符号を伴った復旧要求パケット（ＣＱ）を送信する。不正パケットを受信した

ときには、復旧要求パケット（ＣＱ）を送信する。ＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）で受信する不正

パケットおよびそれに対して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）に設定する切断原因符号、診断

符号を表６－１１／ＪＳ－８２０８に示す。

表６－１１／ＪＳ－８２０８　ＤＸＥ切断指示状態（ｐ７）で受信する不正パケットおよびそれに対

して送信する復旧要求パケット（ＣＱ）の切断原因符号と診断符号

切断原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ未満

のﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

２ 未定義または提供されないﾊﾟ

ｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子をもつﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 未定義ﾊﾟｹｯﾄ 33

３ 論理ﾁｬﾈﾙ識別子が0でないﾘｽﾀｰ

ﾄまたは登録ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ ＬＣＩが0でない

ﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

41

４ ﾃﾞｰﾀ(DT)､割り込み(IT,IF)､ﾘｾｯﾄ

(RQ,RI,RF)またはﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(RR,RNR)

ＤＴＥ起動 ０ 状態ｐ7に対する

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

26
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（注）ＤＴＥ／ＤＴＥ環境において、ＤＴＥが利用者モードで作動する場合には、着呼パケット（ＣＮ）

の受信により発呼要求レスポンスタイマ（Ｔ２１）を停止すべきではない。

図６－８／ＪＳ－８２０８　呼設定解放状態遷移（１／２）

p4(d1):データ転送

CR : 発呼要求パケット

CN : 着呼パケット

CA : 着呼受付パケット

CC : 接続完了パケット

CQ : 復旧要求パケット

p1：ﾚﾃﾞｨ p2:ＤＴＥ発呼要求

p11
高位レイヤ発呼要求

TX.CR & ST.T21

P6:DTE 復旧要求

TO.T21
p22

p21
RV.CC

SP.T21 & 高位レイヤ

に通知
TX.CQ & ST.T23

DC.不正パケット &
TX.CQ & SP.T21 & ST.T23

RV.不正パケット

（表 6-6/JS-8208）
p23

高位レイヤ復旧要求
p24

TX.CQ & SP.T21 & ST.T23

RV.CN
p25

SP.T21（注）
p5:呼衝突

p12

RV.不正パケット

（表 6-5/JS-8208）

RV.不正パケット &
TX.CQ & ST.T23

IF.X=C & 着呼拒否
p53

発呼要求取消

& TX.CQ & ST.T23

p51
IF.X=T & RV.CC

p52
IF.X=C & 呼受付可

発呼要求取消

& TX.CA

RV.不正パケット

（表 6-9/JS-8208）
p54

p56

TX.CQ & ST.T23

IF.X=T & （高位レイヤ

からの指示∨TO.T21）

p3:DXE 着呼
TX.CQ

RV.不正パケット

（表 6-7/JS-8208）
p32

DC.不正パケット &
TX.CQ & ST.T23

高位レイヤ着呼拒否
p33

TX.CQ & T.T23

p13

p31
高位レイヤ呼受付可

TX.CA

高位レイヤに通知

RV.CN
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図６－８／ＪＳ－８２０８　呼設定解放状態遷移（２／２）

p1：レディ p7：ＤＸＥ切断表示 p2：ＤＴＥ発呼表示

p14
RV.CI

高位レイヤに通知

解放完了
p71

TX.CF

p26
RV.CI

高位レイヤに通知

p34
RV.CI

高位レイヤに通知

p3：DXE 着呼

p55
RV.CI

高位レイヤに通知

p5：呼衝突

p41
RV.CI

高位レイヤに通知

p4(d1)：データ転送

RV.CI

DC.CI
p72

RV.不正パケット

（表 6-11/JS-8208）
p73

DC.不正パケット &
TX.CQ & ST.T23

p6：ＤＴＥ復旧要求

p42
高位レイヤに復旧要求

TX.CQ & ST.T23

p43
RV.不正パケット（表 6-8/JS-8208）

DC.不正パケット & TX.CQ & ST.T23

p61
RV.CF ∨ RV.CI

SP.T23 & INIT.R23

TO.T23 & ￢ RO.R23

TX.CQ & IN.R23 & ST.T23
p62

TO.T23 & RO.R23

解放不完了
p63

RV.その他パケット

DC.パケット
p64

RV.不正パケット

（表 6-10/JS-8208）
DC.不正パケット &
TX.CQ & ST.T23

p65

CR : 発呼要求パケット

CN : 着呼パケット

CA : 着呼受付パケット

CC : 接続完了パケット

CI : 切断指示パケット

CQ : 復旧要求パケット

CF : 切断確認パケット
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6.4　リセット手順

リセット手順の槻要を図６－９／ＪＳ－８２０８に示す。

ＤＴＥからリセット開始

＊：網モードでは、ＤＴＥ‘Ａ’のリセット確認パケット（ＲＦ）受信は、ＤＴＥ‘Ｂ’

によりリセット確認パケット（ＲＦ）が送信されたものとする必要はない。

図６－９／ＪＳ－８２０８　リセット手順の概要

（ＩＳＯ８２８０）

リセット手順は、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上に存在する各論理チャネルに対して独立に適用され

る。リセット手順は、バーチャルコール（ＶＣ）またはパーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）を

再初期設定するのに使用される。ＶＣまたはＰＶＣがＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースにおいてリセットさ

れた直後、当該論理チャネルに対して以下の動作が取られる。

（１）データパケットに関しては、送信済みのものはウインドウから除外される。Ｍビットシーケンス

の場合、すでに一部のＭビットシーケンスデータパケットが送信済みのとき、まだ送信されてい

ないＭビットシーケンスデータパケットは送信待ちキューから捨てられる。送信済みであるが完

全なＭビットシーケンスを完成していないものは、Ｍビットシーケンス再組み立てエリアから捨

てられる（または、これらのパケットが完全なＭビットシーケンスを完成していない旨の通知と

ともに高位レイヤエンティティに渡されてもよい）。

DTE‘A’はﾘｾｯﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄ(RQ)を送出し

論理ﾁｬﾈﾙをﾘｾｯﾄする

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

DTE‘B’はﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF)で
DTE‘A’のﾘｾｯﾄ要求に応答する

ﾘｾｯﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄ(RQ) ﾘｾｯﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ(RI)

ﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF) ﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF)
＊
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（２）各方向のデータ転送に関するウインドウ下限は０に設定されるため、以降に送信されるデータパ

ケットは０から番号が付与される。

（３）このリセットに先立ち存在していたＤＴＥ受信不可状態（ｇ２）、ＤＸＥ受信不可状態（ｆ２）

は、リセット手順実行後ＤＴＥ受信可状態（ｇ１）、ＤＸＥ受信可状態（ｆ１）に遷移する。

（４）まだ処理されていない割り込みパケットは未確認のままになる。

（５）データ転送および割り込み転送に関する全てのタイマおよび再送カウンタ値は初期値に戻される

（Ｔ２４、Ｔ２５、Ｔ２６、Ｔ２７、Ｒ２５およびＲ２７が含まれる。各タイマおよびカウンタ値

については、９．システムパラメータ参照）。

リセット手順によりその論理チャネルに対応して、ネットワーク内にある各方向の全てのデー

タパケット、割り込みパケットおよびフロー制御パケットは除去される。

リセット手順は、データ転送状態（ｐ４）でのみ適用できる。その他の状態では、リセットパ

ケットは廃棄される。例えば、切断手順（ＶＣのみ）またはリスタート手順が開始されると、リ

セット要求／リセット指示パケット（ＲＱ／ＲＦ）は廃棄され、リセット確認パケット（ＲＦ）

は送信されない。リセット手順に対応するデータ転送状態（ｐ４）内には３つの状態がある。そ

れらはフロー制御レディ状態（ｄ１）、ＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）およびＤＸＥリセット

指示状態（ｄ３）である。ＶＣにおける論理チャネルがデータ転送状態（ｐ４）となったとき、

この論理チャネルは、フロー制御レディ状態（ｄ１）となる。ＰＶＣ論理チャネルは、リセット

またはリスタート手順中を除いて常にフロー制御レディ状態（ｄ１）にある。

リセット手順が完了すると当該論理チャネルは、フロー制御レディ状態（ｄ１）となる。

状態 ｄ１：フロー制御レディ

データ転送状態（ｐ４）で、リセット手順が現在実行中でなければＤＴＥはこの状態にある。こ

の状態においてフロー制御状態はＤＸＥ受信可状態（ｆ１）またはＤＸＥ受信不可状態（ｆ２）

のうちいずれかの状態をとり、またＤＴＥ受信可状態（ｇ１）またはＤＴＥ受信不可状態（ｇ２）

のうちいずれかの状態をとる。割り込み状態は、ＤＴＥ割り込み可状態（ｉ１）またはＤＴＥ割

り込み送信済み状態（ｉ２）のうちいずれかの状態をとり、またＤＸＥ割り込み可状態（ｊ１）

またはＤＸ
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Ｅ割り込み送信済み状態（ｊ２）のうちいずれかの状態をとる。データパケットまたは割り込み

パケット受信時は、６．５　データ転送手順および割り込み手順参照。

（ｄ11）リセット指示パケット（ＲＩ）を受信すると、指定された論理チャネルはＤＸＥリセット指示状

態（ｄ３）となる。リセット指示パケット（ＲＩ）はリセット原因を通知する。リセット原因符

号は、リセット手順の発生の通知とともに、高位レイヤエンティティに渡される。

（ｄ12）表６－１２／ＪＳ－８２０８で示される不正パケットを受信したＤＴＥはこれを廃棄し、受信パ

ケットの論理チャネルに対しＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介してリセット要求パケット（Ｒ

Ｑ）を送信する。このパケットに設定されるリセット原因符号および診断符号は、表６－１２／

ＪＳ－８２０８に示す通りである。また、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタート

し、リセット要求パケット再送カウンタ（Ｒ２２）に初期値０をセットする。このとき論理チャ

ネルはＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に遷移する。

（ｄ13）リセット要求を受けてＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介してリセット原因符号に「Ｄ

ＴＥ起動」を設定したリセット要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ

（Ｔ２２）をスタートするとともにリセット要求パケット再送カウンタ（Ｒ２２）に初期値０を

セットする。このとき論理チャネルはＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に遷移する。
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表６－１２／ＪＳ－８２０８　フロー制御レディ状態（ｄ１）でＤＴＥが受信する不正パケットとそれ

に対するリセット要求パケット（ＲＱ）のリセット原因符号と診断符号

リセット原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ ﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF) ＤＴＥ起動 ０ 状態d1に対して

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

２７

２ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ未満の

ﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ ３８

３ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が未定義また

は､ＤＴＥでｻﾎﾟｰﾄしていないﾊﾟ

ｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ 未定義ﾊﾟｹｯﾄ ３３

４ ﾘｽﾀｰﾄ指示(SI)､ﾘｽﾀｰﾄ 確認(SF)､ま

たは登録ﾊﾟｹｯﾄ(GQ,GF)の論理ﾁｬﾈ

ﾙ識別子が0でないﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ ＬＣＩが｢0｣

でないﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

４１

５ ＰＶＣでﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ が無効であ

るﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 ０ ＰＶＣの無効ﾊﾟｹｯﾄ

ﾀｲﾌﾟ

３５

６ 未加入のﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ) ＤＴＥ起動 ０ 未加入の ﾘｼﾞｪｸﾄ

ﾊﾟｹｯﾄ

３７

７ ﾌｫｰﾏｯﾄ･ｴﾗｰにより受け入れられ

ないﾘｾｯﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ(RI)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられな

い理由

（注）

８ ﾌｫｰﾏｯﾄ･ｴﾗｰにより受け入れられ

ないﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられな

い理由

（注）

（注）診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,81,82が適用される。

状態 ｄ２：ＤＴＥリセット要求

この状態においては、ＤＴＥは当該論理チャネルに対するデータ、割り込み、割り込み確認、受

信可、受信不可、およびリジェクトの各パケットを廃棄する。

（ｄ21）リセット指示パケット（ＲＩ）を受信したＤＴＥは、リセットの衝突となる。この場合、ＤＴＥ

はリセット確認パケット（ＲＦ）を送信しなければ受信も期待せず、
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リセットが完了したものとみなし、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をストップさせる

とともに、フロー制御レディ状態（ｄ１）に遷移する。このとき、フロー制御状態はＤＸＥ受信

可状態（ｆ１）およびＤＴＥ受信可状態（ｇ１）となり、割り込み状態は、ＤＴＥ割り込み可状

態（ｉ１）およびＤＸＥ割り込み可状態（ｊ１）となる。

（ｄ22）リセット確認パケット（ＲＦ）を受信したＤＴＥは、リセットが完了し、リセット要求レスポン

スタイマ（Ｔ２２）をストップさせるとともに、フロー制御レディ状態（ｄ１）に遷移する。こ

のとき、フロー制御状態はＤＸＥ受信可状態（ｆ１）およびＤＴＥ受信可状態（ｇ１）となり、

割り込み可状態は、ＤＴＥ割り込み可状態（ｉ１）およびＤＸＥ割り込み可状態（ｊ１）となる。

（ｄ23）ＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）においては、リセット指示パケット（ＲＩ）または、リセット

確認パケット（ＲＦ）のみが受け付けられる。その他のパケットを受信した場合、このパケット

を廃棄する。

（ｄ24）リセット要求パケット（ＲＱ）を送信後、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）がタイムア

ウトするまでにリセット確認パケット（ＲＦ）を受信せずリセット要求パケット再送カウンタ（Ｒ

２２）が最大規定値未満であれば、ＤＴＥはリセット要求パケット再送カウンタ（Ｒ２２）をイ

ンクリメントするとともに、リセット手順（リセット要求パケット（ＲＱ）送信）を再試行する。

このとき、パケットに設定されるリセット原因符号は「ＤＴＥ起動」、診断符号は「リセット要

求に対してＤＴＥタイマ経過または再送回数超過」である。

（ｄ25）論理チャネルがＶＣのとき、リセット手順（リセット要求パケット（ＲＱ）送信）の再試行回数

が最大規定値に達した場合、ＤＴＥは復旧要求パケット（ＣＱ）を送信し呼を切断する。このと

き、パケットに設定されるリセット原因符号は「ＤＴＥ起動」、診断符号は「リセット要求に対

してＤＴＥタイマ経過または再送回数超過」である。また、ＤＴＥは、リセット要求レスポンス

タイマ（Ｔ２２）をストップさせ、復旧要求タイマ（Ｔ２３）をスタートさせるとともに、ＤＴ

Ｅ復旧要求状
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態（ｐ６）に遷移する。

（ｄ26）論理チャネルがＰＶＣのとき、リセット手順（リセット要求パケット（ＲＱ）送信）の再試行回

数が最大規定値に達した場合、ＤＴＥはリセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をストップさ

せ、適切なエンティティに通知する。論理チャネルはＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に留まる。

（ｄ27）表６－１３／ＪＳ－８２０８に示される不正パケットを受信したＤＴＥはこれを廃棄し、受信パ

ケットの論理チャネルに対しＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して、リセット要求パケット（Ｒ

Ｑ）を送信する。このパケットに設定されるリセット原因符号および診断符号は、表６－１３／

ＪＳ－８２０８に示す通りである。また、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタート

し、リセット要求パケット再送カウンタ（Ｒ２２）に初期値０をセットする。このとき、論理チャ

ネルはＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に遷移する。

表６－１３／ＪＳ－８２０８　ＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）でＤＴＥが受信する不正パケットとそれ

に対するリセット要求パケット（ＲＱ）のリセット原因符号と診断符号

ﾘｾｯﾄ原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ ﾌｫｰﾏｯﾄ・ｴﾗｰにより受け入れられな

いﾘｾｯﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ(RI)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられな

い理由

（注）

２ ﾌｫｰﾏｯﾄ・ｴﾗｰにより受け入れられな

いﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF)

ＤＴＥ起動 ０ 受け入れられな

い理由

（注）

（注）診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,81,82が適用される。

状態 ｄ３：ＤＸＥリセット指示

フロー制御レディ状態（ｄ１）において、リセット指示パケット（ＲＩ）を受信すると、ＤＴＥ

論理チャネルはこの状態に遷移する。
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（ｄ31）リセット指示パケット（ＲＩ）を受信したＤＴＥは、これを廃棄する。論理チャネルはＤＸＥリ

セット指示状態（ｄ３）に留まる。

（ｄ32）表６－１４／ＪＳ－８２０８で示されるパケットを受信したＤＴＥはこれを廃棄し、ＤＴＥ／Ｄ

ＸＥインタフェースを介して、リセット要求パケット（ＲＱ）を受信パケットの論理チャネルに

対し送信する。このパケットに設定されるリセット原因符号および診断符号は、表６－１４／Ｊ

Ｓ－８２０８に示す通りである。またリセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタートし、

リセット要求パケット再送カウンタ（Ｒ２２）に初期値０をセットする。このとき、論理チャネ

ルはＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に遷移する。

（ｄ33）リセット指示パケット（ＲＩ）の処理を完了すると、ＤＴＥはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを

介してリセット確認パケット（ＲＦ）を送信し、フロー制御レディ状態（ｄ１）に遷移する。

このとき、リセット手順が完了し、フロー制御状態はＤＸＥ受信可状態（ｆ１）およびＤＴＥ受

信可能状態（ｇ１）となり、割り込み状態は、ＤＴＥ割り込み可状態（ｉ１）およびＤＸＥ割り

込み可状態（ｊ１）となる。
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表６－１４／ＪＳ－８２０８　ＤＸＥリセット指示状態（ｄ３）でＤＴＥが受信する不正パケットとそれ

に対するリセット要求パケット（ＲＱ）のリセット原因符号と診断符号

ﾘｾｯﾄ原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ ﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF) ＤＴＥ起動 0 状態d3に対して

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

29

２ 割り込みﾊﾟｹｯﾄ(IT,IF) ＤＴＥ起動 0 状態d3に対して

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

29

３ ﾃﾞｰﾀ又はﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(DT,RR,RNR)

ＤＴＥ起動 0 状態d3に対して

ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ 無効

29

４ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が未定義ま

たは､ＤＴＥでｻﾎﾟｰﾄしてい

ないﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 未定義ﾊﾟｹｯﾄ 33

５ ﾘｽﾀｰﾄ指示(SI)､ﾘｽﾀｰﾄ確

認(SF)、または登録ﾊﾟｹｯﾄ

(GQ,GF)の論理ﾁｬﾈﾙ識別子

が0でないﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 ＬＣＩが｢0｣

でないﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯ

ﾄ

41

６ ＰＶＣで無効ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟであ

るﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 ＰＶＣの無効ﾊﾟｹ

ｯﾄﾀｲﾌﾟ

35

７ 未加入のﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ) ＤＴＥ起動 0 未加入の ﾘｼﾞｪｸﾄ

ﾊﾟｹｯﾄ

37

８ ﾌｫｰﾏｯﾄ･ｴﾗｰにより受け入れ

られないﾘｾｯﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ(RI)

ＤＴＥ起動 0 受け入れられな

い理由

（注）

９ ﾌｫｰﾏｯﾄ･ｴﾗｰにより受け入れ

られないﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ(RF)

ＤＴＥ起動 0 受け入れられな

い理由

（注）

１０ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ

未満のﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

（注）診断符号は、その受け入れられない理由により、38,39,81,82が適用される。
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図６－１０／ＪＳ－８２０８　リセット状態遷移

d1：フロー制御レディ

(i1∨i2)&(j1∨j2)
&(f1∨f2)&(g1∨g2)

d3：DXE リセット指示

高位ﾚｲﾔに通知

RV.RI
d11

d2：DTE ﾘｾｯﾄ要求
d31

RV.RI

DC.RI

d12
RV.不正ﾊﾟｹｯﾄ（表 6-12/JS-8208）

RV.不正ﾊﾟｹｯﾄ

　& TX.RQ & ST.T22 & INIT.R22

d13
ﾘｾｯﾄ要求

TX.RQ & ST.T22 & INIT.R22

d32
RV.不正ﾊﾟｹｯﾄ（表 6-14/JS-8208）

DC.不正ﾊﾟｹｯﾄ

　& TX.RQ & ST.T22 & INIT.R22

d1：ﾌﾛｰ制御ﾚﾃﾞｨ

i1 & j1 & f1 & g1

d21
RV.RI

SP.T22

d22
RV.RF

SP.T22

d33
ﾘｾｯﾄ完了

TX.RF

d23
RV. ￢ (RI∨RF)

DC. ￢ (RI∨RF)

d24
TO.T22 & ￢ RO.R22

IN.R22 & TX.RQ(D=51) & ST.T22

d25
（論理ﾁｬﾈﾙ=VC）& TO.T22 & RO.R22

TX.CQ(D=51) & SP.T22 & ST.T23

（論理ﾁｬﾈﾙ=PVC）& TO.T22 & RO.R22

SP.T22 & 適切なｴﾝﾃｨﾃｨに通知

d26

RV.不正ﾊﾟｹｯﾄ（表 6-13/JS-8208）

DC.不正ﾊﾟｹｯﾄ

　& TX.RQ & ST.T22 & INIT.R22

d27

p6：DTE 復旧要求

RQ ： リセット要求パケット

RI ： リセット指示パケット

RF ： リセット確認パケット

CQ ： 復旧要求パケット
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6.5　データ転送手順および割り込み転送手順

本節で記述するデータ転送手順および割り込み転送手順は、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースに存在する

バーチャルコール（ＶＣ）またはパーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）に割り当てられた各論理

チャネルに独立に適用される。

ＤＴＥからＤＴＥへの通信の場合には、データパケットおよび割り込みパケットの中のユーザデータは、

変換されることなく、全て透過的に転送される。データパケットおよび割り込みパケット内のビット順序

はそのまま保たれる。パケットシーケンスは、完結パケットシーケンスとして送達される。

6.5.1　データ転送状態

データおよび割り込み転送の目的で使用するとき、論理チャネルはフロー制御レディ状態（ｄ１）でな

ければならない。呼設定が完了するとＶＣにおける論理チャネルの状態はフロー制御レディ（ｄ１）とな

り、切断処理、リセット処理、リスタート処理のいずれかを実行することで他の状態へ遷移する。ＰＶＣ

における論理チャネルはリセット処理またはリスタート処理を実行している間以外は状態ｄ１にある。

状態ｄ１では、データ、割り込み、フロー制御、リセットおよびリジェクト（リジェクトの使用がＤＸ

Ｅとの間で合意されている場合のみ）パケットがＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して送信され得る。

ｄ１以外の状態においては、上記の各パケットは廃棄され得る。

6.5.1.1　データパケットのユーザデータフィールド長

標準最大ユーザデータフィールド長は１２８オクテットとする。

さらに標準最大ユーザデータフィールド長の他に１６、３２、６４、２５６、１０２４、２０４８およ

び４０９６オクテットの中から選んで（非標準の）デフォルト値として適用することも可能である。

標準のデフォルト値と非標準のデフォルト値とを組み合わせる場合には、如何なる組み合わせであろう

とも最大ユーザデータフィールド長をデータ転送の各方向に対して個別に選ばなければならない。ＶＣで

は、この選択はＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースにおける全論理チャネルに対して共通に適用される。ＰＶ

Ｃでは、この選択はそれぞれの論理チャネルに分けて適用される。これらの選択は、ＤＸＥとの間で所定

の期間だけ合意されるもの



ＪＳ－８２０８ - 78 -

である。さらに、フロー制御パラメータネゴシエーションの使用がＤＸＥとの間で合意されている場合に

は、ＶＣ毎の最大ユーザデータフィールド長のネゴシエーションが可能である。

ＤＴＥから送信されるデータパケットのユーザデータフィールド内のオクテット数は整数でなければな

らない。

データパケット内のユーザデータフィールド長がＤＸＥとの間で合意されている最大ユーザデータ

フィールド長を越えているか、または整数オクテット数になっていないと、このパケットを受信したＤＴ

Ｅは適切なエラー回復処理を行う。

6.5.1.2　モアデータ表示

ＤＴＥまたはＤＸＥが２パケット以上のシーケンスを表示したい場合、モアデータ表示（Ｍビット）を

使用する。ユーザデータフィールド長が最大ユーザデータパケット長と等しいデータパケットにおいてＭ

ビットが１に設定されているときは、その後にデータが続くことを示している。

最後のパケットを除いて、ユーザデータフィールド長が最大ユーザデータフィールド長と等しくかつＭ

ビットが１で送信されたデータパケットのシーケンスは、最後のパケットを除いて、ユーザデータフィー

ルド長が最大ユーザデータフィールド長と等しくかつＭビットが１であるデータパケットのシーケンスと

して送達される。

カテゴリＡおよびＢの２種類のデータパケットを表６－１５／ＪＳ－８２０８に示す通り定義する。Ｄ

ＴＥはＭビットが１でユーザデータフィールド長が最大ユーザデータフィールド長と異なるデータパケッ

トを送信してはならない。このようなパケットを受信した場合はエラーとみなし、「ＤＴＥ起動」を示す

リセット原因符号および「無効な部分的に満たされたデータパケット」の診断符号を伴うリセット要求パ

ケット（ＲＱ）を送信し、ＶＣを解放する。

表６－１５／ＪＳ－８２０８　データパケットの２つのカテゴリの定義

カテゴリ Ｍビット ユーザデータフィールド長

Ａ １ 最大長

Ｂ ０ 最大長以下の任意の長さ
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6.5.1.3　完結パケットシーケンス

完結パケットシーケンスは、連続したカテゴリＡのパケット（カテゴリＡのパケットが存在する場合）

とその後に続く１個のカテゴリＢのパケットから構成されるパケットシーケンスと定義する。カテゴリＡ

のパケットは、ユーザデータフィールド長が最大ユーザデータフィールド長と等しく、Ｍビットが１に設

定されたパケットである。その他の全てのパケットはカテゴリＢのパケットである。完結パケットシーケ

ンスにおけるカテゴリＡとカテゴリＢのパケットの組み合わせの例を図６－１１／ＪＳ－８２０８に示す。

カテゴリ カテゴリ カテゴリ

Ａ Ａ ・・・・・・ Ｂ

データ データ データ

パケット パケット パケット

送信順序 先 後

完結パケットシーケンス：

０個以上のカテゴリＡのデータパケット

＋１個のカテゴリＢのデータパケット

図６－１１／ＪＳ－８２０８　パケットシーケンス構成

6.5.1.4　クォリファイアビット

ユーザデータフィールドにある２種類の情報を区別するためにクォリファイアビット（Ｑビット）を使

用しても良い。

Ｑビットの使用は、オプションである。Ｑビットを使用しない場合は、常にＱビットを0に設定しなけれ

ばならない。Ｑビットを使用する場合は、同一完結パケットシーケンス内の全データパケットのＱビット

を同一の値（０または１）に設定しなければならない。

完結パケットシーケンス内のＱビットの設定は高位レイヤエンティティからの指示で決定される。受信

した完結パケットシーケンス内のＱビットに設定された値は、そのまま高位レイヤエンティティヘ渡され

る。

完結パケットシーケンス
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完結パケットシーケンスを構成する全てのデータパケット内のＱビットが同一の値に設定されていない

場合、ＤＴＥは「ＤＴＥ起動」を示すリセット原因符号および「Ｑビット設定矛盾」を示す診断符号を伴

うリセット要求パケット（ＲＱ）を送信しなければならない。

連続するデータパケットは、Ｑビットの値とは無関係に連続的に番号が付与される。

6.5.1.5　メッセージの分割および組立

パケットレイヤは高位レイヤの同位エンティティ相互間での複数メッセージ送信（Ｍビットシーケンス

ともいう）を可能にする。送信側のＤＴＥでは、高位レイヤエンティティから渡されたメッセージを適当

な数のデータパケットへ分割（パケット化）し、その結果作成された各パケットのＭ、Ｑの各ビットの設

定を行う。この処理において、送信側ＤＴＥはＭビットが１のデータパケットのユーザデータフィールド

長を最大ユーザデータフィールド長と等しくしなければならない。また、Ｑビットが使用される場合には、

完結パケットシーケンス内の各データパケットのＱビットヘ高位レイヤエンティティが指定する値を設定

しなければならない。

（注）メッセージを分割した結果、データパケット内のユーザデータフィールドが０になっても良い。

受信側のＤＴＥにおいて、完結パケットシーケンスを構成するデータパケットから単一のメッセージヘ

の組立を行う。当該メッセージは完結パケットシーケンスの長さおよびＱビットの値とともに高位レイヤ

エンティティに渡される。

6.5.1.6　フロー制御手順

図６－１２／ＪＳ－８２０８にフロー制御の例を示す。

本節で説明するデータパケットのフロー制御に関する手順はＶＣまたはＰＶＣに使用されている各論理

チャネル毎に独立に適用される。フロー制御手順はフロー制御レディ状態（ｄ１）でのみ適用することが

できる。したがって、フロー制御手順は切断（ＶＣのみ）、リセット、またはリスタートの各手順が実行

されると破棄される。状態ｄ１内では、フロー制御に対して４つの状態（フロー制御の各方向に対して２

つずつ）がある。これらは、「ＤＸＥ受信可状態（ｆ１）」、「ＤＸＥ受信不可状態（ｆ２）」、「ＤＴ

Ｅ受信可状態（ｇ１）」および「ＤＴＥ受信不可状態（ｇ２）」である。
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A:可能な限り多くのデータパケットを送信

B:P(S)=0まで受信したので、次は１を期待

A:BがP(S)=0まで受信しているので

P(S)=1から送信し、ウインドを１ず

らす

図６－１２／ＪＳ－８２０８　ウインドサイズ２と仮定した場合のＡ，Ｂ間の

（ＩＳＯ　８２０８）　　　　フローコントロール図

Ａ

P(S)=1
P(S)=0

DATA PACKETS

P(S)=4
P(S)=3
P(S)=2

Ｂ

Ａ

P(S)=1
P(S)=0

DATA PACKETS

P(S)=4
P(S)=3
P(S)=2

Ｂ

Ａ

P(S)=2
P(S)=1

DATA PACKETS

P(S)=4
P(S)=3

Ｂ

P(S)=0

P(S)=0,1

P(S)=1

P(R)=1

P(S)=1,2
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6.5.1.7　パケットヘの番号付与

所定のＶＣまたはＰＶＣ上で、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して送信される各データパケットに

はデータ転送の各方向ごとに順番に番号が付与される。

データパケットに対する番組付与はモジュロ８で実行される。パケットシーケンス番号は、０から７で

一巡する。その他に、拡張シーケンス番号ファシリティがＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースにおいて提供さ

れてもよい。この場合、データパケットのシーケンス番号はモジュロ１２８で実行され、パケットシーケ

ンス番号は０から１２７で一巡する。モジュロ８またはモジュロ１２８は両方向のデータ転送に対して同

一であり、１つのパケットレイヤエンティティ内ではすべての論理チャネルに対して共通である。

データパケットのみがこのシーケンス番号を有しパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）と呼ばれている。

ある方向のデータ転送に対して論理チャネルがフロー制御レディ状態（ｄ１）になった直後にＤＴＥ／

ＤＸＥインタフェースを介して送信すべき最初のデータパケットのＰ（Ｓ）は０に等しい。後続のデータ

パケットには連続的に番号が付与されていく。

6.5.1.8　データ転送状態の遷移

状態　ｆ１：ＤＸＥ受信可

相手ＤＸＥが、受信可能である状態

（f11）受信不可パケット（ＲＮＲ）を受信したＤＴＥは、表示された論理チャネル上でのデータパケット

の送信を停止する。ただし、受信不可パケット（ＲＮＲ）のＰ（Ｒ）が有効であればこれによりウィ

ンドウを更新する。

状態は、ＤＸＥ受信不可（ｆ２）へ遷移する。

（f 12）受信可パケット（ＲＲ）を受信したＤＴＥは、受信可パケット（ＲＲ）内に表示されたＰ（Ｒ）で

始まるウィンドウサイズ分のデータパケットの送信が可能となる。

パケットの再送ファシリティの使用について相手ＤＸＥと合意ができている場合、リジェクトパ

ケット（ＲＥＪ）を受信したときＤＴＥは、特定の論理チャネル上でデータパケットの再送を開始

する。最初に送信されるデータパケットのＰ（Ｓ）は、
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リジェクトパケット（ＲＥＪ）に表示されていたＰ（Ｒ）から始まる。

状態は、遷移しない。

（f 13）表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１または２の受信可パケット（ＲＲ）、受信不可パケット

（ＲＮＲ）、リジェクトパケット（ＲＥＪ）を受信したときＤＴＥは、当該パケットを廃棄する。

状態は、遷移しない。（注１参照）

（f 14）表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１、２、３、４のいずれかの受信可パケット（ＲＲ）、受

信不可パケット（ＲＮＲ）、リジェクトパケット（ＲＥＪ）を受信したときＤＴＥは、当該パケッ

トを廃棄し、リセット要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）

をスタートさせる。このとき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１６／ＪＳ－８２０８

に示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。（注１参照）

（注１）＊１　状態ｆ１で長さが不正な（ＲＲ∨ＲＮＲ∨ＲＥＪ）を受信したときにＤＴＥは、

ｆ１３またはｆ１４のいずれかの処理を行う。

状態 ｆ２：ＤＸＥ受信不可

相手ＤＸＥが、受信不可能である状態

（f 21）受信可パケット（ＲＲ）を受信したＤＴＥは、受信可パケット（ＲＲ）内に表示されたＰ（Ｒ）で

始まるウィンドウサイズ分のデータパケットの送信が可能となる。

リジェクトパケット（ＲＥＪ）を受信したときＤＴＥは、特定の論理チャネル上でデータパケット

の再送を開始する。最初に送信されるデータパケットのＰ（Ｓ）は、リジェクトパケット（ＲＥＪ）

に表示されていたＰ（Ｒ）から始まる。

状態は、ＤＸＥ受信可（ｆ１）へ遷移する。

（f 22）受信不可パケット（ＲＮＲ）を受信したＤＴＥは、表示された論理チャネル上でのデータパケット

の送信を停止する。ただし、受信不可パケット（ＲＮＲ）のＰ（Ｒ）が有効であればこれによりウィ

ンドウを更新する。
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状態は遷移しない。（注２参照）

（f 23）表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１または２の受信可パケット（ＲＲ）、受信不可パケット

（ＲＮＲ）、リジェクトパケット（ＲＥＪ）を受信したときはＤＴＥは、当該パケットを廃棄する。

状態は、遷移しない。（注２参照）

（f 24）表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１、２、３、４のいずれかの受信可パケット（ＲＲ）、受

信不可パケット（ＲＮＲ）、リジェクトパケット（ＲＥＪ）を受信したときＤＴＥは、当該パケッ

トを廃棄しリセット要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）を

スタートさせる。

このとき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。（注２参照）

（注２）＊２　状態ｆ２で長さが不正な（ＲＲ∨ＲＮＲ∨ＲＥＪ）を受信したときにＤＴＥは、ｆ

２３またはｆ２４のいずれかの処理を行う。
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図６－１３／ＪＳ－８２０８　データ転送状態遷移図（１／２）

f1：DXE 受信可 f2：DXE 受信不可

f11
RV.RNR

f21
RV.RR ∨ REJ

f22f12
RV.RNRRV.RR ∨ REJ

f23f13

RV.長さが不正な

(RR ∨ RNR ∨ REJ)*1

（表 6-15/JS-8208）

RV.長さが不正な

(RR ∨ RNR ∨ REJ)*2

（表 6-15/JS-8208）

DC. (RR ∨ RNR ∨ REJ) DC. (RR ∨ RNR ∨ REJ)

d2：DTE リセット要求

f14

RV.不正な

(RR ∨ RNR ∨ REJ)*1

（表 6-15/JS-8208）

DC. (RR ∨ RNR ∨ REJ) & TX.RQ
& ST.T22

f24

RV.不正な

(RR ∨ RNR ∨ REJ)*2

（表 6-15/JS-8208）

DC. (RR ∨ RNR ∨ REJ) & TX.
RQ & ST.T22

RR : 受信可パケット

RNR : 受信不可パケット

REJ : リジェクトパケット

RQ : リセット要求パケット
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状態 ｇ１：ＤＴＥ受信可

自ＤＴＥが受信可能である状態

（g11）ふくそう状態が発生したときに状態をｇ２へ遷移する。

（g12）正常なデータパケット（ＤＴ）受信

状態は、遷移しない。

（g13）表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番５、６、７のいずれかのデータパケット（ＤＴ）を受信し

たときにＤＴＥは、当該パケットを廃棄する。

状態は、遷移しない。

このとき、ＤＴＥは、（注５）に示す回復処理の（ｂ）または（ｃ）のいずれかを行ってもよい。

（注３参照）

（g14）表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１、３、５、６、７、８、９、１０のいずれかのデータパ

ケット（ＤＴ）を受信したときＤＴＥは、当該データパケット（ＤＴ）を廃棄しリセット要求パケッ

ト（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタートさせる。このとき、リ

セット原因符号および診断符号は、表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。（注３参照）

（注３）＊３　状態ｇ１でＰ（Ｓ）またはユーザデータフィールドが不正でかつＰ（Ｒ）が正しい

データパケット（ＤＴ）を受信したときＤＴＥは、ｇ１３またはｇ１４のいずれか

の処理を行う。

状態 ｇ２：ＤＴＥ受信不可

自ＤＴＥが受信不可能である状態

（g21）ふくそう状態が解除したときに状態ｇ１へ遷移する。

（g22）ＤＴＥが受信不可能状態で正常なデータパケット（ＤＴ）を受信した場合当該パケ
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ットを廃棄する。ただし、Ｐ（Ｒ）は、正常に処理しなければならない。

状態は遷移しない。

また、可能であれば本データパケット（ＤＴ）を正常に処理すべきである。

ＤＴＥが、受信不可能状態で正常なデータパケット（ＤＴ）を廃棄した場合には、受信不可能状

態が解除したときに（注５）に示す回復処理の中で適切なものを実行しなければならない。

（g23） 表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１、５、６、７、８、９、１０のいずれかのデータパケッ

ト（ＤＴ）を受信したときＤＴＥは、当該データパケット（ＤＴ）を廃棄する。

ただし、Ｐ（Ｒ）が正しければＰ（Ｒ）を正常に処理しなければならない。

状態は遷移しない。

ＤＴＥは、受信不可能状態の間にデータパケット（ＤＴ）を廃棄したことを示す機能を持っても

よい。この場合、受信不可能状態が解除したときに（注５）に示す回復処理の中の１つを実行し

なければならない。（注４参照）

（g24） 表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す項番１、３、５、６、７、８、９、１０のいずれかのデータ

パケット（ＤＴ）を受信したときＤＴＥは、当該データパケット（ＤＴ）を廃棄しリセット要求

パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタートさせる。この

とき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１６／ＪＳ－８２０８に示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。（注４参照）

（注４）＊４ 状態ｇ２でＰ（Ｒ）以外が不正なデータパケット（ＤＴ）を受信したときＤＴＥ

は、ｇ２３またはｇ２４のいずれかの処理を行う。

（注５） 回復処理

（a）　エラーデータパケットを無視し、「ＤＴＥ起動」を示すリセット原因符号および以下の診

断符号のうちから適切なものを選んで当該論理チャネルをリセットする。
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・無効Ｐ（Ｓ）

・長すぎるパケット

・オクテットの整数倍でないデータフィールド

（b）　エラーデータパケットを無視し、次に期待される正しいＰ（Ｓ）に等しいＰ（Ｒ）を伴っ

たリジェクトパケット（ＲＥＪ）を送信する。これは、パケット再送ファシリティの使用に

ついて相手ＤＸＥと合意が得られている場合のみ使用することができる。

（c）　正しいデータパケット（ＤＴ）が受信されるまで、エラーデータパケットおよび後続のデー

タパケット（ＤＴ）を全て無視する。その後の処理は、相手ＤⅩＥに依存する。
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図６－１３／ＪＳ－８２０８　データ転送状態遷移図（２／２）

g1：DTE 受信可 g2：DTE 受信不可

g11
ふくそう状態発生

g21
TX.RR

g22g12
RV.DTRV.DT

g23g13

RV.DT & 正常な P(R) &（不正な

P(S) ∨ ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞが不正）*3

（表 6-15/JS-8208）

RV.DT & P(R) 以外が不正*4

（表 6-15/JS-8208）

DC. DT DC. DT

d2：DTE リセット要求

g14

RV.不正な DT*3

（表 6-15/JS-8208）

DC. DT & TX.RQ & ST.T22

g24

RV.不正な DT*4

（表 6-15/JS-8208）

DC. DT & TX.RQ & ST.T22

DT : データパケット

RQ : リセット要求パケット

TX.RNR

ふくそう状態解除

DC.DT
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表６－１６／ＪＳ－８２０８　データ転送状態でＤＴＥが受信する不正なパケットおよびそれに対して

送信するリセット要求パケット（ＲＱ）のリセット原因符号と診断符号

ﾘｾｯﾄ原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

1 ﾓｼﾞｭﾛ128のﾊﾟｹｯﾄｼｰｹﾝｽ番号を使用

時の4ｵｸﾃｯﾄ未満のﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(RR,RNR)､ﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ)､ﾃﾞｰﾀ
ﾊﾟｹｯﾄ(DT)

ＤＴＥ起動 0 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

2 ﾓｼﾞｭﾛ128のﾊﾟｹｯﾄｼｰｹﾝｽ番号を使用

時の5ｵｸﾃｯﾄ以上のﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(RR,RNR)､ﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ)
または

ﾓｼﾞｭﾛ8のﾊﾟｹｯﾄｼｰｹﾝｽ番号使用時の

4ｵｸﾃｯﾄ以上のﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(RR,RNR)､ﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ)

ＤＴＥ起動 0 長すぎるﾊﾟｹｯﾄ 39

3 P(R)が不正なﾌﾛｰ制御ﾊﾟｹｯﾄ

(RR,RNR)､ﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ)､
ﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ(DT)

ＤＴＥ起動 0 無効P(R) 2

4 最後のﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ)内に示され

たP(R)に等しいP(S)を持つﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯ

ﾄ(DT)送信前のﾘｼﾞｪｸﾄﾊﾟｹｯﾄ(REJ)

ＤＴＥ起動 0 非許容のﾘｼﾞｪｸﾄ 45

5 P(R)は正しいがP(S)が不正なﾃﾞｰﾀﾊﾟ

ｹｯﾄ(DT)
ＤＴＥ起動 0 無効P(S) 1

6 P(R)は正しいがﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞが当

該論理ﾁｬﾈﾙで許されている最大値

よりも大きいﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ(DT)

ＤＴＥ起動 0 長すぎるﾊﾟｹｯﾄ 39

7 P(R)は正しいがﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀがｵｸﾃｯﾄの

整数倍でないﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ(DT)
ＤＴＥ起動 0 ｵｸﾃｯﾄ整数倍でな

い

82

8 P(R)は正しいがＤﾋﾞｯﾄ処理が提供さ

れていない場合のＤﾋﾞｯﾄ =1のﾃﾞｰﾀ

ﾊﾟｹｯﾄ(DT)

ＤＴＥ起動 0 Ｄﾋﾞｯﾄ処理未実

装

166

9 P(R)は正しいがＭﾋﾞｯﾄ=1､Ｄﾋﾞｯﾄ=0
でﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞがﾌﾙﾃﾞｰﾀでない

ﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ(DT)

ＤＴＥ起動 0 無効な部分的に

満たされたﾃﾞｰﾀ

ﾊﾟｹｯﾄ

165

10 P(R)は正しいが完結ﾊﾟｹｯﾄｼｰｹﾝｽにお

いてQﾋﾞｯﾄの設定が他のﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ

(DT)と異なるﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ(DT)

ＤＴＥ起動 0 Ｑﾋﾞｯﾄ設定矛盾 83
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6.5.2　割り込み転送状態

6.5.2.1　割り込み手順

　図６－１４／ＪＳ－８２０８に割り込み手順の概要を示す。

図６－１４／ＪＳ－８２０８　割り込み手順の概要

（ISO 8208）

割り込み手順により、ＤＴＥはデータパケットに適用されるフロー制御手順に従うことなく、ＤＸＥに

データを送ることができる。このデータは割り込みパケット（ＩＴ）により運ばれる。割り込み手順の開

始およびデータの生成は高位レイヤエンティティにより制御される。割り込みパケット（ＩＴ）を受信す

ると、割り込みが発生した旨の通知がデータとともに高位レイヤエンティティに渡される。

割り込み手順はフロー制御レディ状態（ｄ１）でのみ適用できる。従って割り込み手順は、切断（ＶＣ

のみ）、リセット、またはリスタートの各手順が実行されると破棄される。

状態ｄ１内では割り込み手順に対して４つの状態（割り込み転送の各方向毎に２つずつ）が存在する。こ

れらは、「ＤＴＥ割り込み可（ｉ１）」、「ＤＴＥ割り込み送信済み（ｉ２）」、「ＤＸＥ割り込み可（ｊ

１）」および「ＤＸＥ割り込み送信済み（ｊ２）」の各状態である。

割り込み手順は、ＶＣまたはＰＶＣ上でデータパケットに適用されているデータ転送手順およびフロー

制御手順には何ら影響を及ぼさない。個々のＶＣまたはＰＶＣ上で、割り込みパケット（ＩＴ）は、割り

込みが発生した時点で送達されるかまたは割り込みが発生したときに送受信されているデータパケットよ

りも先行して送達される。

DTE‘A’が割り込みﾊﾟｹｯﾄ(IT)

を送信する

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

DTE‘B’は割り込み確認ﾊﾟｹｯﾄ(IF)

を送信し割り込みを確認する

割り込みﾊﾟｹｯﾄ (IT) 割り込みﾊﾟｹｯﾄ (IT)

割り込み確認ﾊﾟｹｯﾄ(IF) 割り込み確認ﾊﾟｹｯﾄ(IF)
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割り込みパケット（ＩＴ）を受信したときＤＴＥはすぐに割り込みパケット受信処理を行わなければな

らない。

割り込みパケット（ＩＴ）には３２オクテットまでのユーザデータを乗せることができる。割り込みパ

ケット（ＩＴ）内のユーザデータフィールドが３２オクテットを越えたり、整数オクテットでなかったり

すると、受信側ＤＴＥはリセット手順を実行する。

6.5.2.2　割り込み転送

割り込みパケット（ＩＴ）を送信する前は、論理チャネルはＤＴＥ割り込み可状態（ｉ１）にある。Ｄ

ＴＥは、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して高位レイヤエンティティが指定する論理チャネルおよび

割り込みユーザデータを含む割り込みパケット（ＩＴ）を送信し、割り込みレスポンスタイマ（Ｔ２６）

をスタートさせる。このとき、論理チャネルはＤＴＥ割り込み送信済み状態（ｉ２）になる。この状態に

おいては、ＤＴＥは、送信済みの割り込みパケット（ＩＴ）が割り込み確認パケット（ＩＦ）により確認

されるまで後続の割り込みパケット（ＩＴ）を送信することはできない。

割り込みパケット（ＩＴ）送信後、割り込みレスポンスタイマ（Ｔ２６）経過までに割り込み確認パケッ

ト（ＩＦ）を受信しないとエラーとみなす。この場合、ＤＴＥは「ＤＴＥ起動」を示すリセット原因符号

および「割り込みに対してタイムアウトまたは再送カウンタ超過」を示す診断符号を含むリセット要求パ

ケット（ＲＱ）を送信する。

6.5.2.3　割り込みの受信

割り込みを受信する前は、論理チャネルはＤＸＥ割り込み可状態（ｊ１）にある。ＤＴＥが割り込みパ

ケット（ＩＴ）をＤＸＥから受信したとき、論理チャネルはＤＸＥ割り込み送信済み状態（ｊ２）となる。

この状態において、後続の割り込みパケット（ＩＴ）を先行の割り込みパケット（ＩＴ）確認以前に受信

するとエラーとみなされる。この場合、ＤＴＥは「ＤＴＥ起動」を示すリセット原因符号および「非許容

の割り込みパケット（ＩＴ）」の診断符号を含むリセット要求パケット（ＲＱ）を送信する。

パケットレイヤは割り込み通知および割り込みユーザデータを高位レイヤエンティティに渡す。
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6.5.2.4　割り込み確認

ＤＴＥはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して割り込み確認パケット（ＩＦ）を送信することにより

できるだけ速やかに割り込みパケット（ＩＴ）の受信を確認する。このとき、論理チャネルはＤＸＥ割り

込み可状態（ｊ１）となる。

ＤＴＥが、先行して割り込みパケット（ＩＴ）を送信後、割り込み確認パケット（ＩＦ）を受信すると、

当該論理チャネルはＤＴＥ割り込み可状態（ｉ１）となる。このとき、ＤＴＥは後続の割り込みパケット

（ＩＴ）をＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して送信してもよい。

6.5.2.5　割り込み転送状態の遷移

状態　ｉ１：ＤＴＥ割り込み可

先行している割り込みパケット（ＩＴ）が無く、相手ＤＴＥへ割り込みパケット（ＩＴ）を送信で

きる状態

（i11）割り込みパケット（ＩＴ）を送るために、ＤＴＥはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して高位レ

イヤエンティティから受信された論理チャネルおよび割り込みユーザデータを指定する割り込みパ

ケット（ＩＴ）を送信し、割り込みレスポンスタイマ（Ｔ２６）をスタートさせる。このとき、論

理チャネルはＤＴＥ割り込み送信済み状態（ｉ２）になる。

（i12）ＤＴＥ割り込み可状態（先行している割り込みパケット（ＩＴ）が無）で割り込み確認パケット（Ｉ

Ｆ）を受信したときＤＴＥは、当該パケットを廃棄し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）

をスタートさせる。この場合、ＤＴＥは「ＤＴＥ起動」を示すリセット原因符号および「非許容の

割り込み確認パケット（ＩＦ）」の診断符号を含むリセット要求パケット（ＲＱ）を送信する。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。

（i13）表６－１７／ＪＳ－８２０８に示すパケットを受信した場合にＤＴＥは、当該パケットを廃棄しリ

セット要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタ
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イマ（Ｔ２２）をスタートさせる。このとき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１７／

ＪＳ－８２０８に示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。

状態 ｉ２：ＤＴＥ割り込み送信済み

先行している割り込みパケット（ＩＴ）が有り、相手ＤＴＥへ割り込みパケット（ＩＴ）を送信で

きない状態

（i21）ＤＴＥが、割り込みパケット（ＩＴ）を送信後、割り込み確認パケット（ＩＦ）を受信すると当該

論理チャネルはＤＴＥ割り込み可状態となる。このとき、ＤＴＥは後続の割り込みパケット（ＩＴ）

をＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して送信してもよい。

状態は、ＤＴＥ割り込み可（ｉ１）へ遷移する。

（i22）表６－１７／ＪＳ－８２０８に示すパケットを受信した場合にＤＴＥは、当該パケットを廃棄しリ

セット要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタートさせ

る。このとき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１７／ＪＳ－８２０８に示す通りであ

る。

割り込みパケット（ＩＴ）送信後、割り込みレスポンスタイマ（Ｔ２６）経過までに割り込み確認

パケット（ＩＦ）を受信しない場合にはエラーとみなす。この場合、ＤＴＥは、「ＤＴＥ起動」を

示すリセット原因符号および「割り込みに対してタイムアウトまたは再送カウンタ超過」を示す診

断符号を含むリセット要求パケット（ＲＱ）を送信する。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。
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図６－１５／ＪＳ－８２０８　割り込み転送状態遷移図（１／２）

i2：DTE 割り込み送信済みi1：DTE 割り込み可

高位レイヤエンティティからの割り込み転送要求

i21

i11
TX.IT & ST.T26

RV.IF

SP.T26

i12

i13

i22

d2：DTE リセット要求

RV.IF

DC.IF & TX.RQ & ST.T22
RV.不正な(IT ∨ IF) ∨ TO.T26

（表 6-17/JS-8208）
RV.不正な(IT ∨ IF)
（表 6-17/JS-8208）

DC (IT ∨ IF) & TX.RQ & ST.T22

DC (IT ∨ IF) & TX.RQ & ST.T22

IT ： 割り込みパケット

IF ： 割り込み確認パケット

RQ ： リセット要求パケット
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状態　ｊ１：ＤＸＥ割り込み可

相手ＤＸＥより割り込みパケット（ＩＴ）を受信することが可能な状態

（j11）割り込みパケット（ＩＴ）を受信すると、割り込みが発生した旨の通知がデータとともに高位レイ

ヤエンティティに渡される。

状態は、ＤＸＥ割り込み送信済み（ｊ２）へ遷移する。

（j12）表６－１７／ＪＳ－８２０８に示すパケットを受信したときＤＴＥは、当該パケットを廃棄しリセッ

ト要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタートさせる。

このとき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１７／ＪＳ－８２０８に示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。

状態　ｊ２：ＤＸＥ割り込み送信済み

すでに割り込みパケット（ＩＴ）を受信していて割り込みパケット（ＩＴ）を受信できない状態

（j21）ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースを介して割り込み確認パケット（ＩＦ）を送信すること

によりできるだけ速やかに割り込みパケット（ＩＴ）の受信を確認する。

状態は、ＤＸＥ割り込み可（ｊ１）へ遷移する。

（j22）先行の割り込みパケット（ＩＴ）確認以前に後続の割り込みパケット（ＩＴ）を受信したときＤＴ

Ｅは、当該パケットを廃棄し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）をスタートさせる。この

場合、ＤＴＥは「ＤＴＥ起動」を示すリセット原因符号および「非許容の割り込みパケット（ＩＴ）」

の診断符号を含むリセット要求パケット（ＲＱ）を送信する。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。

（j23）表６－１７／ＪＳ－８２０８に示すパケットを受信したときＤＴＥは、当該パケッ
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トを廃棄しリセット要求パケット（ＲＱ）を送信し、リセット要求レスポンスタイマ（Ｔ２２）を

スタートさせる。このとき、リセット原因符号および診断符号は、表６－１７／ＪＳ－８２０８に

示す通りである。

状態は、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）へ遷移する。
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図６－１５／ＪＳ－８２０８　割り込み転送状態遷移図（２／２）

j1：DXE 割り込み可

RV.IT

j21

j11

TX.IF

j12

j22

d2：DTE リセット要求

RV.IT

RV.不正な(IT ∨ IF)
（表 6-17/JS-8208）

DC. (IT ∨ IF) & TX.RQ & ST.T22

DC.IT & TX.RQ & ST.T22

IT ： 割り込みパケット

IF ： 割り込み確認パケット

RQ ： リセット要求パケット

j2：DXE 割り込み送信済み

j23

RV.不正な(IT ∨ IF)
（表 6-17/JS-8208）

DC.(IT ∨ IF) & TX.RQ & ST.T22
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表６－１７／ＪＳ－８２０８　割り込み転送状態でＤＴＥが受信する不正なパケット

ﾘｾｯﾄ原因符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ 診断符号ﾌｨｰﾙﾄﾞ
項

番
ＤＴＥが受信したﾊﾟｹｯﾄ

原　　　因
符　号

10進数
診　　　断

符　号

10進数

１ ﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ識別子が1ｵｸﾃｯﾄ未満

のﾊﾟｹｯﾄ

ＤＴＥ起動 0 短すぎるﾊﾟｹｯﾄ 38

２ 利用者ﾃﾞｰﾀが32ｵｸﾃｯﾄをこえる

割り込みﾊﾟｹｯﾄ(IT)､4ｵｸﾃｯﾄ以上

の割り込み確認ﾊﾟｹｯﾄ(IF)

ＤＴＥ起動 0 長すぎるﾊﾟｹｯﾄ 39

３ 利用者ﾃﾞｰﾀがｵｸﾃｯﾄの整数倍で

ない割り込みﾊﾟｹｯﾄ(IT)

ＤＴＥ起動 0 ｵｸﾃｯﾄ 整数倍で

ない

82
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７．オプショナル・ユーザファシリティ

ＤＴＥ／ＤＴＥ環境においては、以下のオプションであるユーザファシリティを、使用できる。

(1) オンラインファシリティ登録（＊１）

(2) 拡張パケットシーケンス番号付与

(3) パケット再送（＊１）

(4) 単方向発論理チャネル

(5) 単方向着論理チャネル

(6) 非標準デフォルトパケット長

(7) 非標準デフォルトウィンドウサイズ

(8) デフォルトスループットクラス割当

(9) フロー制御パラメータネゴシエーション

(10) スループットクラスネゴシエーション

(11) ファーストセレクト（＊２）

（注）＊１ ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、これらのファシリティの使用は各伝送方向毎に合意される必要

がある。

＊２ ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、本ファシリティの使用は所定の期間中双方のＤＴＥが合意して

いる必要がある。

＊３ ＤＴＥ／ＤＴＥ接続にあってＤＴＥが他の（複数の）ＤＴＥに対しパケット網機能を提供

する中間物として動作するケースはＪＳ－８２０８のＤＴＥ／ＤＴＥ環境に含まない。

7.1　オンラインファシリティ登録

オンラインファシリティ登録はＤＴＥとＤＸＥ間で所定の期間中合意されたオプショナルユーザファシ

リティである。このファシリティを利用した場合、ＤＴＥはいつでもＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースに登

録要求パケットを転送することによって、ファシリティの登録を要求したり、あるいはＤＸＥが認識して

いるファシリティの現在値を得ることが許される。ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、本ファシリティを使用する

場合、登録手順の初期設定毎に個別の合意が必要である。

本ファシリティを使用しうる場合は、ＤＴＥは登録要求パケットを送信出来、応答側のＤＴＥはこの登

録要求パケットを受信し、処理しなければならない。
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ＤＸＥは登録要求パケットに対する応答として、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースに登録確認パケットを

転送することによってこのＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースに適用されている全てのファシリティの現在値

を報告する。

ＤＸＥで提供されないオプショナルファシリティは、登録確認パケットで報告されない。

7.2　拡張形パケットシーケンス番号付与

拡張形パケットシーケンス番号付与は当事者間で所定の期間中合意されたオプショナルユーザファシリ

ティである。本ファシリティはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースの論理チャネルすべてに適用される。

本ユーザ・ファシリティを利用した場合には、パケットシーケンスの番号付与がモジュロ１２８で行わ

れる。本ファシリティを利用しない場合には、パケットシーケンスの番号付与はモジュロ８で行われる。

7.3　パケット再送

パケット再送は、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中合意されたオプショナルユーザファシリティである。

本ファシリティはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェースの論理チャネルすべてに適用される。

ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、本ファシリティを使用する場合、データ転送の方路毎に個別の合意が必要で

ある。

本ファシリティを使用しうる場合、ある定まった方路において、ＤＴＥがデータパケットを受信した際、

リジェクトパケットを送信することが出来、データパケットを送信したＤＴＥは、このリジェクトパケッ

トを受信し、処理しなければならない。

本ユーザ・ファシリティを利用した場合、ＤＴＥは、論理チャネル番号及びシーケンス番号Ｐ（Ｒ）を

指定したリジェクトパケットをＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上に送出することにより、ＤＸＥからのデー

タパケットの再送を促すことができる。リジェクトパケットを受信したＤＸＥは次の動作を行なう、この

時のＰ（Ｒ）の値がＤＸＥで受信された最終Ｐ（Ｒ）から、ＤＸＥで次に送出しようとするＤＸＥデータ

パケットのＰ（Ｓ）未満までの範囲内であれば、パケットを再送し、Ｐ（Ｒ）が本範囲外の場合はリセッ

ト手順を開始する。
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7.4　単方向発論理チャネル

単方向発論理チャネルは、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中に合意されたオプショナルユーザファシリ

ティである。本ユーザファシリティを利用する場合、論理チャネルの使用法をバーチャルコール（ＶＣ）

の発信のみに限定する。

（注）ＶＣの論理チャネルは全２重機能を備えたままである。

7.5　単方向着論理チャネル

単方向着論理チャネルは、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中に合意されたオプショナルユーザファシリ

ティであるし。本ユーザファシリティを利用する場合には、論理チャネルの使用方法をバーチャルコール

（ＶＣ）の着信のみに限定する。

（注）（ＶＣ）の論理チャネルは全２重機能を備えたままである。

7.6　非標準デフォルト・パケットサイズ

非標準デフォルト・パケットサイズは、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中合意されたオプショナルユー

ザファシリティである。本ファシリティを利用する場合、本標準で規定されたパケットサイズのリストか

らデフォルト・パケットサイズを選択することができる。

ＤＴＥによってはＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上のデータ転送の双方向とも同一のパケットサイズとし

なければならない場合がある。ＤＴＥにより使用されるデフォルトのパケットサイズは常時１２８に設定

でき、このファシリティを利用しない場合、デフォルトのパケットサイズは１２８オクテットである。

（注）用語「パケットサイズ」とはデータパケットの最大ユーザデータフィールド長を指す。

バーチャルコール（ＶＣ）においてはデフォルト・パケットサイズ以外の値をフロー制御パラメータネ

ゴシエーションファシリティ（7.9節参照）を用いて選択してもよい。パーマネント・バーチャルサーキッ

ト（ＰＶＣ）各々においてはデフォルト・パケットサイズ以外の値をＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中合

意されていれば定めてもよい。

7.7　非標準デフォルト・ウィンドウサイズ

非標準デフォルト・ウィンドウサイズは当面、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中合意さ
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れたオプショナルユーザファシリティである。本ファシリティを利用する場合には、ＤＴＥ及びＤＸＥの

提供するウィンドウサイズのリストの中からデフォルト・ウィンドウサイズを選択することができる。Ｄ

ＴＥによっては、ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上のデータ転送の双方向とも同一のデフォルト・ウィン

ドウサイズを選択しなければならない場合がある。本ファシリティを利用しない場合、デフォルト・ウィ

ンドウサイズは２である。

バーチャルコール（ＶＣ）においては、デフォルト・ウィンドウサイズ以外の値がフロー制御パラメー

タ・ネゴシエーション（７．９節参照）により選択される場合がある。パーマネント・バーチャルサーキッ

ト（ＰＶＣ）各々においては、デフォルト・ウィンドウサイズ以外の値が、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期

間中合意されれば、定められる場合がある。

7.8　デフォルト・スループットクラス割当て

デフォルト・スループットクラス割当ては当面、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間合意されたオプショナ

ルユーザファシリティである。本ファシリティを利用した場合には、ＤＴＥおよびＤＸＥの提供するスルー

プットクラスのリストの中からデフォルト・スループットクラスを選択することができる。ＤＴＥによっ

てはＤＴＥ／ＤＸＥ間のデータ転送の双方向とも同一のデフォルト・スループットクラスを選択しなけれ

ばならない場合がある。

本ファシリティを利用しない場合、デフォルト・スループットクラスはＤＴＥのユーザ・サービスクラ

スに相当するが、ＤＸＥが提供する最大スループットクラスを超えない。デフォルト・スループットクラ

スとは、そのＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上のバーチャルコール（ＶＣ）のとりうる最大スループット

クラスである。ＶＣにおいては、デフォルト・スループットクラス以外の値をスループットクラスネゴシ

エーションファシリテイ（７．１０節参照）を用いて選択してもよい。パーマネントバーチャルサーキッ

ト（ＰＶＣ）各々においては、デフォルト・スループットクラス以外の値をＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期

間中に合意されれば、定めてもよい。

7.9　フロー制御パラメータ選択

フロー制御パラメータ選択は、ＤＴＥ／ＤＸＥ間で所定の期間中合意されたオプショナルユーザファシ

リティであり、バーチャルコール（ＶＣ）においてＤＴＥが使用する。本ファシリティに加入した場合、

呼毎にフロー制御パラメータを選択することができる。フロー制御パラメータとはＤＴＥ／ＤＸＥインタ

フェース上のデータ転送の方向それぞれの
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パケットサイズおよびウィンドウサイズである。

（注）用語「パケットサイズ」とはデータパケットの最大ユーザデータフィールド長を指す。

本制御パラメータ選択ファシリティを利用しない場合、特定のＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース上で用い

られるフロー制御パラメータはデフォルト・パケットサイズ（７．６節参照）及びデフォルト・ウィンド

ウサイズ（７．７節参照）である。

起呼ＤＴＥが本フロー制御パラメータネゴシエーション・ファシリティを利用する場合、データ転送の

両方向に、パケットサイズおよび／またはウィンドウサイズを要求できる。

発呼要求パケット中の特定のウィンドウサイズが明示されていない場合、ＤＸＥはデフォルト・ウィンド

ウサイズがデータ転送の両方向に対し要求されたものと解釈する。特定のパケットサイズが明示されてい

ない場合、ＤＸＥはデフォルト・パケットサイズがデータ転送の両方向に対して要求されたものと解釈す

る。

被呼ＤＴＥが本フロー制御パラメータネゴシエーション・ファシリティを利用する場合、着呼パケット

は、ＤＴＥから選択できるパケットサイズおよびウィンドウサイズを示す。

発呼要求パケット中に要求されたパケットサイズ（Ｐ）及びウィンドウサイズ（Ｗ）ならびに着呼パケッ

ト中に指示されたパケットサイズおよびウィンドウサイズはそれぞれ独立である。被呼ＤＴＥは着呼受付

パケット中にウィンドウサイズおよびパケットサイズを要求してもよい。着呼パケット中のファシリティ

指示に対して、着呼受付パケットに示される有効なファシリティ要求は表７－１／ＪＳ－８２０８のみで

ある。着呼受付パケット中に本ファシリティ要求がない場合は、ＤＴＥがデータ転送の両方向に対して着

呼パケットで指示した値を受付たものとして解釈される（この値はデフォルト値とは限らない）。さらに、

ＤＴＥ－ＤＸＥ環境では着呼パケットは発呼要求パケットと、接続完了パケットは着呼受付パケットと同

じであり、発呼ＤＴＥに対しても同じ条件が成り立つ。

表７－１／ＪＳ－８２０８

（ＩＳＯ　８２０８）

着呼パケット中のフロー制御パラメータ指示に対する着呼受付パケット中の

有効なフロー制御パラメータ要求

パラメータ指示 有効なパラメータ要求

Ｗ（指示）　≧２

Ｗ（指示）　＝１

Ｗ（指示）≧Ｗ（要求）≧２

Ｗ（要求）＝１または２

Ｐ（指示）　≧１２８

Ｐ（指示）　＜１２８

Ｐ（指示）≧Ｐ（要求）≧１２８

１２８≧Ｐ（要求）≧Ｐ（指示）
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ＤＴＥは着呼パケットまたは接続完了パケットでＤＴＥへのフロー制御パラメータを指示する以前に網

によって呼に対するフロー制御パラメータの要求に制限を受ける場合がある。例えばＤＴＥはそれぞれの

網により可能なパラメータ値の範囲が異なるかもしれない。

7.10　スループットクラスネゴシエーション

スループットクラスネゴシエーションは、ＤＴＥ，ＤＸＥ間で所定の期間中合意されたオプショナルユー

ザファシリティであり、バーチャルコール（ＶＣ）においてＤＴＥが使用する。本ファシリティを利用す

る場合、呼毎にフロー制御パラメータを選択することができる。スループットクラスはデータの転送方向

それぞれにより異なってもよい。

デフォルト値は、ＤＴＥ及びＤＸＥにより決定される（７．８節参照）。デフォルト値とはＤＴＥ／Ｄ

ＸＥインタフェース上のＶＣに関し、最大スループットクラスに相当する。

7.11　ファーストセレクト

ファーストセレクトはバーチャルコール（ＶＣ）に対しＤＴＥが要求するオプショナルユーザファシリ

ティである。

ＶＣに割り当てられた論理チャネルを有する発呼要求パケットに対し、適当なファシリティ要求を用い

てＤＴＥ呼毎にファーストセレクトファシリティを要求することができる。

発呼要求パケット中に、本ファーストセレクト・ファシリティが要求され、かつ応答に関する制限が示

されていない場合、本パケットは１２８オクテットまでの起呼ユーザデータフィールドを運ぶことができ

る。ＤＸＥはＤＴＥに対し、ＤＴＥ発呼要求状態中に、１２８オクテットまでの被呼ユーザ・データフィー

ルドを伴った接続完了パケットまたは１２８オクテットまでの切断ユーザ・データフィールドを伴った切

断指示パケットを送出することができる。またＤＴＥ及びＤＸＥは、呼設定完了後に、１２８オクテット

までの復旧ユーザデータフィールドを伴った復旧要求パケットまたは１２８オクテットまでの切断ユー

ザ・データフィールドを伴った切断指示パケットを送出することができる。

発呼要求パケット中に本ファーストセレクト・ファシリティが要求され、かつ応答に関する制限が示さ

れている場合、本パケットは１２８オクテットまでの起呼ユーザ・データフィールドを運ぶことができる。

また、ＤＸＥはＤＴＥに対し、ＤＴＥ発呼要求状態中に１２８オクテットまでの切断ユーザデータフィー

ルドを伴った切断指示パケットを送出することができる。ＤＸＥは接続完了パケットを送出することはで

きない。
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８．ＣＣＩＴＴ規定オプショナルＤＴＥファシリティに関する手順

ＣＣＩＴＴ規定オプショナルＤＴＥファシリティはバーチャルコール（ＶＣ）サービスにのみ適用され

る。

本ファシリティは本標準７章の他の手順を補い、開放型システム相互接続（ＯＳＩ）ネットワークサー

ビス定義をサポートするものである。これらファシリティは公衆データ網内で変更されることなく通過す

る。状況によっては、これらのファシリティの中にゲートウェイおよび／または私設網内で変更されるも

のがある。

8.1　起呼アドレス拡張

起呼アドレス拡張は与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用されうるＣＣＩＴＴ規定オプショ

ナルＤＴＥファシリティである。これにより起呼ネットワークアドレスが発呼要求パケット（ＣＲ）およ

び着呼パケット（ＣＮ）を使ってトランスペアレントに転送される。起呼ネットワークアドレスは被呼Ｄ

ＴＥ内の高位レイヤエンティティに渡される。

8.2　被呼アドレス拡張

被呼アドレス拡張は与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用されうるＣＣＩＴＴ規定オプショ

ナルＤＴＥファシリティである。これにより起呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティから提供される被呼

ネットワークアドレスが発呼要求パケットおよび着呼パケット（ＣＮ）を使ってトランスペアレントに転

送される。また応答のネットワークアドレスの着呼受付（ＣＡ）および接続完了（ＣＣ）の各パケット上

（着呼受付の場合）および復旧要求（ＣＱ）および切断指示（ＣＩ）の各パケット上（着呼拒否の場合）

でのトランスペアレントな転送機能が提供される。応答のネットワークアドレスは起呼ＤＴＥ内の高位レ

イヤエンティティに渡される。

8.3　最小スループットクラスネゴシエーション

最小スループットクラスネゴシエーションは与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用されう

るＣＣＩＴＴ規定オプショナルＤＴＥファシリティである。起呼ＤＴＥはデータ転送の各方向について発

呼要求パケット（ＣＲ）内の最小スループットクラスネゴシエーションファシリティを使用して、スルー

プットクラスの最小許容値を表示する。こ
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れら２つの値は着呼ＤＴＥに対して着呼パケット（ＣＮ）上でトランスペアレントに転送される。最小許

容スループットをサポートするために必要な資源が準備できなければ、ゲートウェイ、私設網および被呼

ＤＴＥは当該呼を切断してもよい。ゲートウェイ、私設網およびＤＴＥはスループットネゴシエーション

ファシリティを使用して公衆データ網が最小許容スループットクラスをサポートできるかどうかを判断す

ることができ、公衆データ網がこれらの値をサポートできなければ当該呼を切断しなければならない。

本ファシリティがない場合には当該起呼ＤＴＥが許容スループットクラスに関して下限値を設定してい

ないことを示す。本ファシリティにより転送される値は起呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティから供給

され、被呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティに渡される。

8.4　エンドツーエンド転送遅延ネゴシエーション

エンドツーエンド転送遅延ネゴシエーションは与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用され

うるＣＣＩＴＴ規定オプショナルＤＴＥファシリティである。起呼ＤＴＥは、アクセス線路の伝送速度の

影響を含むＤＴＥ内のパケットレイヤおよび低位レイヤプロトコルの累積転送遅延を、発呼要求パケット

（ＣＲ）内のエンドツーエンド転送遅延ネゴシエーションファシリティにより表示する。累積転送遅延値

は、公衆データ網によりトランスペアレントに転送され、呼設定の経過表示に伴い、ゲートウェイおよび

被呼ＤＴＥにより更新される。ゲートウェイおよび被呼ＤＴＥは、累積転送遅延の計算実行中に上位網に

より導入される転送遅延の選択および表示ファシリティを使用してもよい。

累積転送遅延に加えて、起呼ＤＴＥは、エンドツーエンド転送遅延のための要求（目標）値をオプショ

ナルに表示してもよい。目標値が表示される場合、起呼ＤＴＥはエンドツーエンド転送遅延のための最大

許容値をオプショナルに表示してもよい。これらの値が存在する場合、起呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティ

ティから供給され、着呼パケット（ＣＮ）を使用して被呼ＤＴＥへトランスペアレントに転送される。こ

れらのファシリティがない場合、起呼ＤＴＥが転送遅延の目標値および／または上限を供給しなかったこ

とを表示する。

累積転送遅延が指定された最大許容転送遅延を越えた場合、ゲートウェイ、私設網および被呼ＤＴＥは

当該呼を解放しなければならない。最大許容転送遅延および被呼ＤＴＥのパケットレイヤにより計算され

た累積転送遅延は、被呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティに渡される。



ＪＳ－８２０８ - 108 -

被呼ＤＴＥのパケットレイヤにより計算された累積転送遅延は、着呼受付パケット（ＣＡ）内で表示さ

れ、接続完了パケット（ＣＣ）を使用して起呼ＤＴＥへトランスペアレントに転送され、起呼ＤＴＥ内の

高位レイヤエンティティに渡される。

8.5　優先（プライオリティ）

優先は与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用されうるＣＣＩＴＴ規定オプショナルＤＴＥ

ファシリティである。起呼ＤＴＥは、コネクション上でのデータの優先度、およびコネクションを確保す

るための優先度、およびコネクションを維持するための優先度の目標および最低許容値を、発呼要求パケッ

ト（ＣＲ）内で表示する。その値が存在する場合、起呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティから供給され、

公衆データ網によりトランスペアレントに転送される。

ゲートウェイ、施設網および被呼ＤＴＥは、必要に応じて目標値を引き下げ、最低許容値をサポートで

きない場合、当被呼を解放してもよい。被呼ＤＴＥが受信する値は高位レイヤエンティティに渡され、高

位レイヤエンティティは選択値を返す。これらの選択値は、被呼ＤＴＥにより着呼受付パケット（ＣＡ）

内で表示され、接続完了パケット（ＣＣ）を使用して起呼ＤＴＥへトランスペアレントに転送され、起呼

ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティに渡される。

8.6　保護（プロテクション）

保護は与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用されうるＣＣＩＴＴ規定オプショナルＤＴＥ

ファシリティである。起呼ＤＴＥは、保護のための目標および最低許容値を、発呼要求パケット（ＣＲ）

内で表示する。その値が存在する場合、起呼ＤＴＥ内の高位レイヤから供給され、公衆データ網によりト

ランスペアレントに転送される。

ゲートウェイ、施設網および被呼ＤＴＥは、必要に応じて目標値を引き下げ、最低許容値をサポートで

きない場合、当被呼を解放してもよい。被呼ＤＴＥが受信する値は高位レイヤエンティティに渡され、高

位レイヤエンティティは選択値を返す。これらの選択値は、被呼ＤＴＥにより着呼受付パケット（ＣＡ）

内で表示され、接続完了パケット（ＣＣ）を使用して起呼ＤＴＥヘトランスペアレントに転送され、起呼

ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティに渡される。
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8.7　優先データネゴシエーション

優先データネゴシエーションは与えられたバーチャルコール（ＶＣ）に対して使用されうるＣＣＩＴＴ

規定オプショナルＤＴＥファシリティである。起呼ＤＴＥは発呼要求パケット（ＣＲ）内で優先データネ

ゴシエーションファシリティを使用することにより優先データ転送手順（つまり割込手順）を使用するか

否かを表示する。この表示は起呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティから提供される。

このファシリティは公衆データ網によりトランスペアレントに転送されるが、優先データ転送手順をサ

ポートしないゲートウェイおよび私設網により、本手順不使用に設定される。

被呼ＤＴＥ内の高位レイヤエンティティが優先データ転送手順を希望し、かつ着呼パケット（ＣＮ）内

で受信された当該ファシリティがこれら手順の使用を表示しているならば、これら手順の使用が着呼受付

パケット（ＣＡ）表に表示されて、接続完了パケット（ＣＣ）内でトランスペアレントに転送される。そ

れ以外の場合には、優先データ転送手順不使用の旨がこれらのパケット内に表示される。

接続完了パケット（ＣＣ）内での優先データ転送手順使用に関する合意の成否の表示は起呼ＤＴＥ内の

高位レイヤエンティティに渡される。
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９．システムパラメータ

9.1　原因符号、診断符号一覧

(1) 原因符号

表９－１／ＪＳ－８２０８　原因符号の符号化

ビット位置

8 7 6 5 4 3 2 1
注

ＤＴＥ起動 0 0 0 0 0 0 0 0 1、2

ＤＴＥ起動 1 0 0 0 0 0 0 0 1、3

注１：これらの原因はＤＴＥ／ＤＴＥ環境に於いてのみ適用される。

２：診断符号が表９－２／ＪＳ－８２０８に従って符号化されている場合の原因符号である。

３：診断符号が表９－２／ＪＳ－８２０８に従わずに符号化されている場合の原因符号である。
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(2) 診断符号

表９－２／ＪＳ－８２０８　診断符号の符号化（１／４）（注２、注３、注４）

（ＩＳＯ　８２０８）

診　　　　　断 ビット

８７６５４３２１

10進数 適用パケット

（注１）

追加情報なし ００００００００ ０ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ,GF
無効Ｐ（Ｓ） ０００００００１ １ RI,RQ
無効Ｐ（Ｒ） ００００００１０ ２ RI,RQ

００００１１１１ １５

パケットタイプ無効 ０００１００００ １６ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
状態ｒ１に対して ０００１０００１ １７ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
〃　ｒ２　〃 ０００１００１０ １８ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
〃　ｒ３　〃 ０００１００１１ １９ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
〃　ｐ１　〃 ０００１０１００ ２０ CI,CQ
〃　ｐ２　〃 ０００１０１０１ ２１ CI,CQ
〃　ｐ３　〃 ０００１０１１０ ２２ CI,CQ
〃　ｐ４　〃 ０００１０１１１ ２３ CI,CQ
〃　ｐ５　〃 ０００１１０００ ２４ CI,CQ
〃　ｐ６　〃 ０００１１００１ ２５ CI,CQ
〃　ｐ７　〃 ０００１１０１０ ２６ CI,CQ
〃　ｄ１　〃 ０００１１０１１ ２７ RI,RQ
〃　ｄ２　〃 ０００１１１００ ２８ RI,RQ
〃　ｄ３　〃 ０００１１１０１ ２９ RI,RQ

０００１１１１１ ３１

非許容パケット ００１０００００ ３２ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
未定義パケット ００１００００１ ３３ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
単方向論理チャネルの呼 ００１０００１０ ３４ CI,CQ
パーマネント・バーチャル ００１０００１１ ３５ RI,RQ
サーキットの無効パケット

タイプ

未割当論理チャネルのパケッ

ト

００１００１００ ３６ D,

未加入のリジェクトパケット ００１００１０１ ３７ RI,RQ
短すぎるパケット ００１００１１０ ３８ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ,GF
長すぎるパケット ００１００１１１ ３９ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ,GF
無効ゼネラルフォーマット ００１０１０００ ４０ D,
識別子

ＬＣＩが０でないリスター ００１０１００１ ４１ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
トパケット

ファシリティに適合しない ００１０１０１０ ４２ CI,CQ
パケットタイプ

００１０１０１１ ４３ RI,RQ非許容の割り込み確認パケッ

ト

非許容の割り込みパケット ００１０１１００ ４４ RI,RQ
非許容のリジェクト ００１０１１０１ ４５ RI,RQ

００１０１１１１ ４７
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表９－２／ＪＳ－８２０８　診断符号の符号化（２／４）（注２、注３、注４）

（ＩＳＯ　８２０８）

診　　　　　断 ビット

８７６５４３２１

10進数 適用パケット

（注１）

タイムアウト ００１１００００ ４８ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
着呼パケットに対して、または発

呼要求に対してタイムアウト

００１１０００１ ４９ CI,CQ

切断指示に対して（または復旧要

求に対してタイムアウトまたは再

送カウント超過）

００１１００１０ ５０ D,CI,CQ

リセット指示に対して（またはリ

セット要求に対してタイムアウト

または再送カウント超過）

００１１００１１ ５１ D,CI,CQ,RI,RQ

リスタート指示に対して（または

リスタート要求に対してタイムア

ウトまたは再送カウント超過）

００１１０１００ ５２ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ

呼毎着信転送に対して ００１１０１０１ ５３ CI,CQ
００１１１１１１ ６３

呼設定の問題 ０１００００００ ６４ CI,CQ,GF
非許容ファシリティ符号 ０１０００００１ ６５ CI,CQ,GF
〃　ファシリティパラメータ ０１００００１０ ６６ CI,CQ,GF

無効被呼ＤＴＥアドレス ０１００００１１ ６７ CI,CQ
〃　起呼ＤＴＥアドレス ０１０００１００ ６８ CI,CQ
無効ファシリティ長 ０１０００１０１ ６９ CI,CQ,GF
発呼禁止 ０１０００１１０ ７０ CI,CQ
使用可論理チャネルなし ０１０００１１１ ７１ CI,CQ
発着呼衝突 ０１００１０００ ７２ CI,CQ
ファシリティ２重出現 ０１００１００１ ７３ CI,CQ,GF
０でないアドレス長 ０１００１０１０ ７４ CI,CQ,GF
０でないファシリティ長 ０１００１０１１ ７５ CI,CQ
期待されたファシリティなし ０１００１１００ ７６ CI,CQ,GF
ＣＣＩＴＴ規定ＤＴＥファシリ

ティ不正

０１００１１０１ ７７ CI,CQ

着信転送あるいは呼毎着信

転送の最大数を超過

０１００１１１０ ７８ CI,CQ

０１００１１１１ ７９

その他 ０１０１００００ ８０ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
ＤＴＥからの不適当な原因符号 ０１０１０００１ ８１ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ

オクテット非整列 ０１０１００１０ ８２ D,SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
Ｑビット設定矛盾 ０１０１００１１ ８３ RI,RQ
ＮＵＩの問題 ０１０１０１００ ８４ CI,CQ

０１０１１１１１ ９５
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表９－２／ＪＳ－８２０８　診断符号の符号化（３／４）（注２、注３、注４）

（ＩＳＯ　８２０８）

診　　　　　断 ビット

８７６５４３２１

10進数 適用パケット

（注１）

未割当て ０１１０００００ ９６

０１１０１１１１ １１１

国際上の問題 ０１１１００００ １１２ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
リモート網の問題 ０１１１０００１ １１３ CI,CQ,RI,RQ
国際間のプロトコル上の問題 ０１１１００１０ １１４ CI,CQ,RI,RQ
国際リンクの障害 ０１１１００１１ １１５ CI,CQ,RI,RQ
国際リンクビジー ０１１１０１００ １１６ CI,CQ
中継網ファシリティの問題 ０１１１０１０１ １１７ CI,CQ
リモート網ファシリティの問

題

０１１１０１１０ １１８ CI,CQ

国際ルーチングの問題 ０１１１０１１１ １１９ CI,CQ
一時的なルーチングの問題 ０１１１１０００ １２０ CI,CQ
被呼ＤＮＩＣ不明 ０１１１１００１ １２１ CI,CQ
保守作業中（注５） ０１１１１０１０ １２２ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ

０１１１１１１１ １２７

ＤＴＥが定義する診断情報の為に １０００００００ １２８

保留 １０００１１１１ １４３

タイムアウトまたは再送カウント

超過

１００１００００ １４４ RI,RQ

割り込みに対して １００１０００１ １４５ RI,RQ
データパケット転送に対して １００１００１０ １４６ RI,RQ
リジェクトに対して １００１００１１ １４７ RI,RQ

１００１１１１１ １５９

ＤＴＥ特有の信号 １０１０００００ １６０ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
ＤＴＥ活動中 １０１００００１ １６１ SI,SQ,RI,RQ
ＤＴＥ非活動中 １０１０００１０ １６２ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
ＤＴＥリソース制約 １０１０００１１ １６３ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
ファーストセレクト未加入 １０１００１００ １６４ CI,CQ
無効な部分的に満たされた

データパケット

１０１００１０１ １６５ RI,RQ

Ｄビット処理未実装 １０１００１１０ １６６ CI,CQ,RI,RQ
登録／解除完了 １０１００１１１ １６７ GF

１０１０１１１１ １７５

未割当て １０１１００００ １７６

１１０１１１１１ ２２３
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表９－２／ＪＳ－８２０８　診断符号の符号化（４／４）（注２、注３、注４）

（ＩＳＯ　８２０８）

診　　　　　断 ビット

８７６５４３２１

１０進数 適用パケット

（注１）

ＯＳＩネットワークサービスの問題 １１１０００００ ２２４ CI,CQ,RI,RQ
切断（過渡的状態） １１１００００１ ２２５ CI,CQ
〃　（永久的状態） １１１０００１０ ２２６ CI,CQ
呼設定拒否－理由未指定 １１１０００１１ ２２７ CI,CQ

（過渡的状態）

呼設定拒否－理由未指定 １１１００１００ ２２８ CI,CQ
（永久的状態）

呼設定拒否－ＱＯＳ無効 １１１００１０１ ２２９ CI,CQ
（過渡的状態）

呼設定拒否－ＱＯＳ無効 １１１００１１０ ２３０ CI,CQ
（永久的状態）

呼設定拒否－ＮＳＡＰ到達不可 １１１００１１１ ２３１ CI,CQ
（過渡的状態）

呼設定拒否－ＮＳＡＰ到達不可 １１１０１０００ ２３２ CI,CQ
（永久的状態）

リセット－理由未指定 １１１０１００１ ２３３ RI,RQ
リセット－ふくそう １１１０１０１０ ２３４ RI,RQ
呼設定拒否－ＮＳＡＰアドレス未

定義

１１１０１０１１ ２３５ CI,CQ

１１１０１１１１ ２３９

上位レベル起動 １１１１００００ ２４０ SI,SQ,CI,CQ,RI,RQ
切断－正常 １１１１０００１ ２４１ CI,CQ
切断－異常 １１１１００１０ ２４２ CI,CQ
切断－利用者データ内の

矛盾した情報

１１１１００１１ ２４３ CI,CQ

呼設定拒否－理由未指定

（過渡的状態）

１１１１０１００ ２４４ CI,CQ

呼設定拒否－理由未指定

（永久的状態）

１１１１０１０１ ２４５ CI,CQ

呼設定拒否－ＱＯＳ無効

（過渡的状態）

１１１１０１１０ ２４６ CI,CQ

呼設定拒否－ＱＯＳ無効

（永久的状態）

１１１１０１１１ ２４７ CI,CQ

呼設定拒否－利用者データ

内の矛盾した情報

１１１１１０００ ２４８ CI,CQ

呼設定拒否－利用者データ

内の認識不可能なプ

ロトコル識別子

１１１１１００１ ２４９ CI,CQ

リセット－利用者再同期 １１１１１０１０ ２５０ RI,RQ
１１１１１１１１ ２５５
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注１：ここに示す診断を全てのパケットに適用する必要はない。

各々の診断を適用するパケットを「適用パケット」に示す。

Ｄ　：診断パケット

ＳＩ：リスタート指示

ＳＱ：リスタート要求

ＣＩ：切断指示

ＣＱ：復旧要求

ＲＩ：リセット指示

ＲＱ：リセット要求

ＧＦ：登録確認パケット

注２：全ての診断を実装する必要はないが、使用する場合は本表に従い符号化する。各グループの最初の診

断は総括的な診断でありグループ内の詳細な診断に置き換えて使用してもよい。１０進数の０は付

加情報がない場合に用いられる。

（例：より詳細な診断を実装していないとき）

注３：診断の２２４から２２５はＯＳＩネットワークサービス定義をサポートする。

注４：ある場合には複数の診断が適用されうる。例えば、タイマが経過し且つ（リスタート、切断またはリ

セット）パケットが送信された場合である。このとき、ＤＴＥは、本来のエラーに関連した診断符

号を用いてもよいし、または対応する「タイムアウト」診断符号を使用してもよい。

注５：この診断は、国内網の保守作業に適用することもありうる。
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9.2　タイマ値

表９－３／ＪＳ８２０８　タイマ値（１／２）

（ＩＳＯ　８２０８）

ﾀｲﾏ名､略号 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ﾘｽﾀｰﾄ契機 ｽﾄｯﾌﾟ契機 ﾀｲﾑｱｳﾄ時の動作

T20

ﾘｽﾀｰﾄ要求

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾀｲﾏ
180秒

DTEがﾘｽﾀｰﾄ要求

ﾊﾟｹｯﾄを送信した

とき

(r2 へ遷移)

DTEがﾘｽﾀｰﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(r1 へ遷移)

DTEがﾘｽﾀｰﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(r2 に留まる)

ﾘｽﾀｰﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄを再送

R20の最大値まで

T20を再ｽﾀｰﾄ

T21

発呼要求

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾀｲﾏ

200秒

DTEが発呼要求

ﾊﾟｹｯﾄを送信した

とき

(p2 へ遷移)

DTEが接続完了ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(p4 へ遷移)

DTEが着呼ﾊﾟｹｯﾄを受

信したとき

(p5 へ遷移)

DTEが切断指示ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(p7 へ遷移)

DTEが切断要求ﾊﾟｹｯﾄ

を送信したとき

(p6 へ遷移)

切断要求ﾊﾟｹｯﾄを送信

する｡

(p6 へ遷移)

T22

ﾘｾｯﾄ要求

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾀｲﾏ
180秒

DTEがﾘｾｯﾄ要求ﾊﾟ

ｹｯﾄを送信したと

き

(d2 へ遷移)

DTEがﾘｾｯﾄ確認ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(d1 へ遷移)

DTEがﾘｾｯﾄ指示ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(d1 へ遷移)

ﾘｾｯﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄを再送

する

R22の最大値まで

T22を再ｽﾀｰﾄ

T23

復旧要求

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾀｲﾏ
180秒

DTEが復旧要求

ﾊﾟｹｯﾄを送信した

とき

(p6 へ遷移)

DTEが復旧確認ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(p1 へ遷移)

DTEが復旧指示ﾊﾟｹｯﾄ

を受信したとき

(p1 へ遷移)

復旧要求ﾊﾟｹｯﾄを再送

R23の最大値まで

T23を再ｽﾀｰﾄ
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表９－３／ＪＳ－８２０８　タイマ値（２／２）

（ＩＳＯ　８２０８）

ﾀｲﾏ名､略号 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 ﾘｽﾀｰﾄ契機 ｽﾄｯﾌﾟ契機 ﾀｲﾑｱｳﾄ時の動作

T24

ｳｨﾝﾄﾞｳ状態

送信ﾀｲﾏ 60秒

DTEがP(R)を伴った

ﾊﾟｹｯﾄを送信しとき

(RR,RNR,DATA,

REJ)

現在のｳｨﾝﾄﾞｳの状態を

反映したRR,RNR,DATA

またはREJを送信しT24

を再ｽﾀｰﾄする

T25

ｳｨﾝﾄﾞｳ回転

ﾀｲﾏ

200秒

DTEがDATAﾊﾟｹｯﾄを

送信するかまたは

DTEのｳｨﾝﾄﾞｳが回転

したが､まだ未確認

のDATAﾊﾟｹｯﾄが

残っているとき

ｳｨﾝﾄﾞｳ内の未確認の

DATAﾊﾟｹｯﾄがなく

なったとき

ｳｨﾝﾄﾞｳ内の全てのDATA

ﾊﾟｹｯﾄを再送する

R25の最大値まで

T25を再ｽﾀｰﾄ

T26

割り込みﾚｽ

ﾎﾟﾝｽﾀｲﾏ
180秒

DTEが割り込みﾊﾟｹｯ

ﾄを送信したとき

(i2へ遷移)

DTEが割り込みﾊﾟｹｯ

ﾄを受信したとき

(i1へ遷移)

ﾘｾｯﾄ要求ﾊﾟｹｯﾄを送信す

る

(d2へ遷移)

T27

ﾘｼﾞｪｸﾄﾚｽﾎﾟ

ﾝｽﾀｲﾏ
60秒

DTEがREJﾊﾟｹｯﾄを送

信したとき

DTEが最初の再送

DATAﾊﾟｹｯﾄを受信

したとき

REJﾊﾟｹｯﾄを再送

R27の最大値まで

T27を再ｽﾀｰﾄ

T28

登録要求

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾀｲﾏ
300秒

DTEが登録要求

ﾊﾟｹｯﾄを送信したと

き

DTEが登録確認ﾊﾟｹｯ

ﾄを受信したとき

登録要求ﾊﾟｹｯﾄを再送

R28の最大値まで

T28を再ｽﾀｰﾄ

（注）ここに示す値は、デフォルト値であり、本プロトコルが適用される環境により変更してもよい。

特に、ＬＡＮ等の高速な伝送媒体が提供される環境では変更される可能性がある。



ＪＳ－８２０８ - 118 -

9.3　再送カウンタ値

表９－４／ＪＳ－８２０８　再送カウンタ値

（ＩＳＯ　８２０８）

カウンタ名・略体 内　　　　容
最大規定値の

デフォルト値
カウンタ超過時の動作

Ｒ２０

リスタート要求

パケット再送カウンタ

リスタート要求パケットが

パケットレイヤエンティテ

ィの要求に基づき再送され

る回数

１

適切なエンティティへ

通知する

１

Ｒ２２

リセット要求パケッ

ト再送カウンタ

リセット要求パケットが特

定の論理チャネルをリセッ

卜する要求に基づき再送さ

れる回数

ＶＣの場合

復旧要求パケットを

送信する

（ｐ６へ遷移）

ＰＶＣの場合

適切なエンティティ

へ通知する

Ｒ２３

復旧要求パケット

再送カウンタ

復旧要求パケットがＶＣを

復旧する要求に基づき再送

される回数

１

適切なエンティティへ

通知する

Ｒ２５

データパケット

再送カウンタ

データパケットが再送され

る回数 ０

リセット要求パケットを

送信する

Ｒ２７

リジェクトパケット

再送カウンタ

リジェクトパケットが同一

のデータパケットの再送要

求に基づき再送される回数

０

リセット要求パケットを

送信する

Ｒ２８

登録要求パケット

再送カウンタ

登録要求パケットが再送さ

れる回数 １

適切なエンティティへ

通知する
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付録１　ＤＴＥ／ＤＴＥ環境

本標準で記述されたＤＴＥ／ＤＴＥ環境にあるＤＴＥとＣＣＩＴＴ勧告Ⅹ．２５に記述されたＤＴＥ／Ｄ

ＣＥ環境にあるＤＴＥとの関係は以下の通りである。

１．ＤＴＥ／ＤＴＥ環境、ＤＴＥ／ＤＣＥ環境共通の考慮事項

４．１節の設計原則（２）にもとづきＤＴＥに関するプロトコルをＤＴＥ／ＤＴＥ環境およびＤＴＥ

／ＤＣＥ環境で共通にするには、以下の考慮が必要である。

(1) アドレス長フィールドおよびファシリティ長フィールドに、それぞれアドレス長およびファシリ

ティ長が存在しない場合でも、着呼受付パケット内に両フィールドは必要である。

(2) リスタート要求パケット、復旧要求パケットおよびリセット要求パケットの診断符号フィールドは、

かりにそれらが「付加情報なし」を示していても、当該パケット内に存在しなければならない。

(3) ユーザデータフィールドが許容される最大長より短く、かつＤビットが０、Ｍビットが１に設定さ

れているデータパケットは送信できない。

(4) リンクレベルが初期設定レベルを完了したこと、またはリンクレベルが切断フェーズにあった障害

から回復したことを通知するために、ＤＴＥはリスタート要求パケットをＤＴＥ／ＤＸＥインタ

フェースを介して送信しなければならない。

２．ＤＴＥ／ＤＴＥ環境に固有の考慮事項

ＤＴＥがＤＴＥ／ＤＴＥ環境にある場合、以下の考慮が必要である。

(1) 以下の場合には、一方のＤＴＥは網モードで、他方は利用者モードで動作しなければならない。

・ＶＣ設定時の論理チャネルの選択

・ＶＣ衝突の解決

(2) ＤＴＥは、「ＤＴＥ起動」のリスタート原因符号を有するリスタート指示パケットを受け付けるこ

とができなければならない（ＤＴＥ／ＤＣＥ環境では、ＤＴＥは常に「ＤＴＥ起動」以外のリスター

ト原因符号を受信する）

(3) ＤＴＥは、「ＤＴＥ起動」以外の原因符号フィールドをもつリスタート、切断、リセット各指示パ

ケットを受信してはならない（これはＤＴＥ／ＤＣＥ環境でおこりう
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る）。したがって、ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥ環境で処理するようにパケットを処理するか、ＤＴＥ／

ＤＴＥ環境ではそれを誤りとして扱う。

(4) ＤＴＥは、網に接続するときに発生を抑えることが可能な場合に限り診断パケットを送信してよい。

（ＤＴＥ／ＤＣＥ環境ではＤＴＥは診断パケットを送信できない。）

(5) ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＴＥ環境に適用されないファシリティ符号を受信すると、それを無視しても、

エラーとして扱ってもよい。

(6) オンラインファシリティ登録ユーザオプショナルファシリティを使用する場合には、各方向について

登録手順初期設定の合意が必要である。すなわち、ある方向の登録手順初期設定についていえば、この

ファシリティを使用する合意がえられれば、初期設定するＤＴＥは登録要求パケットを送信し、応答側

のＤＴＥがその登録要求パケットを処理することが許される。（ＤＴＥ／ＤＣＥ環境では、ＤＴＥが登

録要求パケットを受信することはない。）

(7) パケット再送ユーザオプショナルファシリティを使用する場合には、各方向についてデータパケット

の送信を合意する必要がある。ある方向のデータパケットの送信について、このファシリティを使用す

る合意がえられれば、着信ＤＴＥはリジェクトパケットを送信し、発信ＤＴＥは受信リジェクトパケッ

トを処理することが許される。

（ＤＴＥ／ＤＣＥ環境では、ＤＴＥはリジェクトパケットを受信することはない。）

(8) ファーストセレクトユーザオプショナルファシリティを使用する場合には、両側のＤＴＥ間でこの

ファシリティの使用が、呼設定パケットの送信に先立って、合意されていなければならない。

(9) フロー制御パラメータ選択ファシリティおよびスループットクラスネゴシエーションファシリティに

おいて、もし起呼側ＤＴＥがデフォルトのパラメータ値で満足し、これらのファシリティ要求を着呼要

求パケットで指示しなかった場合には、これらのファシリティをサポートしている被呼側ＤＴＥは、ネ

ゴシエーションのためのファシリティ指示を含んだ着呼パケットを受け取ることはない。

　同様に、もし被呼側ＤＴＥが着呼パケットで示されたパラメータ値で満足し、これらのファシリティ

要求を着呼受付パケットで指示しなかった場合、これらのファシリティをサポートしている起呼側ＤＴ

Ｅは、ファシリティ要求を含んだ接続完了パケットを受け取ることはない。
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付録２

ＴＴＣ標準用語英語対照表

　英　語 ＴＴＣ標準用語

A

access アクセス

additional information 付加情報

address field アドレスフィールド

address length field アドレス長フィールド

agreed for a period of time 所定の期間中合意された

B

 binary coded ２進符号で表示された

 bit position ビット位置

C

call 呼

call accepted 着呼受付（ＣＡ）

call connected 接続完了（ＣＣ）

call collision 呼衝突

call request 発呼要求（ＣＲ）

call set-up 呼設定

call user data field 起呼ユーザデータフィールド

called DTE 被呼ＤＴＥ

called user data field 被呼ユーザデータフィールド

calling DTE 起呼ＤＴＥ

cancel 取り消す

category カテゴリ

cause 原因符号、原因

cause field 原因フィールド
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CCITT-specified ＣＣＩＴＴ規定

clear indication 切断指示（ＣＩ）

clear confirmation （DXEから）復旧確認、（DTEから）切断確認（ＣＦ）

clear request 復旧要求（ＣＱ）

clear user data field クリアユーザデータフィールド

clearing 解放、切断

clearing cause field 切断原因符号フィールド

code 符号

complete packet sequence 完結パケットシーケンス

D

D-bit Ｄビット

data データ（ＤＴ）

data link データリンク

data transfer データ転送

data packet データパケット

DCE ＤＣＥ

DCE clear confirmation ＤＣＥ復旧確認

delivery confirmation 送達確認

diagnostic 診断（ＤＩＧ）

diagnostic code 診断符号

diagnostic code field 診断符号フィールド

discard 廃棄する

DTE call request ＤＴＥ発呼要求

DTE clear confirmation ＤＴＥ切断確認

DTE clear request ＤＴＥ復旧要求

DTE/DXE interface ＤＴＥ／ＤＸＥインタフェース

DTE network address ＤＴＥネットワークアドレス

DTE originated ＤＴＥ起動

DTE reset request ＤＴＥリセット要求
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DTE restart request ＤＴＥリスタート要求

DXE ＤＸＥ

DXE clear indication ＤＸＥ切断指示

DXE reset indication ＤＸＥリセット指示

DXE restart indication ＤＸＥリスタート指示

DXE incoming call ＤＸＥ着呼

E

end to end エンドツーエンド

entity エンティティ

environment 環境

error エラー

error-recovery procedure エラー回復手順

extended packet sequence numbering 拡張パケットシーケンス番号

F

facility ファシリティ

facility field ファシリティフィールド

facility length field ファシリティ長フィールド

fast select facility ファーストセレクトファシリティ

flow control ready フロー制御レディ

fragmetation 分割

G

general format identifier ゼネラルフォーマット識別子

GFI ＧＦＩ

H

hight order digit 高位桁

higher layer 高位レイヤ
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higher layer entity 高位レイヤエンティティ

highest number 再老番

I

incoming call 着呼（ＣＮ）

increment 歩進する

information 情報

interrupt 割り込み（ＩＴ）

interrupt confirmation 割り込み確認（ＩＦ）

interrupt packet 割り込みパケット

interrupt ready 割り込みレディ、割り込み可

interrupt sent 割り込み送信

interrupt user data 割り込みユーザデータ

invalid 無効

L

logical channel 論理チャネル

logical channel group number 論理チャネルグループ番号

logical channel number 論理チャネル番号

logical channel identifier 論理チャネル識別子

low order bit 低位ビット

lower window edge ウインドウ下端

lowest number 最若番

M

M-bit Ｍビット

M-bit sequence Ｍビットシーケンス

mode モード

modulo モジュロ

more data bit モアデータビット
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more data mark モアデータ表示

N

no restriction on response 応答制限なし

Ｏ

octet オクテット

optional user facility オプショナルユーザファシリティ

order of bits transmission ビット送出順序

P

packet layer ready パケットレイヤレディ

packet format パケットフォーマット

packet layer パケットレイヤ

packet layer entity パケットレイヤエンティティ

packet loss パケット紛失

packet received sequence number パケット受信シーケンス番号

packet send sequence number パケット送信シーケンス番号

packet type identifier パケットタイプ識別子（ＰＴＩ）

permanent virtual circuit パーマネントバーチャルサーキット

physical layer 物理レイヤ

procedure 手順

procedure for flow control フロー制御手順

PVC ＰＶＣ

Q

Q-bit Ｑビット

qualifier bit クォリファイアビット、Ｑビット
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Ｒ

random timer ランダムタイマ

ready レディ、可

reassembly 組立

refuse 拒否する

receive not ready 受信不可（ＲＮＲ）

receive not ready packet 受信不可パケット

receive ready 受信可（ＲＲ）

receive ready packet 受信可パケット

recovery 回復

reinitialization 再初期設定

REJ ＲＥＪ

registration confirmation 登録確認（ＧＦ）

registration request 登録要求（ＧＱ）

reject リジェクト（ＲＥＪ）

reset リセット

reset cause リセット原因

reset confirmation リセット確認（ＲＦ）

reset confirmation packet リセット確認パケット

reset collision リセット衝突

reset indication リセット指示

reset indication packet リセット指示パケット

reset request リセット要求（ＲＱ）

reset request packet リセット要求パケット

resetting cause field リセット原因フィールド

response レスポンス

restart リスタート

restart confirmation リスタート確認（ＳＦ）

restart indication リスタート指示（ＳＩ）

restart request リスタート要求（ＳＱ）
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restriction on response 応答制限付き

retransmit 再送する

retransmission 再送

retry 再試行

retry out リトライアウト

RNR ＲＮＲ

RR ＲＲ

S

semi-octet セミオクテット

send sequence number 送信シーケンス番号

state 状態

T

time out タイムアウト

timer タイマ

transfer 転送

transmit 送信する

transparency 透過性

transparently 透過的に

U

unidentifiable 未定義

user data field ユーザデータフィールド

V

VC ＶＣ

virtual call バーチャルコール

W

window ウィンドウ

window size ウィンドウサイズ
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（順不同）

（ＪＳ－８２０８）

第三部会第三分科会

主　査 樫尾　次郎 ㈱日立製作所

副主査 木下　研作 日本電信電話㈱

楳本　龍夫 国際電信電話㈱

土井　英司 日本電信電話㈱

井出　政司 沖電気工業㈱

牛尾　修一 シーメンス㈱

夏目　晃宏 住友電気工筆㈱

国京　和雄 ㈱東芝

小林　伸雄 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ㈱

匠　　健太 日本電気㈱

峰岸　成己 日本ユニバック㈱

森田　隆士 ㈱日立製作所

丸山　修孝 富士ゼロックス㈱

草柳　秋風 富士通㈱

中塚　茂雄 三菱電機㈱

小川　敏夫 横河電機㈱

石川　　彰 東京電力㈱

土子　和義 日本通信協力㈱


	　　



